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前線に於ける戰鬪形態が日毎に苛烈の度を加ヘ來ると共に、技術戰、生迷戰に

携はる銃後産業人に課せられ九る責務も茜だ重大なる込のとなつて來九。此の生

゛

産戰に於て込輝かしB勝利を得る九めには、地下資源の開駿が最大の急務であ

る。而込總ベての産業の原動力が石咲から生ずる事を恕、へば、石炭の増逢こそ戰

技の鍵である。採淡が總ベて機械化され九る今日に於ては、性能の優秀なる機械

を而も多量に要する事は明かである。我吐は既に數年前よ厶種々の用途に對して

各種の破山用機械を製造して來九のであるが、而も今日程共の重要性の痛愈され

る事はない。茲に於て多年の經驗を基礎に日々新しB研究に邁逃しつY性能の向

上を計ム、叉量に於て弥この非常時局の需要に應ずべく一厩の努力を致してゐる

のである。特に機械部門と電氣部門との綜合的設計を密接ならしむるに意を江い

でゐる。幸にして昭和15年には國走嘴矢の記金灸品九る 1550馬カイルづナー卷上機

を完成して、砂肋ゞ曾産の一端に寄輿、し得九るを喜ぴとする込のである。之等の技

術を綜合しで、切羽よ五運搬に到る迄の諸作業及ぴ、この問に要する諸種の電氣

.

機械よム、畔1帶設備に要する電氣機械等の一般に亘ム、作業と機器との開聯性及

ぴ機器各個の詳細なる解説をなし、我赴が今日迄培ひ來厶九る技術を公にし、以

下砥山に關係ある人士のみならず、叉他の一般技術岩の參考に供せ五が九め、茲

に砥山特輯跳の一卷を編みて座右に迭らんとする沼のである。卿か技術報國のー

端と胎ならぱ幸である。

昭和十八年八月
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慨山に於てイi炭が切羽より探洲せられ、坑夕kこ沌搬きれ、此戚で選咲が行は心る。そ Lて1{新女に
貨唖桜叉は貯炭される迄の乳鞭台の撫畩を述ベる。

此の郭湿名の統明過nホに於て夫々の場所に必要本る機器磯11'の名瓣及i,廼1を兜げて染 1 ぷ」'J、トの
詐論の繰備匁1畿を山す。

1、緒 言

衆知の如く我が政府は石炭業を現下に於ける五大重喫

産業のーとして取上げ、國を果げて共の堆産に叉共の超

逸に懸命の努力を拂ひつXあ乙。釜し石淡の有する莫大

なる熱1ネjレギーばあらゆ乙工業の將叉凡ての趣途桜開の

一大原動力なるが爲であ乙。殊に決鞍下一一日も忽せにt

るを詐されぬ戰力の堆張、其の根底に横はろものとそ石

炭であり、此の石炭無く1.,てぱ國秀貌惚力鞍も單な乙社N準
,

に終るのであ乙。

扱石炭の堆迷に玉大の開係を有tるものは勿論勞力と

機械力であ乙。ど曾高なろ写X動力が石炭瑜産の絶對的亜素

たると主は論を俟九ないが、機械力を伴はな仏勞働力は

近代的優秀製備を右しない軍除主同じく共の言や壯なり

左雛も共の成県に反比例して苦しみが倍加して行く。坑

内外を問は゛先備せ乙桜械力なくしてぱ今日の激堆す乙
i

唖望には到広應じ切れないであらう。

常赴が炭坑用機械の研究開發に本格的に薪手して以來

既に卜午の歳月を經過ι<共のn打多數の製品を途り出し

て微力ながら斯界に貢献して來たが、今此處に共の跡を

顧みつX我赴にて製作しつ、あろ淡坑用諸機械の綜介的

紹介を致して開係諸方面の御參老に供し広い.思、'ー

炭坑用諸機械を其の使用尺的に依つて大別tれぱ

ア、採淡用機械

イ、運搬用機械

ウ、趨炭用機械

エ、附帶動力設備(ボンづ、途風機、本氣雌縮機、

硬鯱所)

となる。之等機械の越類及共の界量の迦搾、更に何れに

主力を向け乙か等の判定は専ら坑内外の特殊事崎に依り

決定される。例ヘぱ淡謄の深度厚さ及其の傾剣・度、炭贊

の良否、坑内出水墨、メタン瓦斯の有無等幾多の諸條件

に支配され誠に千差徴拐小であ乙。之等は最、經驗豊富た

る優秀なる炭坑技術岩の手に依つて新所1に計需寳行せら

札るのであ乙が、其の計'1キの良否が出炭能葬託こ至大の影

轡あるととは申す迄も蔵い。

次に諸機械の原動力主しておへられるものに蒸氣力、

謡氣力及ぴ垈氣力の3種がある。之の中蒸氣力は其の非

能率的なると.、施設に膨大なる場所を有す乙とと等の

爲現在にあつては殆んど共の跡を絶ち、僅かに蒼施設の

一部力町吏用されつ、あ乙チ見}伏下あ乙。現亦は動力の大部

第1 1 、

＼

、

分が鼈化され淡坑用機械と言ヘぱ殆んど鐙動機運博を愈

味t乙程吹に發途、して屑乙。本氣力を1京動力とt乙機械

は之に電氣力が置換せられ乙と占を前提主すろものでは

なく、特別の用途上の暫求に基き發懲せ乙もので今向盧

んに磁氣力と併用せられつLあ乙。其の主な乙ものぱ

ア、 J采炭機械殊にコー1レeツク、ドリル等

イ、メタン瓦斯多き炭確の切濶謠桜鞁

ウ、水グ先機

エ、六剛卷上桜用制動装綴

オ、竪坑淡車操縱装置の一部

等であり之の中(イ、)項の問踊ぱ削途上垈猟力の優秀

性に依乙ものでなく1坊爆上の見地から」力皎的危険な乙鐙

氣力を排斥すると主を摂捺ιするものにして、第Ⅶ章{て

於て詳述す乙裁りであ乙が、電氣桜被の防爆、装置の研

究、霞逑が日を追'、て目覺しきものがあ乙>牙、之等も

漸女電氣に置換せら乙、ととが豫想され陶名の此較檢討

汲.ぴ共の孫否の攻所可は炭坑技術名に與ヘられた重要課題

の{・上とて現井は勿論將來にも殘きれ乙もの'下あらら'

2 出炭 過程

淡抗に焚ては抓掘された石淡を貨車殖又は貯淡する迄

の述搬作業が共の主要部分を、占め、避淡場に於て精崇、

二琥淡、五更炭の避別に一部加工工程が仁tろのみで、其

他は打井属後は殆んど運搬に終始t乙。此の黙他の生産工

場士異なり結局運搬設備及び其の運用の功拙が出炭能力

の死命を制する。從而運搬機械其ものの優秀な乙ベき事

ぱ勿論であ乙が、坑内外の事倩に適應した之等機械の配

置、運用に於誓の意を注がねぱならない。
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坑外エンドレス
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小而崇が様側されてより貨耶.私叉は此1拠迄び.過保に就

いて大体の晩明を加ヘ名過程に於て使用せらるべき機械

の名稱及征淡頁を喫げt次章以下詐論の舶提上1、やう。

3 七刀＼ 羽

石崇探掘現場を切新(又は切端)主稱する'・石淡抗山

於市角良であり、後力鞭途力の大小が其の戦謡お力に非常た

る差異を生゛るととそれは恰も戰場を野翫たらしめろ。

此處に於ては何よりも十条掘そのものに至力を注ぐ。淡贊

に依りては多くのハサミ(石淡眉中に狹まれたろ硬婿を

言二0 があると主もあ乙が、之等も孑i淡主一・小斤{て1宋掘さ

れ毛1みj厶まオLる。採掘鋤;の充1武、切羽血の支柱i艾佐i、釖

勿コムベヤーの設置、更に掛水、照明設鯆等の諸工事も掘

進と妓行的に世めなけれぱならぬが、蓼は抓掘量の埒加

を月標とし多くの探炭夫か盡夜問断なく作業を滅けて行

くととであ乙。切勿は多くの場合共の掘世上直角プj向に

傾斜したものが多く、此の傾科は六休に於て淡謄の傾斜

と略えー一致し・て居るのカジ許通、ξあるが、}伏況に依り然ら

ざる場合もある。.總斜安は 25゜乃至 30゜等急崚なもの

より 3゜~5゜等綏やかなも,の等多睡多様であ乙。傾奈六て、
沿'、切み弓爾の長さ(第21制に於け乙"r') 1士'50~75 米

手尾度力ξ大剖杉}であ乙力げ止,近に劃1つてはイ采咲技1村の巡歩と

共忙i斬次女邑虹鄭て發發し,100米乃至150米科唆のものも

珍らしくない。

匂珂"匡の己;jさは鄭ら淡婿の1リ.さに依り決定されるが、

低いものは 0.8 米位から商゛ものは 2 米に及ぶものも

心る。

切勿鼬より切W'されたイi淡は切羽向の下り1頃斜に沿β、

て硫下せしめ片盤坑道に侈すのであるが、之が爲切羽而

には各種のコンベ卞一、トラフ等VX生置が'Z、蓼.たる。
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迭(切勿よりの運炭祁路)

4 片盤、・坑道

片瓣主は坑内主喫坑廼から切弓万師に至る枝ナ伏通路を指

すもので,介んど水・下である。主抗道ι匂妨引立置との關係

から直線の場合も立るが屈曲し,た、のも多い。片盤坑道

の長さは歩C卜米から、製百米に及ぶ。切羽面に對して上部

及ぴ下部の二坑道があり切勿而のj膨貝を良評たらしめろ

様伽瓔路を形成t乙。
切羽より硫下さ乙石淡は下部片継坑道内に設けられた

炭耶Xて移され、之を坑内斜抗卷上坑道迄運搬する。之が

ためには主として逆叫薪しbドレス遂機を利用t乙のであ
乙が、最近ベルトコンベ卞一に依乙力式も取入11られっ、あ

る。坑道の短い弓卜合は勿諭人力に依る。片盤坑道に於て

は贇淡車の運搬と共に空崇卓を逆途する必、要があb、而

も掘進安、継持賀の關係から單線路が多いから其の運轉
g

名汪劉ては栩當の技術を契tる。

片盤坑述は切羽面の進出よりも一歩先んじて掘進して

詔K 立'蓼があり、之の掘巡先端に於け乙室条の流通を良

好ならしめ乙爲局部扇厄L機の必蓼が起 b、叉撹フkあ乙場

合にぱ小剛ボンづをし、腰たする。
゛

5 斜坑、竪坑卷上機

片盤抗述よ挺公られた淡"q拝は坑内斜坑道最下端に集

められ科坑卷_財鎚に依つて坑内水小、主坑遊に途られる。
、、

斜抗卷は單・一片盤のみたらす2個所叉は奨剣剛哘の片盤よ

り途られろ場合がある。崇謄位置が地衷面下淺W場合に

は此の坑内卷上'纏が告略され直按坑外卷上機の負擔.た

る。數枢"斤の片盤を對照とすろ坑内卷に在つては卷上機

の負荷駄態も種々雅多であり、選氣遍.列1に柳斤卸装置開係

の設計に立、亜たろデュティーサイクルの豫恕が非削Υこ陶蝿{で
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ある。

坑内卷上機にて卷士.げられた崇車は坑内主坑道に集め

られる。坑内主坑道は文字通り坑内の主喫通路を形成ナ
乙もので、普通ぱ水平坑遒であり坑逝設備も片盤に比ナ

丸ぱ途かに完備して居・り複絲路が多い。主坑道の適當な

箇所に坑外卷上機の卷端部を設備し、此礎に向つて1個

所乃至倣個所の坑内剥坑卷から引上げられた咲車群を運

搬す乙。之力詰逐搬にば複線非可逆式工ゞレス卷機に依ろ

ものが多いが、大容量になれぱ確耳畷遜轉.を採用して運搬
'、

能力を堆加せしめろ。

坑外斜坑卷上機は主坑道に集められた崇中群を坑外に

運搬すろものにして・一般に坑内卷上機に比して坑道長く

容量も大である。坑外卷上機は専ら單胴若しくは複胴卷

上機忙依ろととが常識とされて居たが、近年ベ1レトコンベ

卞一の發逹と共に斜坑道に於て卷上櫨の代りに集團式ペ

ルトコンベ卞一装置の利里肋琵忍められ之を採用tる崇坑が渋

堆の傾向にあろ。

坑内主坑道が地下或程度の深さに在る時は斜坑卷より

主竪坑卷を有利ルtる。竪抗卷にtれぱ設備薮は肯むが

卷上能力は斜坑卷の此でない。

斜坑卷或は竪坑卷に依つて坑外に搬出された石淡ば全

部避淡場に集められろのであ乙が、卷上機と避炭場問主

の距離に應じて坑外エンドレス卷又は電車運縛を抓用する

のであろ。

坑外斜坑卷上機の場合忙は一般に石炭専用卷上機の外

に人員車用の卷上機を設備tろを普通占する。人員卷上

機に對しては其の安至装置に對'して特に老慮する立、藝が

あ乙。竪坑卷上機の場介には別に人台導用坑道を蓼せホ

人員の場会にもケーづを共用t乙。

場6選 阿ミ

各卷上機より卷上げられた石炭は全部避炭場に梁頓さ

れろ。選炭場に於けろ大体の基準工程を示せぱ

ア、スクリーンに依り塊炭と粉淡とに飾分ける。

イ、塊崇を手避場ヘ途り良淡、二挑崇、硬崇に匙別し

'良炭は直接積込場ヘ途り二枕崇はクラッシ卞一にか

〕ノノ

昭和 18年8 河
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第 4 岡選炭場とぜツキンづバンドに使用の7・5
.瑪力側1「"W部 33/征分減迹篭動機"550728

けて粉炭占し7玲先機ヘ途ろ。硬は直接捨場ヘ途ろ

ウ、スクリーン及ぴクラッシャーより出た二琥炭はー一括し

て主洗機にかける。此處ではボンづ及駆縮宅氣を

設備して良炭、二競炭、硬炭の三種に浮力を利用

して避別され乙。良淡は直接積込場ヘ途り、二競
'

炭は再ぴクラッシ卞一にかける。硬炭は捨場ヘ途る。

エ、主洗機及ぴクラッシャーを通過した二競炭は再洗機

に途られ、此處で主洗機と同様な作業をなt。良

粉炭は直接積込物ヘ硬炭ば拾場ヘ途ると占主洗機

と同様である。二抗崇は其の崇質忙峻じて適當に

利用tるか或ぱ捻てる。

オ、水洗機に必要な水ぱボンづに依垪盾瑞せしめて居

るが、此の水の中には多量の徴粉が含有される。

依つて適當友る沈澱場を設けて水中に含まれた微

粉の回收を行ひ之を利用する。

從つて避淡場に彪、要な主な機、披ιイしては、ベ】レトコンベ

ヤー、パケット1レベ」夕、フk洗機、ボンラ、途風機、スクリーン、

フィーダー、クラッシ卞一等がある。

以上述ベた出淡過程ば趣椴設備、送炭設備共に最も普

遍吟なものに就き誘明したもので、各炭坑の特砕事情に

依り採炭方式、運搬力式、避炭方式等には夫々獨特の方
、、

法があり千差萬別である。

唯崇坑界一般の技訓狛勺趨勢として
型

ア、切勿が1_斬次長壁式士なりつ＼あると上。

之は出來るだけ片磐坑道の徴を減じて其の開染豊

及び維持佐を減少し且つ一個所からの出淡量を堆

加し能李を上げ乙。

イ、切羽、片盤、科力欝並の運搬機主してべ}レトコンベ卞一

を利用すると主。

だは坑道の幅員を狹くして其の開鰄豊及ぴ紲持豊

を減少す乙。鯰途量の瑜加、騒晋無く且つ危険妾

が少い等の莫大な羽ぼよがある。

ウ、避炭場に總括運轉方式を採用するとと。
等は見逃tベからざる問題であらう主想、'、。要は出淡

ゴ

量の埒加、人件豊の飢'約が主目的であつて我々機械鯲造

業者も須く之等の諸黙を良くi忽識し設計颯作tろと主が

肝要であ乙。
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第1章採

1.概 説

抓崇機械として主なるものはドリjレ、ビック及びカッター
である6

ドリルは所謂饗岩機と稱せられ、畴七・石坑道の掘巡用叉

は此岐的硬質の抓淡に使用せられるもので、力所可な乙淡

坑に於ても絶堂抽勺吃、腰のものであ乙。動力に依り本氣式

.1登氣式とあり、叉穿孔方式{て依りtN霊式及ぴ回縛式1こ

匪別され乙。何れも一長一掘あり岩石や石淡の質に依り

適當に避擇すぺきであるが、一般1て本氣式は動力費が六

であり其の取扱が確動式に劣る。併し防爆保安上電氣の

使用を禁じられた場所では勿論本氣式を立、唖占す乙。

コー1レビックは比岐的軟質の採炭に使用するものである

が、叉ドリ1レを使用した蛮破掘の透し及利き落しに使用

するとともある。ドリ1レに比して騒史も洞1し、く我國に於

ては大正未朔頃より使用開姑されたのであるが、現なに

於ては取扱手輕なる黙、獲破掘に併用し,た場合火藥呈の

節約、從來の手掘式に比して採淡呈の碧辺い堆加等の獣

より益々廣く使用されつ、あ乙。砕に瓦蛎炭映爆發の危
ノ

除ある切羽に於て發破イ乍業又は電氣式力邑灸,止せられて居

る所では専らコールeツクが使用される。

コールカッターは別名イ攻淡機とも呼ぱれ現在尤も進歩し,た

大容最の採崇機械であり、炭屡下部を厚さ約120粍喫行

約 1.5~2.0米程唆{て切込みを行'、もので麻史はコールぜヅク

よりも稍々古い。使用の剥期忙於ては殆んど外國品のみ

であつたが昭和七午日立製作所に於てサリバン型の製作を

開姑したのが我國に於ける打罫刀である。發破掘やビック

に此して抓炭能力の優秀なるととは勿論で今後益々多量

に使用されんとする傾向にある。唯ハサミ,硬の多い處に

於ては不適當とされ、叉崇質軟き場所に於ては必すし陥

カッターの立、要は;忠めないと言はれて居乙。塊淡採收率の

、、、、

1

鼻

炭 機

第 2 1司 CLE・6π'1コールカッター外訓.'5】57】

牙

械'

゛'"

、

、'島
工奉

大きい張もカッター使用の一1キ徴であらう。ドリルやビック

に此して軍量が大で取扱が而倒であり叉賠入費の袖H買な

と主は.1ト.むを得ない。

カ'り夕一の県動機ぱ繼動機が多く容艮は 30 乃至 50 '嚇

力である。'測式ぢ棒剛及ぴチェーン剛がある力妊見力使用さ
れて居るものば殆んざチエーン測である。

コー1レカッターは其れ白体に直按式可逆開閉器を装備して

居るものが多,いが、使用頻繁なため別個に可逝式電磁開

閉器を置き之をカヅター作業場所より述郭制御tる力式が

,推奬されてゐる。

2.コールカッターの試イ乍

ア、試作の沿革
、、

鉱山で桜械採淡法の立、聾が認められ機械の埒設がや、
謡になりつ、あつた昭和 10年頃より鉱山用機械の婁町乍

に志したのであるが、牛芋に椴淡機羅於ては在來轟ばか獣

能の良い優秀磊.の出現忙努力して來た。先づ古くから此

の種機械の製作者とし,て知られて居つた米國サリバン赴の

最新型長壁式被崇機 CIE・6 型に就いて此の型の特徴と

する駆動部の機織を研究調盡した。勿論本占.はサリパン赴

の特許であつて此の機俳をそのまX直接抓用する事.は許

され中、依つてとれと同等なる性能を發輝し得.る機幣の

老究に努力を,傾倒中であつた處、偶々六東亜戰争が勃灸

.
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ナるや商工省の指示により敵性國特許使用許可出1顛その

専用菟許綿力爺牛されるに至り早述試竹汁こ着手するとどに

なつた。共の後着々占研究を池め特に時局下材料の避擇
',

及ぴ製作方法に就て考慮し研究力針を硲立し,目下試作中

じある。

六にオ眺幾の性能を爽氾ナれぱ下認の通りである。

^

サリバン靴CI.E^6 型放淡機岨病E夫

ローづフィード餓型長跿式椴炭機JHj

卷胴 上下各1個

卷炯 120mm

ワイードローラ寸,去 太サ 16n1川長サ 24M

フィード ゞ1之六 50ookg 於小3750Rg

、

昭和 18年8 匁 _ーノ

是

菱

纏体移動援り

般炭逸り、

^

i゛

ン

幅化・"ク先端惜D

長(正味切込深サ)

1早(カーつ)

碇回四0゜=蓼スル時ⅢD

カッターチェイン

亡ツクライン吸

ビックホ・りクス

亡・少ク

切削速艇

盆動桜

11 Ⅱ1ξ
fl)

所'

サイクル

極數

刈縛数

馬力

機体寸汰.つヲ含ム)

、

6.5M/nlin

岫プく 0.85M/nlin ゞ1々小(>M/min
(連續雛イヒ)

第N卷第8賊

リ

長

桜休總゛工1

イ、新型裁炭機の試作の目的

從來戰國にて使用されて居乙般炭機の大部分は多段齒

屯式或はラッチ1ツト式により其の躯動途り速慶を加減し

て居るため擶池が複雜であり叉重品が大である、從つて

取拔ひ不便で修繕井の他雛持安が鴬む等の缺琳があろ様

、6 あ・る'。

又透被中堅硬な淡質に遭遇し,た場介に途り速麼を調節

して適當な述唆に塗ヘ乙のであるが、透被巾容易にとの

耿態を前もつて豫知し得ないため往々にして機械に"柾倶

を生ぜしめる場合が多く、それがため、機械の・一部を破

暁す乙に至ろとどが多い、故に機械を安至に且っ能弐珀り
に運轉tるには相常の熟練と經験を雲する打になろ。

然るに口下'諭仕に於て試作研究中の新剛椴炭機に於て

從來の如き齒車のみの渉速に依ら中して齒車と察擦ぱ、

クラ,,チをD畝少に羽リ町した機州Hてより透般中炭質,b硬軟に

知1じて内働的に途り辿安を訟弛↑iす乙縦'造主なつて居る,

即ち切炭部の荷重に延じて叶の摩擦クラ,,チが溺'りを生

ヒ、カッターチ1インが匂】淡して般炭機にか X る荷重が減少

して始め七機械途りがか、るととになる故に機市史部分に

甑旺里が無く、尚途り述変は内働那地おな乙敵'取扱ひが至極

簡即で未熟練Xで'も拝易に使用し得・る能率的の桜械であ

乙。史に木機構を有する壊動部(第3岡參川りはー・見上

て明かな如く蚕、姉簡蹄,であろため、本、機の製作に・蓼する

材料力辻し岐的少量で腕む汎が明膝であろ、靈量に拠ては

在來の同亦量枇即ち多段齒車塗述式の舷炭機に比岐して

杓半分にて足り従つて11辛局柄寳村の財i約の見地より見て

'.

,

60omln

1βoomm

135m,n

0.865~伽min

50H.P.

690mm

305mnl

4,490mm

2250kg

7列

26 個{シンづ}レ児り

26 個

120M/min

」.ー、ー゛";^^
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60 サイクル
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茶する月i"プぐであ乙。

以_E本桜の利謝を榔めて兒るΞ・火山事.か'へる.

1.切淡能率の艮いと上'

2 取扱ひ簡單で未熟紳者でぢ存易に使片r 得ると左

3.維持豊の低鯲なと主。

'1.機械の璽量が輕K坑内連綴の睿易なると、.

5.同容量桜と比岐して資材が少最でがfむとー。

當融は是等の諸利修liに議みて此の優秀鬪序殻悦桃のW

作に志し研究試作に着手した次第である。

ウ、パル己ンづモーしヨン式透裁の利黙

俄淡機で椴切の際は如何な乙力法に依って機体途りを

とてむ一様な速賓の進行を爲さ中、常に問断的に世行t

る毛のな乙事ぱよく1忠められてを乙卓贇であつて、此山

原因は主として透被巾に鑓存する切粉の耿態に依るもの

である、即力被切のため川來た切粉を充分に1蚤き出さす

して機械が途られる11子は、般切i所もカッターチ1イン七ゾ)1{"

に之が溜りビックぱ椴切面に喰入る郭が困苗'主なり共の

切才分が掻出さ心る窪はづづぱ雉行t、ない、從つて纏械本

体も進行出來中父の朋は鄭ら口一づが仲びて機休は停止

1_て居り、やがて切キ分が掻出さるれば力.り夕一e.りクぱ石

炭を切り始め緊張せるフィードローづが卷胴に捲かれる ;:

同時に短縮してビックは急激な乙水DEを受けろと七、な

る。本機に於ては機械自身が此の動作を爲し之れを適鴬

に且つ綏浄に自ら行'、がi牧に口一づに4 カッターチェインに

も急激な荷重を受け乙ととなく、叉か,ターチェインに沸乙

切粉を充分掻き1_{,,きれるE材谷を與ヘるから此の途り力注

は徽切を会理的にむらしめろに有効である。

椴淡機の朋断的機械途りをtる力法主L ては他にラチ

1"式機佛もあ乙が、オq幾の如く摩擦クラッチを介πせ

ι、めて成乙桜轍に依り機械謝紛Xて無理なく行'、ものぱ他

に丕頁たく、・艮れをパルシンづモーションエt透井女も云'、。

、
ノ

等ざⅡ_fバ

r

11,

1牙ξ 機

普通塵擦クヲリチの役割は一時的に溺'りを生ヒて綏漫忙

勧力を傳達するものでとれを連鞁的忙溺・らす機織主して

は使用されないのが削冷被である。從つてオ井幾樅.に1艇用せ

乙如き場合には過熱tる様にも老ヘられる。併しユ仁機を

ポ午使用せる贇際の放部はり見て此の様な心配はなく、

或る特に惡質の潤溺,油を使用1,九場合又は淡質が非常に

堅硬で長時問慈條件にて迎續使用1、たL1介以外は問題な

きと主が娥告されて居ろ'

エ、駆動部機構

ジづ及ぴチエイン部か"ターヘッド部爺動櫨剖二亨の椴挑及
」

び拙迭は從來のもの.樋似1 て居る故'此處では誘明を賀

略して本'戈淡機の最ち牛予la七tろパ}レシンづモーションを起す

顎動部の機織に就て述ベる。

憐休の引述動は駆動部の上側と下側に装備しある口一づ

含胴の同轉に依つて行はれる。動力は鼈動機主財のー一端

に野町寸けてあるモーターeニオンより染動部の減速齒jK郡と

案擦クラッチ機構とを經て上側叉は下側の各卷胴を呼紬す

小。卷胴の回榔ぱ商速七低述の二辿唖に分れ、商速は機

休の移耐ルこ使用せられ低速ぱ透椴作業をする速度であつ

て此の速唆の肌拷鈎屯剛は 0 より 0.85M/min である。然

して此の乱櫛愈は段階的四はなく連續的で上i氾範圍にて仟

ぽなる迎唆が褐・ら央る、尚透徽中卷炯にか Xる荷重の科

塑に應じ適當に而も門側旧Ⅵこ燮速する特微を有する。

次に寸井幾Mの動ソN)博、貯珠雫路乙,兌明すZル(第41岡參

11fl.

遼動桃王棚ばりみ扣1柚力は側1端"Cある小飾翠(M)よ

り減述噛車(1)及び(2)を經て商j虫運轉齒車(3)に

博達される、陶車(1)及ひ、(2)は同一軸に固延され

て居る。商述運軸.齒車(3)は噛訓:な形}吠をして居・り此

の齒車はウォーム(9)内を賀通tる主軌(4)主キーで
凱定漣甜吉才れをしγ常ιこ101抑t乙。井卦畍(4)の・・イ儲は齒
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車(5)を形成し主軸と同速度で回樽tる。減述齒車

(6)及ぴ(フ)は同一連111に固定され、齒車(5)の回

棒動ガは是等の齒車を經て低述運轉齒車(8)に傳懲さ

れろ。此の齒車も常忙回轉する、即ち齒車(3)及ぴ

(8)には篭動主軸の回樽が常に俳懲されて居るが、齒

車(3)より齒車(8)に至る問の減述により齒車(8)

の力が逓かに低速となつて居る。是等歯車の内側は特砕

形駄をなし、此の内側雁はそれぞれ摩擦クラッチカ珠内めら

れ且ウオフム(9)の兩端の支ヘのポー1レベヤリンづ受をも粂

ねて居乙。回轉動力ば上詑の摩擦クラッチの介在により是

等何れかの齒耳はりウオームに傅逹されろ。ウオームとウォ

ーム齒車 aのとは互に喰み合つて回愽を慱動する。

卷胴小齒車 aD の樹1とウオーム齒車 aのの軸とはスづ

ライン軸刷リ告であつて是等は數個の爪形片よりなるクラ.,

チが齒車 al)の軸満に食込むととにょり逹結され動力

を傅途する。卷胴小齒車の回郷は卷胴内側に切られた内

部齒車に傅はり卷胴を運轉すろ。

把手 a2)は制御軸 a3)の調馳装置で此の内側はネ

ゞ仕掛・けとなつてをり、その廻し眞合により制御軸ば右

力叉は左力に移動する、制御軸の左端は(D 黙をだ黙

とt乙商速運熱ヨーク(18)占述宗吉す、此のヨークのー

端(J)は歯車(3)の内側の摩擦盤を座ナる按觸駄に

なつて居'る。

制御軸の右端には此の軸上に支黙(C)を有するレバー

a5)が取付けられて居乙。レパーの一端は押様 a4)に

叉他端ば連結棒 a6)に占それぞれ逹結されて居る。制

御軸の左右移劉ルこよりレパー a5)の支獣(C)もとれし

共に移動tるので連結搾16が左右に焚位し(F)黙を支

鮴凸して低述麺轉ヨーク a乃を作動せしめて齒車(8)

の内側の摩擦盤を作用せしめる。

摩擦クラ,,チ(2の及ぴ(19)は各數枚の飢郡賊催を軍ね

合せた構造であつて、是等岡盤は外軸測主内軸型を友互

に重ねたもので、ウオーム軸(9)の各南端が内剌ⅢⅢ撲を

叉齒車(3)及ぴ(8)の内側が外軸園縦を保持tろ。

a Ⅱ、11jqi}11i,1(4)JI},ノ'、、

訟搾討巴手 a2)をプfに廻せぱそのネチ装置にょり制御

軸 a3)は右の力に移動して共の先端に述結せられた高

速ヨークく18)の作用蹴(H)は右に引かれる。他の作用

勵(J)ば商速齒車(3)内にあ乙摩擦クラ.ゾチ(2のを

應してとれを作動せしぬ動力をウォーム四)に縛,逹すろ。

之れよりウォーム齒車 0のを回轉して歯車 aD を經て

卷胴の回抑占なろ。此の場合制御軸のお力移列ル共に饗

速ヨークの作用駄(e)がヨーク a5)を右力に動小し、

一方速結様(16)の移動により低速ヨークa7)の作用貼

(E)も右力に引かれろ。とのヨークの他の作用貼(G)

は左力に動小され乙ので低迹齒車(8)内の摩擦クラ."ヲ

a9)は弛み低速回轉の動力傳逑を不能ならしめろ。

b 低速運捧の場合(透般作業)

把手 a2)を右廻しすれぱそのネ子にょ小制御軸(13)

が左力に移動ナる。との際高速ヨーク(18)は制御軸の左
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方移動に依り商速齒車(3)内の塵擦クラ'"(2のが弛

められる、一方低速ヨーク(17)の作用黙(E)は連結捧

a6)に抑されてその作用黙(G)は低速齒車(8)内に

納められた喫擦クラ.,チ(19)を墜して低述齒車とウォーム

(9)とを連結する。

低述歯車(8)の右側面にはカム面(A)が形成され

て居つて齒車と共に回軸する。今把手 a2)を更に右廻

しすれぱ制御軸 a3)は一屡左力に動小され此の軸上に

支黙を有するレパー a5)は左行しとれがため抑,俸(14)

ぱ上記カム面を墜す、低速齒車(8)の回轉ぱカム面の

凹凸により抑棒を左右往復運動せしめ乙。との趣動がレ

バー(15)連結棒(16)低速ヨーク(17)へと俳達されと

の作動により前詑麻擦艦は爪せられ或は弛みを生中る。

即ちヨークa7)の(G)作用勵がP香擦盤を墜した時に動

力は俳懲され、弛んだ時には1丹りを生じて遊ぴとな乙。

斯様にして動力はΠ打断的に傅達されろ、尚弛み即ち摩

擦盤の遊びの時問は把手 a2)の締めプル咸にょり調節'さ
.

れる。ウォーム(9)に傅懲された回轉動力ぱ高速趣轉と

同じ經路を通じて卷炯を回轉すろととは前記主至く同じ

であ乙。

オ新型裁炭機の諸問題

材質酌問題

オミ桜駆動部の桜惜.を一見すれぱ明な如く玉極簡單であ

る。併し乍ら各部分の配置は巧妙を極め鞭火の機能を發

押し得.ろ様に設部してあろ。即ち機幟の占める場所ぱ最

小で而も共の性能は殿大である。從つて粂量は輕K取扱

ひ容易なろ利獣がある、之等の條件を浦足すろには先づ

各部分の材才斗を充分研究して設汁に當らなけれぱならな

い。適常なる村料を避擇して最大にとの材オ斗を利用tろ

と主が大切である。とれを換言すれぱ機州'の大部分ぱ特

殊鯛の良い心y霞を利用すると主である。現に本見本品を

1琳荏したろ結果齒車軸摩擦盤等は總て N-cr 鍋叉は

Ni-cr-V姻を孫用してをり何れも特別なろ凱處理_を施し

て弧座上麻粍の畍を充分に誘慮して居る。然しながら艮

下の勝勢上此の様な高級材刈を得・ろ事は至極困難である

弧は改めて.忍tろ迄もなく、是等を適常な乙材'料でイt用

すろ心、唖があ乙。

現在殖々の材ネ、肋ゞ俗に代用特砥鋼どして、市販に出され

て居るが、巾には1牛質が明膝で無いもの或は判明しない

ものが多々ある。叉一・一部の性質が解つて居つても之れを

特砕用途に使用する・1号合には特に研究を要tるものが多

い。此の事寳に鑑み當赴でぱ目下材料の研究に汝頭し居

り至桜擶を軍部寺下の材料にて少來る様に維めてをろ。
工作上の諸問題

前述の如く桜幣の配置及ぴ各部分の削・造等が良く肴慮

されてをり最小の場所内に是れを納める開係上、特殊加

工法を要tる部分が多く特に傅動齒車は總て修正型にし

て限られた寸法に製作tろ様にし、叉是等を取イ寸けろ軸

受は特に精密に加工す乙事が肝要であ乙。齒車自体も或

乙ものは之れを内外共に加工して、其の中に或は外に別

優



個の機隣を設けろ等特に加工が複雜である。重要部分の

總ては特殊治具、叉は取付け具を利用して加工する様工

作技術の研究に努力して居る次鋪である。

3.コールカッター用開閉器

コールか,ターに使用され乙可逆式電磁開閉器凾はその使

用場所が坑内で最も條件の惡い切洞であ乙爲、叢重な防

爆型とし飢暴且頻繁なる孫作に耐える勿K電氣的機械的

に頑丈で、操作容男ハ働作硫寳、趣搬上極めて便利な織

造であ乙事が要求される。コールカッターが移動1生なる爲操

作方法は遠力操作とし操作開閉器にょり開閉を行'、方式

が便利で、導線引込言似まづラリづにするととが望ましい。

保護装置としてば低遜墜及過負、荷保護を辿、要とす,ろ。

當赴隠染 EX-14R 電磁開閉器は 50.馬カコール・カッター

用に使用tるもので、外凾は厚き鋼板を熔接し頑丈なる

織造とし、蓋との按合部分をフラン¥式とした耐唖防爆測

で趣扮吋居付に便利なる如く橇台付として居る。内部取付

器旦は可逆電磁按觸器、熱動過負荷繼電器、,ト型饗壁器

操作繊電器等で導線引込部分はララ.,づ式とし操イ乍龍孤は

20V を標準として居る。

電磁接觸器ぱ惚i鴛 FN・155 型で・60OV 150A の定格

第Π章 探 ,.

i

ぢχ

を有し強力なデアイオン消弧装置を有する爲接觸部分の壽

命が長い、常規電璽の 85~110%で完全に作動し 50%

附近に低下すると開路する、2 個の電磁接觸器は互ひに

桜械的、電氣的にインター0."クされて鳥り同時に閉路す

る事はな仏。

過負荷保護として熱動過負荷機電器と特勇央堕流器とを

組合せて使用して居る、そのりセ.り卜は外部に設けた押釦

にょり行'、。(本鞭電器及ぴ操作開閉器の詳細は第Ⅲ章、

5 項參照)

械

闇...冒置..制....冒........冒........圖卑.冒....冒..............冒冒.....,.冒.,....冒....凶......................、.......明.軍.........ー゛.....明.........

.

.

「^鄭

235

麦ハンマ

ハンマースクリーンは鉱山に於て各征命島石の飾別をな

tに使用するもので、交流電磁石と礎條の聯動作用

ノにより金網に電磁的振動を與ヘ飾別の目的を達tろ

ものである。其の特徴は下記の通り

1.高速度の上下運動の爲め大粒の材料は上謄に

小粒のもの程下暦に移耐H<迅迹な箭別が行

はれる。

2.振幅及ぴ金網の傾科が犲邪Hて應じて自由に訟

色祝"來る。 1ぎヨ

3..擶造が簡單で運轉に熟練を聾しない。

4.動力の消変量が僅少である。

5.金網の野"奥ヘが簡單で張力は適當に瓢地お出來

0) C

6.運轉に際し至然汎羽骨油を雲ル、ない'

+」
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小型愛厭器
操作鰕砥器
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VS11型ハンマースクリーン
開放測(キ合鑛口附)

フ.材料は草乞性 4耕性・1恬肪性・1古ナ苫1生のもの何

れも取扱ふととが出來る。

本纏は鋼員 30 粍程度より 80 メ,,シュ或は 100 メ

ツシ1 の如き微細なものに至る迄座河製劇に使用し得

るもので、釧沖・製鋼所或は化學工場等に於て各種

鉱石及共他の材料の箭別をなtに最も適して居る。
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1.概

切勿及片盤運搬の特異性は共の場所力珂ド常に狹駐な爲

徹疲的な運搬設備を設け鄭いと主で、換言すれぱ切濶及

片盤坑道を可及的狹くし',て共の掘染豊及雛持喪を減少せ

しめ乙とと力絲些營上吃、婆であ0て、共のため運搬設備か

多少牛券挫にされ乙と主は_止むを得ない。

切羽運搬桜の現?使用されて居乙キなも山忙次の諸力

式がある。

ア樋式の自然流下する力式

イ,樋水流式

ウセーカーコンベヤー(1轟動式)

エチエーンコンベ卞一

オベルトコンベ卞一

之等の諸方式の逃擇は制勿西の肱況主として其の伯創

がーつの暫素に撃げら東るが、一般に切羽運搬桜の・必、喫

條件とされるものは

.杉設作業尓商單容易に行はれると¥
1〕建設安、縦持費の少いとと

C1石淡の裁込が容易で逓搬能力大なると
d 成乙ベく淡昭の飛散ゆ迂と 主

等であらう。

(ア)の樋式自然流化式は述搬桜液之刷し鄭山功、も知汎

ぬが、之は切羽面が石炭の自熱流、下に適當な傾科を有す

1るぢ卜合に用ひられるもの故竹涯的ではない。

(イ)の樋水流式はトラフ上に薪ウkを利用して石淡を1111

1流す力式で之も一定以上y、X頃斜を必藝だし、且切勿内に

冰の引.込設儲危嗹する爲一般に行は爪ない。フk流式は炭

吹の秒・散防,止に對して効果的であるが、石淡電量堆加の

缺勤がある。」ゴ氾(ア)(イ)方式は建設安少く侈設簡單、

なとたは申す迄もない。

(ウ)のセーカーコンベ卞一はトラつを'定の周期を以て加

後に子セ夜運動せしめ忙Π生を利井}1 て順六石炭を落下せし

める力式で、切,李靈搬機械主しては古くから盛んに使用

せられて居たが爾染のため枇械的に損傷の多いと上、騒

晋大なると主、炭麻の独散大な乙と主及ぴ移設に時闇を

便,、ると.等の諾缺川あるため近來;斬・火チ1ーンコンベ卞一

に駆逐され乙傾向にある。

(エ)のチ1ーンコンベ卞一は現?鱸も1散く抓削せられて居

る力式'6、宅血中にヲ1ーン'を通[_之を循瑞t"て徐途するも

ので、3玉轉中騒・晋1熊く從イ)て淡哩の,甕牛オ;少い。愉1造簡

即.で侈'没が容易で、建設讐、刷射寺豊が此岐的少い等の特

皐没を有し、てj;むる。チエーンコンベ卞一のn隹・・・'の;吠旦リiは樋力ξ直
'

帛泉であるべきと主の・・イ傑{牛'C、克孔IF盤に1町凸又傾斜の

え発急があり或は棚力沌迂冊して居る様な場合には荘だしく

喩途効県を減少し、場介に依つては使用不能であ乙。チ

1ーンコンベヤーの楡迭速麿は僅分25 乃系30米位であ乙。

(オ)ベルトコンペヤー

第口章 切勿及片盤運搬
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第 1 岡コンベ卞一を設;難せるW羽内断爾制の一例

現今最心逃歩せる近代酌方式であつて騒晋なく父炭篦

の發生が少いととはチ1ーンコンベヤーの場合と同様である

が向其他に輸途量大なると占、下盤の凹凸又は傾斜の綏

急の場介にも何等並支なく且つ上り勾配の輸途に對して

も可能であ乙等幾多の特徴を有して居ろが、叉一力建設

艘畝に継持安大な乙と占、移設に時問を蓼するととの大

きな缺黙もある。蓼tるにベ1レトコンベ卞一は技術的には最

新式な乙が經が池勺の問題で末だ一般に廣く普及し、て居な

いと見乙のが至常であらう。ベルトコンベヤーのj塑座も切牙万

の耿況に依り色々研究されて居乙が、毎分50乃至印米

位が適常と思、'ーベルトを使用す乙場合には切勿を成可

く長壁式にし叉色々の黙を老慮して極力抓炭量を多くし

なけれぱ、・切角の楡途量大た乙ととの特後を殺してしま

'、ととにな乙。

次に各極コンベヤー躯動用原動機に就て一育する。古く

ば室氣式が多く砕{こシエーカーコンベヤーの硬述當時は殆んど

室氣式であつたが、其後本氣式の排寸捲率たろとと及ぴ防

爆遜氣櫨器の發建のため最近は殆んど堆動式になりつ＼

あ乙様であ乙が、特に切羽に於t メタン瓦斯發生危儉性

大な乙箇所には室氣式に依つてゐ乙。

遜重力機の種類主してはシエーカー及びチエーンコンベ卞一翊

ぱ殆んど減速靴動機であり、ベ1レトコンベヤー用は減速電動

桜も勿論使用され乙が最近特に此の月的に製作したづー

リーモートルが据付リ師斤及移設の駄から断然有利であらう。

管制奘置主しては澀度繼電器附電磁開閉器が専ら使朋

辻ら東、之にぱ直按及ぴ遠隔操作の兩式があろ。普通前
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者で差支ないが、開閉器を片盤内に設置し遠隔操作に依

る場合には後者を使用tる。

切羽用電氣品は何れも最高級の嚴重なる防爆装置を必

藝占するととは言ふ迄ちな込が、此處に特に注意tベき

と占はづラッづの亜、不要の問題であ乙。切羽コンベヤーは

歩頁々として移設を行'、ため外部ケーづル左の接續もララ.りづ

式にすれぱ非常に便利であるととは勿論であるが、貴際

問題としてはづラッづの使用は未だ井遍日り、ξない。此の原

因は其の構逃上頻繁観暴な取扱に對して充分安至隆を有

tるララ・りづの製作が困難であつたと上と、使用名側に於

ても其の便宜1生に繊り過ぎて通遜耿態に於て酷使する結

果故障カサ令加したとと等が擧げられ乙。從って現今に於

てはづラ・,の有利性ぱJ忽めつXも止むを得中磁實安全な

るケーづ}レヘ・"ド叉は其他の方法に依つて居る寶倩であろ。

併し乍ら風下磁俄製造協介に於てララ.,づの互換,1生を有す

る至國的標準型を鏡意立築中に就き、何れ近き機會にづ

ラッづの普及も・一段と廣められ埒産の一役を買'、とと、

信ホる。

片盤運搬桜主して現令使用される宝なるものに次の方

式がある。
、

アテールローつ卷機

イ逆轉 1ンドレス卷機 貞

ウベルトコンベヤー

上記の中(ア)及ぴ(イ)は炭!期玉搬を對'1難としたもの

で(ウ)は至然淡車を使用しない方式であつてベ1レトコンベ

ヤーの特質に就ては切羽の場合と殆ん占同様なるため此

處には省略tるが、之は近代的設僻ルして共の有利 1生

を認められ殊に片盤に於ては釖羽の場合に於けるが如く

頻々たる移動性を嬰求せられないため今後盆え并及すべ

きものと想、はれる。(ア)及ぴ(イ)に對しては其の特別

な坑内向排逃より所調小型卷上機が至面的に採用されて

居る。小型卷上桜に蹄_胴及複胴の2種類あり片盤運搬装

置としての立場から夫々の長短を衷示tれぱ次の如くな

る。

、

曼

@・

第 1Ⅱ章 切羽及片盤巡搬

/^

片盤坑道は一般に狹畷なため殆んど單線路であるとと

は前にも述ベたが、單胴では一般に逆轉はせる必要があ

り之は電氣的には面白尓らぬととで、(複胴テールローづ式

(てすれぱ逆轉の必要のないとと勿論であ名)坑道の廣さ

と非可逝翅熱珂)牛キ徴との兩者を老ヘ合せて片盤坑道軌條

を3線式にした賢例もありー・考すべき債伯あるものと姪、

はれる。之は寳崇車、室崇車を同時に運抑するととは不

可能であるが、井通の復鋤湿各に比して坑道幅狹く且つ非

可逆式膚働運鄭可能なる特後を有しでゐる。
尚一般的ではあるが片盤坑道は水平抗道であり、假り

に傾斜があつても極く僅かな爲制動装置は不要である。

片盤坑道小型卷上機ば直入式籠型電彭触なると占は勿

論であ乙が、之に使用t乙開閉器は切勿コムベヤーの場合

占同様の勉磁開閉器で,あり其の特異性主して

ア可逆式が多.い

イ遠隔操作自働運轉主する

ウづラッづ不用

等が号1げられ乙。向遠隔孫作のため忙別に押釦を必要と

し叉操作回路の電座降下に對しても作動完至な特別の繼

電器を立、葬.tろ。

2.威速電動機

一般に誘導電動機は低速のもの程大型となり特性殊忙

力李は極端{て低下して行くものである。然るに普通動力

用に使用され乙 50 馬力程吹までの小型のものにあつて

は低速運刺佐要すろ事が多いため、從来低速運轉を必要

主すろ場合ぱ調帶傳導に依乙か又は減速機とを聯結子に

-550657
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嫌式.'禦 li1叉畩道延長工VシヨVI0・ラ長1 操作伶サ1白働
複胴式,不適不要 1制限あり不騨 1坑道の1煩雜ゾC1 難' 1 ".炎;,i あ'六 13倍l iに一C 覗lf
單胴式'適要 11削限たし.斐 12倍飾單小 P

之より明かな様に單胴式の力力防蚤かに有利である。單

胴卷上機の使用注は傾科坑道に於け乙如くクラ,りチ及ひh制
"一

動の兩把手を使用して専騎運轉者が直按制御を行'、方法

、あるが、現今一般に片盤に於ては卷胴をー一部改良して

之を自似運轉化して坑道の蓼所"々々に制御釦を置き桴取

が直接血正縛、逝抑、停止を行'、處の通稱自動式逆轉工
ンドレス式が非常に多い。

複胴卷上桜の使用法は大抵の場介之を(ア)のテー1レ0

ーづ式占tるものであるが、上表の如き色々の缺駄あ乙

ため現存では餘り廣く使用されて居な山.

Ⅱ

染 3 岡

從來の減純機と減翹t心動機の捌付而枯の比城

誠連

'

、

ノ

第 2 岡
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15勝力30回軌/鉦分確動減迹機
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依り共通台床上で直結して所要の回轉数を得・ろ方法があ

るが之等は場所及ぴ据付に度大な面祐を蓼し且不經辨と

なろ。(第3 圖參、畷り

炭確纏山に使用される機器の總ては其の据付場所が非

常に軍大税きれ殊に切勿片盤の様な狹隣な場所に設置す

るものは据付不可能な乙場合が生じない上も限らない。

叉切羽1て使用する桜器は慶々移設を製するので其の運

搬が困捌泛なり堆迷計課に支障を來たす県因どもなる。

減速電動桜は此等の短所を補ひ、烈N高速繼動機の優秀

な特性を以て低述運轉をtろ様坑山向を主鵬一して計俳

されたものであ乙。

造ア、構

オ雌は第4圖に示t様に二つの都分に大別され乙。即

ち電動機部分及び齒中部分に分け共の拙造ぱ至松第百單で

ニル女分解も容易に行ぶと主が出來る。電動朧ぱ桑閉外扇

捌,交流モ納誘導隠動機で二重徳川打可榔子を使用し起動回

縛力は 200%以上起動確流は 500%以下にな乙符讃斐計

し多量の瓦斯が發坐するぢ舮斤に使剛tるΞも煤發の危険

を懸念t乙吃、腰はない。

齒*は齒車懲内に納め水滴や喫峡力珠副汁に入らぬ様務

閉し又齒卓飽と齒中佳蓋上の合せ'Πを油鞘にtろたb"
J

署1なろ仕_上を硫行して居乙ので油波れのC、配はない。

電動機外粋、齒屯筵及び齒車tを蓋は商級僻井恕でて製作

し、凡サ品喫は充分た乙安,谷唆を保オ1_,めて居乙ため落樽

、

昭不11 18

、
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第7岡 1三殊拙造第6圖"通の橋逃
ノ

爆發叉は観暴な乙取扱ひにも破損tるととはない。

減速鼈動機の齒車装置に終ては可及的小さく繰める立、

聾上第一齒車は1"来る丈徑を小さく設計しなけれぱ回轉

比の開係で他齒車の徑もし、然的に大主なり1新車部分が大

きくな乙ととは常梨W)と主である。一般に曲車を電動機

勧に取付けろ力法は第6圖忙示す様な織逃であつて電動

機軸には振りモーメント岫げモーメントが同時に作用するの

で樹1經が大となり且、齒"尊坐も大きく設計しなけれぱな

らないが、本機は第7圖に示す様な拙造上して居る。即

ち電動纏剌1には振りモーメントのみを作用せしめ曲げモー

メントは齒車にか、る様な俳逃にし,て居るため、第一齒

中の徑を小さくし從つて齒車部分を極力小さくすると占

が出來た。又此の征機織では齒車楚内の油力醗旦動機内部

に疫入し才登動椴故障の畷囲主なると主力新上々あろ故、牛〒

に此の黙に注意し充分なる防止策を講ホる上共に細、立分

解をも界易たらしむると主を、蓼t乙。ヌ仁機に終ては常赴

"案になる油切を使用し,て居るがそび>効果は顯著であ

ろ。

端・f鐙織匙は第8岡に示す如ぐ'動.機内部と端子筐占

山隔壁には端子絶繰を粂ねて温塵叉は洪氣の影響に依り

迷質しないマイカ」レタ・恢を端子筐休と共に外枠に固着密閉

し、更に同質のフイカルタ板を璽ね合せ三本の端子粂用の

ポ1レトに依崎制寸けポ】レトの・一端はケーづ1レ按續子として

確煉よりの引込線を締付按介し、他端胆Pち捻子の剖扮＼は

_1甲ナットを附しーイ固は隔壁に取付用上し他は固定子引

出紗が儲子を締付按合し、尚二重ナットの闇にはクリムラワ'りシ
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を凱暴に引張つても端子按合部には介二羽影轡及ぽす乏.

はない。向締付螺栓口は卵ルU伏をし.て居るため千ヤづタイ
卞ーケーづルが急角女に曲げられないM造になつて居る。

1削f鐙休及び端子鼈糖は艮贊の僻絶笈製とし其の合せ目及

び其の他は防鴻誹"逃上しーて居ると上は勿論であろ。

イ、齒 車

減速確動1趨b生命が齒皐に'右せらろととは語を俟た

なW處であつて、纏秀な齒印V)製作は齒埠」の避定、材贊

の良否、力lfCゾXg劣、啄處理の如何によ咲夬せられ乙と

主亦明である。醐剛にはフ工0ースタづティースへり力1レギャーを

抓用して居るので、噛合せが岡溺'で喋音や振弱功ミなく能

*が極めて長好であり、且叉充分な蝿度を保たせて居る

故如何なる術染荷亜,にも充分耐ヘるととが鵬來る。第10

岡は 10'1,長力減速竃重力.機の能李曲絲である(齒車能率は

機械部分至体の能李を示す)

f 、・ i巡

》・

0,

」ー^

荊*

卞及ぴパネ座金を挿入して接觸を艮好ならしめ、又弛み

を防、止し電機的に完至な1付造主して居る。

揣子鮭の外部引込線は千ヤづタイ卞ーケーづ1レを使用するを

霪前として引込口は千ヤづタイヤーケーづルに合せ筵体と締付
宅

蝶桂との問忙はバツ千ンづを施し外削はりの唖峡叉は洪氣
,

四浸入を防ぎ、叉端子笹内部に於て引込線を締付金を以

て端子筐体に袈固に保持させて居るため外部より引込線
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剛式投定合格維第 N 圖

第一第三齒車には肌焼ニッケルクロームを齒切後溶炭燒入

研磨仕上を施し第二第四齒車には高淡素'胴を適當の硬度

に熱處理して齒切し張度雄に對唖畔利牛の埒大を岡り以て

永年の使片"て耐ヘしめて居ろ。

ウ、防爆試驗

本鼈動機ぱ坑内に於て主占して瓦斯力吋佳も多い切勿の

コンベ卞一鼈動機として使用されて居るので、共の構造に

於ても完至な防爆擶匙として充分な乙誘慮を拂つて設計

もし叉贇際に試驗も方邑行して防爆の完全を期せねぱなら

ぬ。上記の理由に依つて鴬所に於ては第U圖及ぴ築 12

圖に示す如き試驗共置に依り、防爆試驗を施行し第13圖

の如き試驗祀嫁を得て製品の安至ルを確認する事が出来

た次第である。

尚最近供試遍.を商工賓爆發豫防試驗所忙提出して防爆

試驗を施行し下記の如く型式檢定合格鐙を得寄々一般よ

り共の安至性を認られるに至つた。

防爆剛減速鼈列桜 GM・5・WX 直檢第141競GM-フ.5・WXガ

GM・10人VX
直検第巧1糖GM-15・WX

防爆型減速鼈卿眺 GM-20-WX 直検第142粧GM-25-WXノノ

GM-30-WX
直檢第238競GM-35-、VX
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''

、

'
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オく機の軸受は至部球入軸受を使用し遮動機無負荷側は
ノ

普通電動機と同様づりース潤附上して居乙が、他の球入軸

受及び齒車の潤滑は飛抹式潤滑法を抓樹して居乙。此の

方法は至極簡單で良好な緒卵仂新号'られ且特砕な設備を・懐

しないので"ぱ古が非常に簡單占なる。'即ち齒耳玖窟の底部

忙油を湛ヘ一部を油に浸し禽即ΥX回轉に依り油力奇發上げ

られ其の飛沫は他の齒車及び軸受に直接か、り叉は軸受

箱内に流れ込み完至なる潤溺'力新丁はれるのである。此の

場合注意しなけれぱならな加のぱ齒耳i箱内の油量であつ

て油が多けれぱ潤滑は充分行われるが、齒車が油を・排除

するためにて動力の損失を起し油の澀度が上呉・すろ虜れ

があるから齒車箱には適常の油量になる様油面計を附し

て居る。本油面計は特砕の構造として居るため禽車の回'

郷に依り油が掻回わされて心共の油面の位置が見難い様

なと占なく、,叉坑内の如く晤い場所に終ても油面が明瞭
、

忙見得.ろ様にして居乙。

、

切羽に於けるチエンコンベヤー用

15 鰐力i或速IE動"塗七550742

、

第 16 圖フヰーダーの工づ0ンコンペヤー用
20.瑪力減速篭動機 35507和

齒_屯の潤附は陛能壽命に多大の影響を及ぱtものであ

る。設計ヱ作材料が優秀であつても先至なる潤附が行は

れなけれぱ所期の目的は逹せられない。

齒_東の噛合は溺・り接觸が行はれるものであるから、齒

の麻手モを完蚕に無く tる事は不可能であるが、潤滑油に

依り之を減少させねぱならぬ。齒の潤滑を先至ならしめ

るためには齒面に薄い油膜が形成されて之が破れ乙と.

になく回轉するを藝す乙のであろが、齒卓の耶位座力は

比岐的大であるから粘度の低い油を使用tろ主油膜ぱ破

襲され齒面は無媒接觸をなし損傷を受け磨耗を生じると

モになろ。併し餘り枯唆が高い油を使用すれぱ内割辨ξ抗

が大とな小動力の損失となる小ら潤心油の避定は其の粘

喫に依り次定ι"なけれぱならぬ。

オ、用

減述繼動機の使用範幽は低述_運榔、を契するあらゆ乙機

械の原動機として使用さ肌て居るが釖羽片權に於ては主

七してチェーンコンベヤー、ベルトコンベヤー、エンドレスの原動機占

!_て大に活躍して居る、第15,161岡は井の使用例を,示す

^
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ベjレトコンベヤー用原動機としては、從來より篭重力機及ぴ

減速鷺列椴の回轉數を齒車粧置、調車或は、鎖車によ、リ

減速し、コンベヤーのへッドラーリーを運轉tる形式を上つて
居たので、常然經普は鴬み、床面菰は埒大tろ等の不利
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錦 ln 章

ヘ

切羽及片

第 17 圖 ラーリーモートル" 52282

Q

も問題を起し易い端子箱の構造には前節並に六節と同様

の方法により萬至を期して居る。

向最近當所標準型の一部に對して、供試品を商工告直

方石炭坑爆硬豫防試驗所に提出し、防爆試驗の施行を受

けて下詑に示す如く型式檢定合格證を得た。他の容量の

ものに對しても目下受験準備中である。

BM-フり, X聾!
防爆型づーリ゛モートル 直檢第242挑BM- 10X型

防爆型づーリーモーNレ BM-15X型直檢第177琥

上祀防爆檢定品を使用tるに就ての使用條件は前色徹て

記戴したものと同一ーである。

一般に此の種解迭の機器に於ては、萬・一電動機其他に

故障を生じた場合修理、黙檢を迅速に行ふ爲解体が容易

なる事が要望されるのである。此の黙本機は第 19 圖に

示t如く電動機として單獨に組立たものを調車支持体の

内部に挿入して取付ける特殊考築になる織逝を採用して

居るので、本体は運轉状態の儘電動椴のみ簡單に引出し

保修し得る大なる特徴を有して居り、他の桜械各部にあ

つても分解、組立には充分注意して設計製作して居る。

叉往々齒車箱内の油が電膨戯内部に浸入し、繩縁を筈

し焼損の原因古もなるのであるが、此の黙に開しても特

殊の油切りを使用し、油が羅對に電膨炭側に浸入しない

織造となつて居る。

調車支持体の一端には取付足を設けて之を台床に頑丈

に締付け、他端は調車軸受で支持され、電動機の回轉は

三段減速齒車装置を介して調車を運轉する桜織である。

齒車装置ぱ支持体のW溜]された油樽内に納め、絶對に

塵峡や水滴が入らぬ様になつて居り、齒車は油愽内で廻

轉し自個旧勺に注油を行つて居乙。

向油槽内の油面は支持体の脚部に設けた油面計まで油

を誘尊し、外部からの黙檢に便ならしめ且油の補給、勤

出は支持体に錺込んだ注油管、排油管を油袖内に連絡さ

せて居乙ので外部から簡單に取扱'、事が出來乙。

電動桜じ齒車装置には凡て商殺ポール・ベアリンづを使乕

し、調車には筒軸受を使用して何れも自個旧勺に給油が行

はれろ構匙となつて居る。

齒車の齒形にはスタッづチース、へりカルギヤーを採用して居'

るので精窟な工作、組立と相俟つて噛合せが圓溺,で1県昔

や振動たく月.能率は趣めて大である。齒車材.して窮旦齒

巡搬

第 18 圖づーリーモート」レキ砥造圖

益を生じて居たのであるが、とれは恰好の原膨枇が手近

に求められなかつた弓Uて起因する占想、はれる。

當靴づーリーモート1レは此の黙に鑑み、ベルドコンベ卞一の原

動機として特に考築製作したもので、原動機、齒車装置

及ぴへッド・づーリーを輝然一・休に融会し、使用材質並に床

面裁を極慶に切詰めた理想的なベルト・コンベ卞一用凍動機

.稱する事が出來る。

ア、構 造

オ岐は第 18 圖.に示t様{て遮動機及び齒中装置は凡て

郁1車内部に收め全体を非常に小到に纒めて居る。

電動機は至閉外扇型交流三相誘導電哩峨で、回轉子に

'は二重籠型を採用し、起動回轉力200%以上に設計して

居るので、コンベヤーの最惡起動條件に對しても起動に何

等不安はない。特に切羽、片盤の如く帳蒔更陛瓦斯の霞生

する場所に使用される開係上耐駆防爆構造とし、就中最

くユニ》

会、
ー・一超ヨー・

15

241

、第 20 鬪づーリーモートル
(電磁づレーキ1部D 丑55船20
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242

車には炭素鋼を適當の硬麼に熱處理したものを用ひ、子

齒耳Uてぱ肌燒:,ケ1レ・クローム鋼を使用し齒切り後溶炭燒

人を行ひ且研麼仕上を施して居乙ので、張度帳に耐磨耗

性は大であ乙。

尚コシベ卞一装置を傾斜に使用の場会は、第 20 樹に尓

t如く鼈動機西城樹て1髭磁づレー千を取イ寸け、停、止時崔三電に

依乙逆軸1防_止して居乙。 J

イ、特
゛一

rD 電動機及び齒車装置を遡、卓の内剖Ⅱこ納めて居乙

ので之を其の儘へッド・ラーリー主して使用tろ粥

が出來ろ。

(2)ノ」四型、輕量で据付面禎が少くてがiみ、從つて狭
'生一'

畷な場所ヘの蓮搬移設が容易に行はれる。

(3)俺動機は二重籠型回樽子を採用して居るの'ξ、

起動回轉力は大きく起動鼈流は小である。_

f4)電動機ぱ單湘Ⅲて釧立られ挿入式となつて居るか

ら、萬一鼈動機に故障を生じて右木休は其の繊

で磁動機のみ取出す京が出來る。

(5)運轉装置は榔K簡蹄.で、特寸乍には."川の注意を

唖しない。

(6)ベ1レトの捌け外しか簡單に出來乙。

(フ)鼈力の治賀量少なく經焼的である。

(8) j辿諏岡沸・で晋轡及ぴ震動がない。

(9)織迭が簡單.であろから分解、純立が容易である

ウ、容 量

ベ】レト・コンベ卞一の孫削に當り、その計']"忙は飯重を製

tろのであるが、火休六の如き順序、觀黙のも占に行は

れる。a山輪途物の大さから適當なベ1レト幅を述定し、宏

に輸途物の性質、大きさ、ペjレトの幅、コンベ卞一の機長、

傾科角度等を労慮じ適切なベ1レト述麿を決宏すろ。然し

昭和 18年8 打

蹄、加1小IU卷上機丑51717

ι二 辻

、、

^

て柚型キャリャー或は千・型牛加」卞一抓用の決定により輪途

鐙及びペjレト述安尓らベ1レト幅の次定が出來る。斯くし

てベ1レト速吹、0価が决定さ五る主コンベヤー剛原重城の駆

動馬力の計'算をイテβ一

以上の如くべ」レト速愛、幅は各価の條件に於も適する

様に嵐重に次定されねぱならないが、普通石淡轍途の場

合ペ1レト述蜜は 50 米乃至 180 米飢分、ベ1レト幅は 300

托乃至 1200 杠の朋で避擇される。

叉塘動.1.与力、有劇野長力零功、ら適釖な妓大張力を定める

と、ベ1レト幅、帆布の安至弼、慶からべ}レトの布層数が決定

される。布hf數が決ま乙とへッド・づーリー及ぴ各づーリー、

の直徑は、ベルトに誘發する内部愈力を出來乙丈少く Lノ

その簿命を長く保ちたい占云'、要求と反面經洗上、設計

_にの見地占力丁ら向ら一定の基凖のも上に定め乙事が出來

、) 0

鴬j比饗づ一bEート1レの.鳴力、調車祥、調車幅の"棚系は

以上の幅藤す乙名、征條件に窒1し嫉靈檢討の上決定せるも

のであるが、伺切U化寸法外の如何なる調車徑、調車幅の

ものも製作可能で、然かもとれには本機主藝織逃都分に

fi乎芋塗更を加ヘ乙と主なく、單に調車及ぴ一部の部分磊.

の換装により極めて簡單に取行ひ得るし且叉ベ1レト述度

は齒車裴置の減述此を奨ヘ乙と主により、希望逓りの調

車[可叫姐Jベ1レト述吹に地1じ得.乙様に計鄭÷して居乙。
'1 、↓' r.1、",.^リ丁.^

第21岡汲ぴ昭表に示す容最、主唖寸法け常社製づーリ

モートルのー{禁準であ乙'

4.小型卷上機

小型運搬力式は從来人手のみ忙よつて頗る不生産的且

不便に操作されて居九が一小剛卷上桜の出現により在來

の運搬力式は根本的に改饗され、現今にてはあらゆ乙力

而に亘り本機の活蹄は寳に目覺ましいちのがあ乙。
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片盤運搬に於てもとの例に滞れ中、鯛索運搬機の原動

桜主してその特長を遺憾なと殿毎U て居る。
、

ア、構 造

當赴單胴及び複胴小型卷上機は条器圖、第 23 鬮1て

示t様に,機械部分ど選動機部分とからなり、電動機の六

半及ぴ齒車は凡て卷胴内音票て收め、、体を非常に小剛忙

繍めて居る。

電動機は至閉型交流三相誘染電動機で、剛縛子には71

靈籠型を採用〔,て居る。特に片盤の如く爆ぢ重織瓦斯の發

生すろ場所に使用tる開係上耐座防爆擶造とし、中で冶

最も問題を起し易い端子箱の排造には萬至を期して居乙

が、第1色杭成速遜脚井羨に使用のもの一同、・'拙迭であ乙か

ら、と、での詳細詮明は割受t乙。

尚妓近當所'標準型の至部に對し,て、洪試編,を商工名直

力石炭坑鴻野曼豫防試驗所に提出リ、防爆試聆の施行を受
け下記に示す如く型式検定介格證を得.た。

八IH・7jΞ一SX4リ
MH、 10、SX剛)防爆剛即朝和卜劉卷 1・.撥

14411k【,'疏檢納
防爆剛複胴小剛卷上機

MH- 10-DX卯!

MH-15-SX 雪少防爆刑」W制小川塑今卜おミ
MH-20・SX梨

硫檢染166蹴
MH-15 DX4!防爆型僅j刑小型卷1おす
MH-20-DXオ烈,

上記防爆檢定遍.を使尉するに就ての使剛條件ぱ第1飢
忙記鞍ι、たもの主祠一であ乙。

第 IH 二阜

ノ

切羽及片

"一

鳥窒 j地丘

MH-

_GX市}直檢第240粧防爆N力嶌'老ノ」、駈!キ參_上機 MH-

使用條件は前盲即倹のものと同一であ乙。

小捌卷並に萬能小型卷最近の研究改良事項としては、

從來單胴にあつては二本、複胴にありては四本の制動機

把手を蝶作し運轉、停_止を行つて居たので、例ヘぱ複胴

小型卷上機に於ては把手操イ乍の開係よりテール・ローづ卷

用としてのみ使用されるとと多く他の用途に對しては特

別の操作を興し、用途の制限占不便があつた。との缺黙

を除去し、排イ乍の簡男Hヒを岡る事に着貝し研究の結果、

簡單なる方法にて軍.胴にありては 1本、 1釦桐にあ bては

2 本の制動機把下にて操作すろ市に成功し目下贊施言H井

巾である。

本力法を贊施σy昜合は、簡便にして絶對に誤操作なく

井に複胴小型卷上機に於ては用途は擴大され神益す乙處

籍し大なるものがあると信中る。

との外に齒、屯俳動装置に對しても現往の多段の遊星齒

卓聯動装置を、より簡單な機織により所望の卷上述廣を

得ら乙、のみなら中加工、組立容易で且形態小なる贇効

を有tる力法に就き研究を雉め既に成築を得て居る。叉

ーカ個々の齒車に對しても優秀なる牛手性を県備する特殊

修正齒形を抓用し、叫骨な回轉が傳逹され且騒晋詑に抓

励の可及的減少と共に耐久度大なる様努める等、常に研

究を怠たら中塑・遍,の向上に邁巡して居乙。

イ、,特 徴

rl)、小型で郷量である。

(2)据付面積が小くて所み、狹畷なる場所ヘの述搬

移設が容易に行はれる。

(3)誰にでも容易に安至に運轉が出來る。
(4)組立及ぴ分解が容易であろ。

(5)電力の消安量少なぐ經演的である。

r6)運轉閲溺'で晋響及ぴ震動が極めて僅少である。

(フ)機械力師気艾で永午の使用に耐え旦'卷上力は火で

あ乙。

、
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第24岡魚i走ノ」J駛グ'1'"雙

機械部分ぱ卷炯、始動輪、台朱及び軸受古から成り軸

受にはポー1レ・ベアリングを使用ι齒東ぱ油M巾で廻轉ι,自

働的に注油を行はせて居乙。

卷胴の運郡及び停止には強力で且解Nな捌動機と没け

てあり、機械各部ば優秀なる材質を避擇し、特に齒車及

軸には特殊網を使用して適常なる畝處理及ぴ研磨を施し,

て居乙ので、町喰貝精務な易、工作七納俟ノ>て作耐功新彬詔

で耐久力もプてである。

尚常赴に於ては第24胤に示す勿K標凖輩肱村、型卷上枕
の一部改造にな乙萬能小型卷上機をも製作し"てゐる。本

機は小測卷上機主しても使用し得乙のみなら゛、コンベ卞

ーモートルとし・ても使用い昇乙牛〒徴を有して居る、

本機も最近標1徒型の釜部に劉'し防爆試験の施行を受け

、F;巳に示t女Πく皿!土し1金ダ'介格す金を1号.た。

防爆側魚龍小刑卷ト.機、フ/1、GX.^而檢染239力k

躯

撤、、

ヨ

{川

80

70

b0

J'"

5

・4

30

20

十『1

10 2

10

17

0 30 4

0

0 50

^一

納 25 制

0 30 40.5020

ネ';1,得、荷市イ他)

減奈托巻 1'"鳧能力舶線

」_ ___」

'
1
一
〆

04 「
,

}
 
2

,
;

＼
隱、ノ

5
画
旋
安
判
字
望
戀

ι
、
、

、

1

4
 
ノ二



244

,、

ウ、容 量

え笂機の容量、述度及ぴ主要寸法等は第26岡、第,27岡

及ぴ附表に示す通りである。

第25圖は垂直牽引力1000池の時牽引し得る荷重占運

搬幌道の傾斜主の關係を表示1、ーた曲線であろ。

作エ、操

(D 軍、胴小型卷上機

先中各制動機把乎を弛めて起動開閉器を閉ぢじ遍効機

を起動させて置いて、姑動用制動機兇手を締めれぱ卷胴

は卷上の方向に回軸辺、始動用制詞於把手を弛め同時忙

制動用制動機把手を締めれぱ卷胴は停止する。

名制動機把手を弛めれぱ卷胴は荷重の爲に卷卸の力向

に回轉すろが、此の際丘彬窪産が餘り述くなり過ぎる時に

は電動機を逆回轉して始動用制動機把手を締めると過速

を防'止す乙市が出來る。叉傾斜が綏いか或は荷重力W羅い

ために捌ゆにくい場介にも、確劇桜を逆轉すろ遭、要があ

ろ。

(2)複胴小型卷上機

操作は單胴小型卷上機の場合と同様であるが、

0一づ卷主して使用tろ場合には電1姑幾を逆轉すろ

ぱない。

"JI 18年8月 三 菱 電

.

第N卷第8競

、、

5.エンドレス卷上機
、

片盤運搬に使用さ丸ろ鯛索逓搬機のーつに循環機があ

4ユ0

510

510

510

510

轉式非逆弛式第 28 Ua 迎

29岡闘銚卷胴到クリ,りラ兀! ゞ工

る。との循瓔"撥は叉單線の場合に用びられる逆轉江新盾瑞

機と複線の場合に用ひられ乙非逝縛式循瓔機に大別され

るが、1配雛と運搬量が餘り大きくない片盤にあつては容

最の比岐的小さい逝抑式循瓔桜が主として使用される。

叉逆轉式、非逆軸iし共に曳捌力覗廣車の上力に位置する

か、、下力に位置tるかにより上都丘勺、下綱式と匹別され

るが、片盤にあつては専ら下綱式が孫用されて居る。

原詞j機としては循瑞機専用として製作された各種の型

の所謂工ゞ'レス卷上機が使用される。エンドレス卷上桜を

卷胴の型式によりクリッづ型、岡錐卷胴型、有溝卷胴型

の三種に分類するととが出來るが、以下各型の概略並に

當赴製品に就き記述する。

クリ.,づ型ア、

ク小りラ型卷胴は第 28 圖に示す如く車のりム忙兩側か

らセづメントをポjレトで締付け其の問に軟らかい金屬或は
木片を挾み、鋼索が磨減した時溝の調節が出來ろ構浩主

/
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なつて居る。此の型の卷胴では鋼索の掴みが確實で滑る

ととが少い特長を有して居るが、叉反面V型溝の中に鋼

索を巖め込み締付けられろ關係上鋼索が肩平にされる缺
里古がある。

尚此の型で焚分幅廣の溝を有し鋼索を數圓卷きっける

事により、ι、要なる摩擦力を與ヘ溺,りを除いたものもあ

るが、此の方法では鋼索の肩千化は防_止出來るが、鋼索闇
に過慶の側面摩擦を生ビ鋼索の壽命が短い缺勳があろ。
イ、圓錐卷胴型

圓錐卷胴型は卷胴の大徑側から鋼索を卷取り小徑側か

ら卷戻すもので、鋼索が卷胴の軸力向に滑るとしを要す

る不利はあるが、叢置が簡單で廉債な特徴を有して居

る0 との式には第 29 岡に示す如く卷胴面がダづjレコニカ1レ

の逆轉可能のものと、シンづ1レコニカ1レの逆轉不能で専ら非
逆熱式に用ひられ乙ものとがある。

第 30 圖殴ぴ附表は本式になる當赴樗U誕1ンドレス卷上

機の容量、速麼並に主要寸法にて、標準單胴小剛卷上機

の卷胴に鉾鐵製二つ割のダづ」レコニカ1レドラムを取付ける事

により簡單にエンドレス卷上機としての機能を發揮させた

もので、小剛卷上機の特徴を凡て有する外、卷胴摩損の

場合は手輕に取井が可能で且卷胴にづづ}レコニカルを採用
とゞて居る九めに逆轉式循環機占して使削出來る。

ウ、有溝卷胴型

有触卷胴型にあっては、第 31 岡に示す如く主卷胴の

外に副卷胴を備ヘ、各卷胴には鋼索の溺・りを防_止するた

め数條の満を設け胴卷胴問に數回鋼索を懸けたもので、

鋼索も傷めるととなく且逆轉も可能で共置としては至く

理想的である。第 32 圖及ぴ附表は本式になる當赴標準
1ンドレス'卷上機の容量、述慶並に主要寸法を示t。

え仁機織造の概略を記せぱ、主卷胴と副卷胴を共通台床

上に設置し主卷胴の固定に反し副卷胴は台床上を摺動せ
しめ調節可能ならしめて居る。主卷胴の運抑機佛、掘作
等は單胴小型卷上桜と至く同一である。

第Ⅱ1 章 切羽及片盤述搬

向本機は最近標準型の全部に對し防爆試驗の施行を受

けて下記に示t如く型式檢定合格證を得た。

防爆剰エンドレス卷上機二'二昂i}直檢第278競

防爆劉エンドレス卷上機 MH_ 20_EX加}直檢第241耽

二一

^^^^^^^^^

使用條件は前,昌散のものと同一であ乙。

6.開閉器及起動器

切勿及片盤運搬に使用される電氣機械の起動、停止を

行ふ開閉器具の使用上、織造上具備すべき條併並ぴに之

等器具の防爆方式を論じ當赴にて製作する切羽開閉器、

配電凾、起動器に就てその俄迭、機能等を述ベる。
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ア、切羽用開閉器

(D 具備t可き條件

切羽及共の附近に於て使用される開閉器の県備t可き

條件は種々あろが、主なるものを翠げる主

(a)防操、助嘔夏'且先至なる防爆""なろと占。

(如)操作睿易動作確獲なるとと。

(C)移動、運搬に便利な織造なるとと。

(d)頻繁な操作、飢暴な取扱に耐ヘ電氣的厄も機械
的にも頑丈なとと。

(e)黙檢、修王果に便利なとと。

以上の條件を滿足せしめるには凾の朧造及取付器具類

の優秀な事が必、要である。

(2)防暢りj法

防爆方法としては種々の方式があるが、製作上、使用

上誓通利用されて居ろ力法は次の'ものである。

耐唖防爆、狹隊防爆、油入防爆、安至瑜防爆構造等で

其の詳細は第Ⅵ章を參照され塵し、切勿内忙於て使用す

る開閉器凾は防操防映型なるを雲し、移動性である爲、

金屬薄板を菰重ねて小問陳を持たせる狹隊防爆及油入防

爆方法は不適當であり、至閉拙造として内部に於て瓦斯

の鴻蔀髪起るも其の墜力に耐ヘ、而も外部の坑氣に引火せ

ざる耐畷防爆構逃占する事が膨j廼である。本方法主すれ

ぱ外凾は凾内に起り得る於大!艇力(8kg/cmハに耐ヘる

擶逃のものでなけれぱならぬ。

現在切羽閉閉器として使用されて居乙ものは氣中遮断

式泥磁開閉器を仙謡墾奘置と共に耐墜凾内に納めた構逃の
ものであ為。

片盤叉は主坑道に近い淡唖の士ヒ桜的少い處に於て使用

される酉晋遼凾、又ポンづ途風機等山如く比較的移動河數

の少いものに使用tろ起動閉閉器の狹爆方法主しては、

枇匙上から遮蹄備二を油入防爆主し共他の器県を狹隙防爆

擶造とした凾内に納めたものが使用され乙。本力式主t
れぱ凾内の爆荏墜力を著しく減少させる事が出來、凾の

"ぱ古も餘り頑丈にす乙必藝はない。

油入式とtれぱ遮断容量を堆加させる卓が出來るが、

頻繁に使用するも,のでは油の劣化、接觸部分の燒損が沌

しく、遮断の影貫遜弧により油の分解が行はれ、水素70%

メタン、エチレン 25%共他の瓦斯力珂愛生し、之は室ヌUこ對

し,5%~40%の1屯剛では伴かな火花で容男パこ引火し、燃

(第 1麦) EX測篭磁閉閉瓣標準表

昭和 18年8 打 ラ: 電機ノ第19卷第8盤

硬を起tもので、便用中油面の低下により電弧が之に触

れ乙事のない様、油面の維持及取換に不断の注意を要す

る噂力部决黙で、頻繁に開閉を行金、もの、侈動性のもの忙

は適當ではない。

イ、 EX型電磁開閉器凾

オ.昂は當赴が種々の勳より研究檢討して製作した切勿

開閉器で以下その種類構逃特徽等に就て述ベろ。

(1)種類及ぴ應用

第1衷に示す如き種類があり EX・1型は最も小型で重

最も_輕く主占して局部途風機小測ボンラ運轉翊に適して

居・る。 EX・2,3,4 測は切羽及片盤コンベ卞一及片盤 1ンドレス

(非可逝)等に應用され乙もので EX.2R.3R.4R 型は

之等を遠方操作式上したものである。 EX-12.13.14 型

は片椎可逆運樽τンドレス用.で、 EX-14R 聾U才コールカヅタ

用として使用されるものであろ。本器の取付遍HよEX2,

3,4剛のものは次の通りである'

ノノ

150

1・1 墨1

20

?5ノノ

J/'"'、50

脇のしきは携方操作・弌
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EX・3型屯磁開閉器
丑 55062Z丑 51632

、

3 枯溌鄭滋按觸器、2 極凱動過負ポ洲腰遮器、聯動按觸子

2 極抑釦開閉器、各1個

述力操作式のものは抑釦を除き軍糊篭墜弔冬、操作機鼈

器を取付け可逆用のものは鼈磁接觸器、掘作鞭鼈器を 2

個としたものである。

(1)擶匙及ぴ特徽
i

(a)外凾

'.別力耐爪薪閉剛で外凾は劉財反を燃按して作り8氣墜

の耐雁試驗に合格したもので、凾と蓋主の按合部分は入

念に仕上をなヒ、最六朋隙 0.25粍妓小巾 30粍とヒたも

の、で、蓋の締付はポックス・スバナを使用t乙。叉趣搬に但

利な乙如く1露台を1洲けて居る。

(b)確磁接酬器

.繊姪FL剛を使翔し戯力な吹府繰輪主アーク.シー1レドを

俳剛し弧光の消誠は'櫛めて早く從て壽命が長いじ作動線
輪は補'規欝!艇の85%~HO%の範園で元至に動作し50%
附近にて開路するもので据付り師斤の傾斜にて閉路せぬ様

反抗用發條を取付けて居る。

(C)畝動過負,'講園遜器 ＼

至電1築起動の場合起動鑪硫は定格鼈流の4倍~5倍に

途する、カハ乙場介に起動1恐流で働力、す連續過負、荷に對

してのみ働く様{てすろ噂が"、蓼であ乙。オミ器は小量の過

負荷であっても長時問に互ろ時は動作し過大電流に對し,

ては短時闇で作動tろ。作動電流 95A 迄はン1.昌を使用

兵鴫

EX- 1

EX- 2(R)

E X- 3 ( R )

EX- 4(R〕

EX-1ユ(R)

EX-13 (R)

EX-14(R)

名 1 電御" 1 *゛戸 1・刈をξ翻じ"慨,
1 非"丁勤15 5550 、ー

1030 ノJ

、

生

ーー^^^^^^^^^^^.^^^^^^^^^^.^^^
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ED剛操作開閉誹
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し、之以上の場合は特殊饗流器を併用する、本紗かは調襲

レパーに依り80%~120%の範圍で加減する事が出來る、

EX・1型は自働りセットとし他は凾のタト側に設けた押釦に

よりりセツトするもので、加熱子は簡單に取換得.る織造主
なつて居る。

(d)操作力法

直接操作式のものはカバーに打薪寸けた掛嘘Ⅲてより操作

する方式とし、遠方操作式のものは次に述ベる操作開閉

器又は押釦開閉器に依り操作す乙もので、操作電墨は

20V を係準として居乙、可逝エンドレス用とし,ては操作

回路の導線を少くして2絲可逆方式主す乙事も出來る。

(e)操作開閉器

耐畷防爆俄注としたE0剛操作閉閉器及ぴPX型足踏

開閉器とがあるじ何れも定格 250V5A で操作俳實頑丈

小型に出來て居乙。

ウ、1'M型配電凾及直入起動器

オ曙は遮跨殆昂及保護装置・^を小型に榔め防爆排造と

したもので、切羽附近及片盤に於て電動機、埜座器、受

電線の管柳什こ使用されるもので、使用確座に戀じ高壁低
蛾用に分類して居る。高駆用に就ては第Ⅳ章鋪5項に於
て述ベ本艾には低壁用の心のに就て述ベ乙。

(1)樅造

本噐は3趣單投遮薗傑は油入防爆とし他の保護装置を

狹隙防爆俳造どじたもので、兩判問は防爆的に完至に仕

切つて居る。狹隣防爆室は油樽上に設け電流計其他の器

県を取付けて居る。計器前面の硝子は 10 粍厚さとし鰯

出部は岳形、月盛部分のみとして居乙、凾巴蓋の接合面

は仕上げた金屬面を以てし防爆上造憾なきを期して居名

(2)取付器県

標準工M-2X型の取付器具は下詑の通りである。

3 極單投油入遮剤器、電流計、表示灯、包装可熔器

低電座引外線輪過負荷引外線輪
、

本器を直入起動器として使用する時は以上の外に熱動

過負荷繼電器を取付け乙。

(a)油入遮陶欝

梯形の可動接觸片を絶縁板に取付けたもので、開路の

際の火花礎生部分は油面より100粍深さの所にあり、且

憬力な遮断用礎條にて速切機Mとして居る、定格 550V

20OA で遮断容量は 1.00OA である。操作把手は特定者

のみ操作上得乙如く拔取り得乙俳造として居る。低電

第 1Ⅱ章 釖勿及片盤運搬 247
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、

巫、過電流の際に開路tる兩引外線輪を有して居'b、之
が動作tれぱ把手は自動的に断の位置に戻ろ。

(b)電流計

衷示j丁により背面より、畷明し、暗所にても目盛を讃み

得る如くして居乙。

(C)低電駆引外線輪

無電駆の際は遮島欝の投入を不能ならしめ叉閉路中電

厭が釦%以下主なれぱ自動的に遮断tろものであろ。

(田過負荷引外線輪

兩極型とと、單相短絡の際にも動作する如くして居ろ、

線輪には油入制動壺を附し反時限ゐ性質を與ヘ起動時に

流れろ過大電流に對しては動作せぬ儒迭主して居る。此

の作動目盛は普通定格電流の 100%~200%主し,て居ろ

が其の上下に伺調繋の餘裕があ乙。

(e)聯動装置

起動器叉は制御器と共に使用tる場合托取付けるもの

で之等の把手を起動位置に置かねぱ本器の遮薗傑は投入
、

瓣來ぬ襍にt乙ものであ為。
(f)ケーづル・ヘッド

安至瑜幟迭占したもので坑内より引出し音g分には碍子

を置きコンパウンドを充坂し,、外部導線はケーづルヘッド内に

て接續tる方式で接續を容易ならしめる爲充分の餘裕を

主つて居乙。口出部はペルマウスとし、コムバ.リ千ンを締付

ける構造で、接續後コンバウンド注入は不要であろ。

(3)工M-12X劉直入起動器

本配鼈凾を直入起動器として使用する場合は前述の如

く熱動過負荷繼電器を取付ける。此の時過負荷引外線輪

の制動壷には油を使用せ中、之を雁n割乍動の過負荷引外

'形則輪として使用す乙。之は短絡電流の特に茜しい過大電

流に對し瞬時に電路を遮断tる爲で普通定格電流の6倍

以上の電流で作動tる様に調整してゐる。

エ、結 び

以土は切勿用開閉器、配電凾及起動器の枇雉機能に於

て概略を述ベたもので、使用に際しては電動機の種類及

び使用場所の状態等を考慮し適當なろ、のを選定し、使

用中に於ては防爆性能の低下、滅失を來さぬ様充台の保

守、黙檢を行'、事が肝要であつて、饗造者、使用者兩々

相俟つて始めて爆發防止の目的を逹し得るものである。

上記の各種器具類ば商工省命忙よる石炭坑用機械器具

檢定試驗に多數オ是出中で、ーー部のものは既に下祀の通り

檢定合格證を受けて居ろものである。

參老迄に直検第"琥、防爆型電磁閉閉器、 EX・1型

使用條件を擧げると

1.口線の按續部に張力のか、らない様ケーづルを橇台

等の適當なる箇所に緊紳し置くとと。

2.引込口に適合したケーづルを用ひるとと。

3.被蓋締村'盲裂よ常に緊密に締付け置くと主。

4.被荒を開放せんとする場合叉は開放中は電源を遮

断ヒ峡電畷耿態に於て爲すとと。

5.ケーづル引込口の端子部は裸充電部及井の絶繰物に

超縁徐料を施し使用tると主。

キ

、
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1.概説

坑内量坑道運搬機としては bドレス卷上機及坑内電
車に指を屈ぜねぱならぬ。勿論大部分複線路であるから

運搬能力も大きくエンドレス卷も非可逆式で差支なく、叉

殆んど連續運轉であり片盤エンルスの如く重負荷起動を

歩頁繁に繰返ヘすとともなく、卷上機及ぴ口ーラにか、る

衝撃も少い。主坑道は大抵水平であるが、之を贇炭車運

搬方向に僅か傾斜せしめれぱエンドレス原動機の動力低下

に役立つ。原動機は片盤用と異り卷線型誘導電動機を使

用し自働起動遠隔制御を行ふのが普通である。

斜坑卷上機には坑内卷と坑外卷とがあるが、本質的に

は兩者の問には匝別なく、唯坑内卷は大部分電氣部分を

防爆型に峡作t乙必要上謡動機及管制装置の枇治に相異

を來す。斜坑卷には卷胴の織迭上單胴、複胴の匪別があ

る。坑内用ぱ卷座設備の都合上叉運搬能力小ら言つて殆

んど至部單胴であるが、坑外用は特別の腰求の爲複胴式

としたもの、あろ。又坑内坑外共に炭車を使用せホス千

.,ラ卷としたものもあるが、炭車卷とス千ツづ卷との比岐

ぱ色々の條件に依り左右されろので一般には論じ難い。

斜坑卷上機の制御装置に就いて特に注目tベきととは

水抵抗器の使用が最近非常に多くなつて來た京である。

之は何も斜坑卷に限定されたものでなく、片盤卷、水小

坑道エンドレス等卷線型を使用する場合には殆んど同様で

ある。水抵抗器を使用tる主なる原因は階段的でなく圓

滑に制御可能なろと主の外に金屬抵抗器よりも防爆上逃
、、

かに安至なととであらう。水抵抗{て於て厄介なと占は特

忙冷却装置を要するととで、坑内自然水ある場合には此

較的筒章であるが然らぎろ場合にば本氣冷却型を用ひな

けれぱならない。

今一ーつ斜坑卷に就いて考慮すべきととは制動装置の問

題であろ。機械的制動装置の膨、要なととは言'、迄もない

が、制動部分の發熱、制動片の犀眺毛双ぴそれに由る制動

力の饗化等を老慮し、機械的制動機は出來るだけ其の使

用時問を限定し嬰すれぱ荷重保持のみに使用し、減速叉

は速麼調整の爲めには可及a勺遼氣制動に依るものが賢明

であろ。1酷氣制動の方法占しては

ア、同朔速度以上の過述麼防止Kは同期,型'機とし

て回生制動力式忙依る。之の場介には回轉子抵

抗は短絡し置くを要する。

イ、伺期速度以下の減速及ぴ速慶調璽針ては若し卸方

向の負荷が正であれぱ回轉子抵抗制御でょ゛が

斜坑卷ではか、る事は稀なろ故一一般には固定子

側に直流を途り回桝ドH則抵抗に運動エネ1レギーを

吸收させる發電制動力式が採用され乙。

卷上機占しての鼈氣制動方式には此の外色々あ乙が何

れも一長一短あり未だ廣く寳用の域に注してゐない。

竪坑卷上機は科坑卷に比して大容最の、のが多く、卷

第Ⅷ章'主坑道,斜坑道及竪坑用運搬機

胴は複胴もあるが多くは單胴である。着朱に正佐を要す

るため制御方法特に制動装置が優秀なるととが必要であ

る。800 馬力程.度以上位の容量になると制御を容易且經

腕的ならしめるため、叉供給電源系統の尖頭負荷を避け

るためハヅミ車を利用したイ1レづナー電動装置が推奬され

るが、我國に於ては勝田確業所の 1,550馬カイ1レづナー卷

上機が最大容量である。

竪坑卷には鋼索卷取方法に依りドラム卷とケーペ卷士

があるが、後者は深慶大なる場合忙有利であるが鯛索の

胴・りに對して注意せねぱならぬ。

一般に卷上機の信琥装置は危険防_止上重要なもので、

拝に竪坑に在っては信琥装置の不備に依る災筈の程度が

大なるため、装置とし,ては作詞"俊質で絶堂H旨繊性あるも
^

のを避定する要がある。

石淡を坑内から坑外ヘ搬出tる方法として今迄述ベた

るものは何れも淡車運搬式であつたが、'冶も片盤運搬に

於てべ}レトコンベヤーが提唱された様に、炭車に依る主卷上

機に代るべき新時代の施兒として斜抗集團ベルトコンペ

ヤーの出現を見た。楡途量、安至性J京動機の性能其他

何れの黙から見るも崇車卷に比して優秀なととは既に各

炭坑で經驗糾である。づ厶資源の入手、づムベ1レトの製造が

豊富ならぱ、將来益々普及すべき可能性を有してゐる。

斜坑集團く1レトコンベヤーの場合には勿論自働遠隔運轉を製

tる爲め其の制御装置、信琥装置は非常に綿密複靴なも

の主なると占は.止むを得ない。

2 電氣機關車

染 1 圖

MB-238-ARj即

篭勅機 ムι一3n7

』

ノ

緒ア、

鮫車、淡車、其の他運搬用に電氣機關車を使用tると

左に依辧兪途の隣路を征服して瑜庄の一興,を擔ひ得る事

ぱ明かであるが其の形式、冑重、或は使用鯆數等の選定

に當を得て居なけれぱ其の機能を十分に硬輝せしめる事

は出來ない。更にまた其の使用方法、保守状態等が適當

でなけれぱ徒に機關車を短命に絡らせるにすぎないとい

'.勘:は言を俟たない所である。茲に之等に開して概略の

設明を行ひ大方の御參誘に供したいと姪、'ー

イ、種類及形式

嬪山用小刑電氣機關車は坑内或は燧道等狹曜なる場所
に使用される事が多い上に運榔中、前方の見通しの良好な

、、

貞
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艶 2 鬪 6工."氣井樹謝小 づ 22182

る打がヒ、婆'ξあるから台村W力留さをW,来イ尋る限り低くナ

る事tが建前上なCてゐる。又恕鯵各工*:か餘り完至ではた

くて然も急勾配の多い弓師斤に使用する鴛には出來得乙艾

輪側1距航の,小さい瓢がし、・蓼である。之等の條件より當撚

選到井綬の財力向女さ及ぴ外徑に嗣ゆ県を受けるのであ乙

が、ー・方電動機内身は低述の扣當大界暈のものとする,Z、

唖がある爲、とD開'没計上'に二Cイ乍上,栩僅Υ)苦心が仔す

るの'Cあつて、伊小＼ぱ遊動機主1御血との闇陵の如きは出

来得・る眼り小なる寸法に切詰め、く市:動t總ぱ鯏WI;部を符

無俳造とした太鼓以のものとな{てゐるか如きとれで影
、、

る。(第1岡參川D上述の巾顎よリ1 て光づ誘えられる形

Itは一ψ揣運,山古三七で小阿後のない築 2刷1仍加1きもの'6あら

ら。之ぱ確山用鼈氣機開車上{ては於も一般的のもので

、南るが、若し坑外等に於て雨天ゾル祭運轉に不禽由を作'.

暘合は易師斤の詐し得.る範剛に於ては雨按Wナ山弟4凧W)如

きものを抓削tるのが望ましい。ブ寺祁分を坑外に終て運

榔し時には人通りの相當ある場所・を通過する襍な場介に

ぱ5池第3岡の如き中央卓聿型の見通しWよくきくも山

力敬子適と胆、はれるが之は小型電氣桜開卓左{_ては特除の

心のたなり設計製作に相常の手暇を蓼tるから是非共吃

陣な乙院溌てのみ採用せらるべき形iw)も心と四、ぱれる'

染電奘置にぱ如何なZ、、のを様捌tヘ片f必るか_鄭

/ノ
'ノ

砥寺、、

主坑述、

＼

＼

斜抗述及竪坑朋述搬機

800

800

850

＼~、、

ーーー゛'ー
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染 4 圖 6卸川琶尿瀧關卓"22515

ちパンタづラフ式占なす力、或は卜0りボール式となすカヰ士

架線状態により自ら定まるものである。即ち架垈線が糾

路の中央に設けられてあり其の商低の埜の比蚊的小さい

場合にはパンタづラフを探用して荘だ便禾小6はあるが、 X

の他の場合忙ぱトロリボールを採用tろ方がよい上想、は

肌る。

パンタづラワは其の術造よりしてトロリボールに比し架線

より外れる機會が少く叉運轉台より白由に操作出來ろた

め運靱上利tz)所i生だ大ではあるが、之を使用tる爲に

は是非共架線工事を入念に施t立、唖のある事を念頭にお

くべきである。

常靴の標準藥鼈生を腔を表示tれば鯆 1 喪の通り.な
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機朧リEの使朋場所が抗内でしメタン其の他の瓦斯を荘

く獲生し或は炭剛多き爲電氣部分の火花にょり爆發のし

危儉ある場介は勿論普通型のものは使用不可能であるか

ら井に防爆式の蓄電池機關車を使用すろ必要があ乙。防

爆の方式は機器にょり睡々規定されてゐる力昨佳

氣機開車用機器には耐座、狹隙、安塗埒の各防

爆拙迭が一般に探用されて居咲鴬靴も此等勗

爆型機器の標準形式を既に次定し目下多敷矩町乍

小である。近來防爆規格が制定せ・られ爆發豫防

に・一段と留意される様になつたのは誠に喜ばし

い事で葉吊没、既設を問は中一應1坊爆事項に就て
1

十分檢討する事が最も肝要と想、はれ乙。

東柄統捌會に於ては磯山用電氣機開車の標準

制定を提唱せられ日本桑岡の何れの雙治業者に

ボール

'、ー、、、、ー
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も共通な完至なろ標準品を作る前提として暫定的に第2

表に示す様な地数別の仕様を定められた。然して今後は

本表にない池數のものは製作せぬ建前となつたので、新
.

に計盡せられる場合にぱ此の黙に留意せられ標準品制定

の趣旨に沿はれん事を希望すろ次第である。

猫」つ注意すべき事は本表認城の電動機は何れも界磁

糾仲兪をアjレミ化したものとして容量を定めてあ乙事で、

今後は小型鼈氣識關車用電動機の如く切り詰めて設計し

たものに於てtらも必、中界磁線輪はアjレミ化し、更に電

機丁.姻倫、刷乎保持器等も研究完了次第逐次ア1レミ化し'刊

材を出來る丈節約tる車になつた。

ウ、自重の選定

鱸氣機關車用主電動機其の他篭氣品の焼損事故は鼈氣

".白身の缺陥より生中る事もあ乙が、又繼気謎炎開車の酷

使により發生する事も甚だ多い。之は第一に計識の當籾

に於て十分注意すべき事であつて先づ運搬豫定總量及ぴ

・一日の稼行時問等よ0一回の牽引荷重、所要棚數、一鯆

の運轉回數及ぴ運樽速慶等を決定し次に之等の條件と線

路状態等を脱み介せた後適當なる内重を算出すべきであ'.';气' rj -、'ミ、、1^+ー

昭利 18年8 " 三菱電機

る。

參おの爲電氣機開車の内重上牽引荷玉占の開係式を擧

げろと次の通である'

L(R,'十G十A)
- 100OXρ一(RW十G十A)

W ,,・・鱸氣機關車の自重仰.し

1沌牽引荷重L

・1栓氣機開東の走行抵抗 旺/池1ミ、Y

(=5~10)

小統仕一:"00 第 2 表1,_3101附央)

第N卷第8競

96

J "゛

゛

'

(イ)外観,250H

第 5 岡

R1

4 7 5

^^

(の内部 325012

KM-31 型1,噺卸器

延/池荷重の走行抵抗

(=フ~15)

勾配による走行1捌亢旺/池

(=10X勾配%)

加速に要す乙牽引力旺/池

(=31X力n述度 Km/Hr)

ネ占培係數

本式に篠り任意の荷重にし、要なる電氣桜開車の自重を

算出する事が出來るのであ乙が、大約の児_當をっけろ場

介は鼈氣.俄開卓1池鴬りの牽引重呈を 10 越主とれぱ大
差たい様であろ。

新規計継のり卜合、以上にょり訓11すれぱ適切なる自重
を詣路Eし得乙し,又既設のものに於ては篭氣編'の燒損事故

車輔統制會小剛笵氣機鬨卓暫定標沖yミ

G

.ノ

」争一
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圭坑道、斜坑道及竪坑用述搬機

龝'^

第 6 岡 kM-31剛制御器

頻發するが如き場合、其の県因が過負荷によるものなり

や或は電機轟'自身の缺陥によるものな、りゃ計・算結果を照

して自ら明かとなるであらう。

然して鼈氣機開車の運轉に際しては於窃の輸途計盡に

基いた適切な乙負荷を牽引する打紺1守せしめ、決して勣

酷なる負荷をかけたり叉は風暴なる取扱をなさゞ乙様充

分注意tる事が立、要である。

エ、運轉、保守

ー・般に鉱山に於ては鼈氣機關車は兎角酷使され勝ちで

あるので其の俳造は頑強を要する事は勿論で、設計生1作

の際は其の黙1て・トニ分の注意を拂ふのであるが(當靴峡

竃氣機開車の術迭詳細に開してぱ「三斐竃椴」昭和18午

5月琥、及昭和 12年9月琥を參照せられ慶い。)贇地

使朋に當つても正磁な規則正しい趣郷及週期的な保守を

勵行し、常に機能完至なるナ伏態で使用すべきである。例

へぱ電氣機開車の起到川寺に於て過負荷をかけれぱし、す肉

動遮断器が動作して回路を遮断す乙のであ乙が、此の際

は遮断器が詞H乍せぬ程度の負、荷とする事力珠邑對に立、契で

遮断器が動作せぬ様把手を鎖錠して無理矢理に過負荷を

牽引し之を慶々繰返す場合は、直に燒損事故を惹起する

から所定牽引車数の嚴守或は止むを得なければ電氣機關

車の数量堆加等適宜の處置を講中ろ必、要がある。其の他

運轉に當り特に注意tベき事項を列詑tれぱ次の通り下

ある。

(1)方行のりン合

制御器主把子は徐々に正確に 1/,,チ宛進め決して

急述にノッチを世めたり或はノ,"チとノッチとの中

問位置で止めたりしてはならぬ。然して連結走行

tる場合は直列の最終ノッチ或は並列の最終ノッチ

を使用tる事を心、中卿行すべきである。(他の中Π打,

ノッチは起動用として設けられたもので此のノ.りヲ

で連結走行tれぱ、電力の浪讐主たろぱかりでた

f
コ゛ノ

雫み

25

く起動抵抗器を過熱燒損せしめる耀がある。)冑動

遮断器が動作した場合は先づ制御器の主把子を

「断」の位置に戻したる上遮断器を「入」とす乙事、

(2)制動の場合

機開車の速廣と應じた制動力を與ヘる事即ち高速

の時は張く、低速になるに從ひ漸次弛めろ事が最

も此、要で低速に於て廻きに過ぎる主ズリ.,ラすろ耀

あり、ス小,づは制弱H乍用を阻害すろのみではなく

車輪にフラットを生ホるから注意すべきである。叉

走行中は制動機擶を充分弛めておく事即ち制輪子

も出來る丈車輪より離しておく様にせねぱならぬ。

惰走を上手に利用すれぱ電力の節力と制輪子並車

輸の磨耗減少等となり經洗的な運軸を行ひ得・る事

は言'、迄もない所である。

吹に保守ぼ誠日檢査、毎邇檢杏其の他適當なる定期の

檢査要項を決定しおき、之により規則正しく保守黙檢を

行ひj重榔に對し萬至を期せねぱならぬ。

制動機構に異常は蔵いか、軸箱の潤滑駄態は如何、軸

受金に荘しく磨耗したるものはないか、集電装迷の溺'部

動に油は十分あるか、主柳Ⅱ卸器の機能は完釡であるか、

其の他諸機械部分の破損、犀殊毛の檢枩等は少く共誠日行

はねぱならぬ。

其の他鼈羽倣、自動遮断器、起動1」ξ抗器、走り装逃、

砂撒装置等各部の詳卸剛晶分は毎過行ひ、他に大々的の袖

修を半午或はーケ午註に行'、べきである。

扣Kの如く計瓢紬勺に黙檢保守を行ヘぱ常に事故なく計

識通りの楡途をなし得.る事は明かであり、叉電氣機開草

を脊命長く使用し得.る事になるのであ乙。

オ、結 言

以上に於て確勲機關車を新に計列1する場合の注意及び

現在所有せら乙Xもの X使用上、保守上の注意を簡單に

述ベた。勿論我々製作Xは頑丈で故障少く機能優秀なる

電氣機關車を塑・作すべく日夜努力してゐる次第である

が、使用せら乙X側に於ても上述の如き事項を買施せら

れ益々瑜産の晋を擧げられん事をお願ひする次第で或

る、

命
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3.電動卷上機

卷上機は炭抗、岐山に於ける鋼索運搬桜の内で最も卵

蓼なるものX一つであ乙。從つて共赳消Eの優劣は直接出

炭量に影轡tるのみならホ場合にょつては人命に災害を

及ぽすと占があるため卷上機の討'識避定にぱ充分愼重を

藝tるのである。近時電氣事業の霞逹と共に電力が普汲

された結果現在淡抗、破山に於て使用さるX卷上披は經

"顎勺に有利で且安至装置其他取扱上便利な電動卷上機が

・・・般に廣く採用されるに至つた。

考

ア、卷上機の種類

卷上桜の種類は極めて多く共剛途及ぴ使用場所の状祝

等にょb種々の條件を具備す乙ものが亜求せられぢので

0

k
ザ

亀
、
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あ乙が、之を坑道の種類により大別すれぱ斜坑卷上機、

竪坑卷上桜、叉鋼索の卷取力法により唖別すれぱ卷胴削

卷上.機、溺・車型卷上桜、循瓔 0ーラ式卷上機等があり吏

{こ之敏1の内には單胴、ネ釦炯がある。

卷胴測卷上機は鯛索の一揣を卷胴に結び之を卷炯にを

込み運縛するもので、イ倒炯の形駄にょり之を分類tれぱ

団筒'型、圓釧1型、岡筒圓鮒1雪リ雨平・索卷十19皿上¥があろ。

繊迂巨型卷上機は沼沖Xて鋼禁を卷込むととなく滑車.釧

業問の摩擦によつて鋼索を移動せし,め乙ものでケー弌一式

卷上機の如きものであ乙。

_循環 0一づ式卷上機は所調王ンドレス0ーラを連紅拍勺{こ循

暖させ炭耳U余クリ.,づにより鋼索に連結され運搬される

のであ乙。鋼索の辻りを防ぐ傾的で單胴型にあつてぱ卷

胴外刷に綏尓な勾配を持たせ叉複胴卷には數條の満を設

げて居乙。何れも鋼索を3乃至4回卷胴に卷付け鯛索夫

卷胴問の摩擦により運搬が行ぱれる。

イ、竪坑卷上機_

竪坑卷上機は竪坑力t口近く忙設置し、坑底と坑L1惜1の

運搬をなtものでケーづ卷占ス千ツづ卷の二種があ乙。

ケージ卷は採掘場所'より坑底迄運ぱれた寶淡車叉ぱ贇

昭和 18年8 ナ1
、': "二 第 19 卷第 8 搾

州
-t下g .、
ゞ

,此中:をケーづ{こ裁込み坑口ヘ卷

_上げ、同時に坑口のケーづに積込

主11た室冲:を坑底ヘ卷'下すもの

'ど第9 岡に示す勿1くケージ 1 段

に 1_小:叉は 21「五、 2 段ケーづに

於て 2_中1叉ぱ4 小.祐込ま央て居

乙。

ス牛.りラ卷は第101岡にポす如く

ケージの代りに長力形の織雙箱を

用ひ直按此箱に石淡叉は鉱石を

積み込み卷上げられ乙もので、

ケーづ卷に比し運搬量は逃小に大

きく、且秋込み祐出しが筒單で

ある。即ち鉱石又ぱ石淡は坑底

ではホ.りパーを利用してス千ツづに

裁込まれ、坑口にて之をベ1レトコ

ンベヤーに移し其仏笥讐鑛場叉は遣

淡場{4迅ぱれ乙方式になつて居

櫓轟小

1
多
ιノ

二三弓ヲ/多二1÷シづみ、,1上ξyイ
0イ

弓ン,

＼

^

ケ

"、

ノ,゛゛

ーつξノJ・ノノ

ヅ,ニ
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0

＼

0
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第 9 岡ザーづ及尾*乙幻で、ケ_ジ卷の如く寳車と室

車の入換ヘをする必嗹もなく従つて.之等に對する坑口

匠、坑の設備没ぴ人手を名略すると主が出來る。俳t.,

ケージ卷の場合は坑内稼働者の男・降にも利用出來るに對し

スキ.,づでの場介ぱ人闇の外降につぃては特別の誘慮を拂

'、必,要がある。

次に竪坑谷上纏主ヒて現北使用されて居るものは側筒

型岡銚型、岡筒[田銚型及ぴケー弌一iU亨師々あるが、之

等{よ、一長一短あり、且卷胴の形ナ伏により負荷の状態も・→

々異たる。而し、て如何疫ろ型式の卷胴を採用す乙かは坑

D耿況、使用目的、運轉安ご製作安等を比岐研究の上最

も適切な乙ものを批定t可きであ乙。以下各種の卷上機

に關tろ概使を述ベ、併而之等卷胴の形1伏士負荷曲線の

關係を示す。向下詑負荷曲市兜士妓近常所が受注せろ璽坑

卷上機につき上汁亥せろもの下凡ての條件を同一七したも
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(D 矧苅型途上誤

川N'1劃谷上波は築 111轟1及び討江21川にポナ勿1く岡苅剛

の禳JI,'jを右,、る厶tも簡町}.な乙もので、叩_耶j、テ勤炯の一1卿

があり本邦に於ては姑も井遡IWに使締さ六_て居るもので

あ乙。複捌の大さ11使用鈴野{の徑及び卷上距師・によって

安められ黙坑途に船ては;裂尋卸炯太商は邇常たるj,1きむ

木塑ライナーを張り、叉鄭おkの谷込段吸も1段ズぱ3段

以内に止めて,極力鄭彬kの保'4{が牙めて居乙、

佐挺1小WにぱΥ影血蝉力なJ安・子(クラッチ)をΠ、1し谷卷胴か
'

!゛三学j{こπ1{ 1..11_141ぐ乙 11、j長 1'1jj!i'1こ 1ミ・つマニjE}る d,)、(了、・ー・ン1J ゾ)Jり

所{こ1沢ら小所製V"同所より谷上げが川来る。父坑唆・・、定

の,1×?辻寺Υ 12 !滞Uこン't勿1き!n卷IWを使削すろプノ'か寺リ.策

である。」比メ牙fN土鈴1*の仲び四1碕哲iを1丁'、ために卷胴陶

、削の内二11にフガジンドラムを、淀けて1云る。 1可ILのり}f?に方ト

ても運拠{、t、f衝卷を祭則上ナる、即ちー・力0鋼永にて"

Uτを毛,_1二i十ルHテ(こf也フjv)1村1+1(こ、Cフエ〕北をj途、下し郡j11yJ)1く

'f1小jをイ浜'41_て1ヨΥ、丁Ξ;;を11女「ならし女)る。」1トノや」1士リて{こj、北

ベ乙鰯鎚ひ;岡荷1叫鱗川!に」tし起重那こ際し火なる1可軸、カ

を!県q、、ケ1:{こ力τ力叉イ縦くたる{こ1従U、1伺牙{J)}ナ,役!Hこよ乙,起゛カ

圃似ツJ比ールtブく,・,力り、 1足つて確動{理のギミ・駐もHリぐtフ

ため1{井か乙場合には第 13 矧に示す如くケージに弔索(テ

ール 0一づ)をW、1し、 1吊詳f甲・吊'によ乙不1,"!を十ヒ伽1・しa
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荷軍をよくし,て}二る。牙江21叫は児*たき、1り介ぢ1'13 姻"よ

1己索を珂Ji_スニリ}介q)a稲Π術務やfあ乙.

(2)岡鉾型卷!Ⅲ1

圓"剣劃卷加11士茶 N 松1に尓す如き形j伏のもので、卷肺]

衷面には鯛*に邁介ナる渦卷式の満を設け、鋼*は"ヒ粘

を築内上して 1段づ＼卷力、れるのであ乙。

卷上げはを小爪上祥小なる力より卷姑められイ含絡りに近

づく{こ從ひ心、祥大とな乙ため、鋼索亜量にょる1邨帥.力都

の焚化を妙たからしめ、鬮筒型卷那"こ於け乙足索主同杖

に確耐ル珪D界量を小さくすろ拶上雫があり、共直徑の比ぱ

次ダカ七にょり求められる。
癖

P=卷上但雌岡索弧力十喫擦力

Q'=谷下但雌飼索弧力一膳擦力

L=竪抗i果さ

P,=小なろ力の卷炯竿祥

R。、六なる力の卷胴半徑 10
、凡'一辻締穿ミ!nfウニJミさ d)豆11墨.'

卷始めに於ける回1噂力輩=(1、÷Ⅵ1) R'-QR.
卷終りに於ける回轉力率=PR,ー(Q十WL) R,

(P+W上) R'-QR。-PR。ー(Q十WL) R.

R.(P十 Q+2WL)_... 0.'
P十Q

以上の如き關係よりして谷胴直徑の此を適當に迦ベぱ

靜的回棒力は至行程を通じて常に一定にすると主が出來

乙。只此川WX峡勵主tろ處ば卷胴の工作力U区介なと占2泛
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ひ:力tjt!ε朶き4_方,台1才「企肌'α)イ墾1及、0:ψ品力S1衿、,しくプくとなり」1イ途

終り近くになるに從ひ高速古なる爲過卷の危除があ乙'

第N岡は共負荷曲線を示す。

(3)関筒冏銚型卷胴

閲筒閻銚型卷胴は閲錐型卷胴の缺黙を朔猫、貝的で徑の

大なる部分を岡筒型.し此部分に銅索を1段叉は2段忙

谷いて使用ずる。抑Kすれぱ坑道深き場合に於ても卷胴

徑を或る限妾に、止め乙事が出來る。叉第 15 岡に示す如

く圓筒部分を鬮錐形の兩端"て設ける場合もある。」比剛に

於ては卷上側は徑の小なる園筒部分にて回轉体の加述を

終ろ如くし、卷胴が至述に逹した後は鋼索ぱ岡錐部によ

つて尚加速され徑の大た乙岡筒に移るに及んで至迹とな

る共脚卷下側ぱ徑の大たろ圓筒部分にて加述及至述を終

り1理錐部を下るととにょり鋼索は漸ヅd成述が行はれ、,徑

の小なる岡筒に逹せんとした時に回轉・部分の減述が姑亥

るのである。第15 岡は共負荷曲線.を示t。

(4)ケーペ一 i勺

ケーペ一式ぱ第16圖第17岡に示す如く徑の大なる咽筒

馴1骨車1個を使用してi骨車に鋼索を釣駈式に掛、け溺,車夫

而の満.鋼業主の摩擦によつて卷上げ力新了ぱれるのであ
ノ

る'此型に拠ては郷切契のミニリが最も延大叫き乙、黙で、

;〒IC加辿、減池の時b述榔を岡滑に行はねぱならぬ。鋼

索のヒリを防_止する力法としてば溺,車主鈴鴛哲の按鞘;角を

W'來るだけ大きくとり、叉溝のライニンづは;予に蜜擦系融
,

ヅ才大なる材料を避ぴ、ケーづには鋼索.同仁電量の尾索

を併、1L て不平衡荷軍を極力小にして居る。

吐泓,車刑が他の谷胴に比しイ荊心な黙ば'骨小ΥX'造が簡

Y゛'6 、 11沖躍ほ力τ4、/¥き;フ!託11子1オ之イ 11ιル織1野ン 1r 1ト.古、ろとノt
Jノ

i

ノ

＼

、

0

i

、

1五 椴

が出來るので深い竪抗程使用條件が有利である、叉使用

綱索の長さは他の尾索附卷上機の大約 1.にて演み且鋼

索は軸方向の移動がたく常に一定であ乙ため偏位よb受

くろ鋼索の損傷がない。

次に共缺黙を擧げれぱ滑車と鋼楽問托ヒリが起り辻b

によろ鋼索の損粍が多い。將に淺い坑では此傾向が著し
』

く普通300米以下の竪坑には此型は使用されない。叉鋸

索の仲ぴに對する調整が他の刑の如く簡單に出來ぬとと

及ぴ姻索切断の場合兩側のケージ共墜落を尭がれ得ぬ事

等であ乙。第 16 岡はオ粧の負荷曲線を示t。

以上は井通竪抗卷占し使用きろXものにつき其概要を

述ベ併而其負荷曲線を示し,たのであ乙が、以上の負荷曲

線の討・算の基礎は次の通 n下あ乙。

途上伯Ⅱ岡索張力 9,500 妊

途下倶倒a索張力 4,9381正

1羅力τi樂さ 370米

途上述安 9 "之/子少

鯛索直祥 40 オιモ

谷胴回轉畷 1 43/・1託牙、

京動撥回愽暇 5Ⅸy,飢分、

ーー1リ1、ナト3己市古1寺1櫛 71手少

〔5)晶γF条谷枠型

上'.の外に応f索卷忰型が磨乙'此川!は聳途岡に示

・よ如き卷枠に;"朱な橘〒胴索を卷込む葛のΥ、卷始めは

川艸力力斗抄たくて濟み1段卷込む征に半徑が六ιなるた

め岡縦剣卷胴の場合の如く靜a川可轉力は至行程を通じて

1略・ノ心にt乙と主が出来る。併し坑道の江tい場合は卷始

がイリ加1言→取力小きく tろ立J製十川武kに伽部た新曲内力を
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與ヘるため比較的淺い竪坑のみに限られて居る。

ウ、斜坑巻上機

斜坑卷上機は斜抗抗道に於て炭車、餓車汲び人間を卷

くに使用す乙もので我國の淡抗、礦山に於て最も多数使

用されて居り、型は圓筒型の單卷、複卷及ぴ稀れに循瑳

ローづ式等が使用されて居る。大型機は主として抗外に

中型以下は抗内に設置されて居るか、最近は坑内設置の

もの厄て500馬力程度のものがある。卷上速爽は竪抗卷

の毎分300米乃至900米又は以上の商速なるに對し、斜

坑卷に於ては毎分150米乃至1蛎0米を吾り画主して居・る。

(1)單則卷上被

圓筒型卷加ル個を有し途胴は竃動椴よリ幽地1以Xは

毛段を介して述拠.される構造となつて居る'於近は発ど

凡てが誘尋竃動椴により述軸.される關係上、卷胴には按

子を弦けず卷上けリ企Fし共に電動機に遊流を池じて行'、

を普通として居る。斯くして卷下荷亜が璽くなれば織動

機は同期迷皮より溺田たけ大なる一定辺変に伊'子される

ため過速の危檢かなく且誘電野型"纏として磁力を織悉1＼

逆途するととになる。然し卷、下しの迎愛制御は之を1既、

的に行'、ととが出來ぬため、停止i郡示してはづtつ篭劇慰,

を電源より迷漸し制動機を掘作して除々に行'、のであ乙

(2)複胴卷上桜

複胴卷上椴は岡荷型卷加」ご細を屑しー・力0巻炯にて劃

車を卷揚げ、池力の卷炯にて室卓を巻下す所謂小衡卷赴

,小を行'、もので、淡量ξ1窟なる複.1ぢτ述'C使用さ才しるの

で南る。而して一般に後胴卷上枇は單炯型に此して俳込

も複"で且悶債であ乙か、單炯の場合は卷揚げ巻下しを

別々に行'、に對し複胴にしては上述の如く同時に之れを

行'、ととが出來るため述搬量は逃かにプぐξ、而も十衡卷

を行'、開係上動力の消変量は比較的少くて滅む。從って

大客量の卷上機は主として複1炯型が抓削さ心て居る。

次に科抗に於てば卷上1回飢に贇車と室*の切拶ヘを

行はねぱならぬ。即ち卷上完了1安斯に連希さ乙可声本中

叉は贇車の位置迄鋼業を卷出し1卿ま谷込むし、四がある。

此目的のため卷胴1てぱ邇常な按子を設け各卷加」が單獨{C

述轉出來る様になつて居る。固按子にぱ種々のものが使

用されて居るか大界品のものには主一して池W斗県作の鳳

盤型摩擦按子力汗条川されて居乙

で、

玉

J

主坑道、針坑道及竪坑樹漣搬機

ゞ
、,

ユ55

染 20じ二1 40okW 蹄胴卷_1・,機 0亢内捌イ、D B 550731

(3ノ人耶を_上佐

人中卷上機は從業員幻坑内外b交通機關主Lて使刈さ

オ L るもゾ、'ご、人'[j途']11汗1.Jでιノ S '1tt丑さ、11 ることあり j辺、19・
通ゾj斜上τ,途を人、中y迩射tH}七 tる,,1>介もある.イ可、nにして

も人 i、nを'にojlt も 1、重リ業な往1'_1二1褒、ξ'ある大t めJtNリ走q)千野七恐、

なる 1土勿j'河、谷樹W)1・ル迅'も至つてr硲"!に1[過/会、過j山、

夕IE '了の1牙イ↑は紅t越!、磁、・n1にn共玲イ、乙;1、ι劇ル穫及び'冬平゛dナ

安至生嬰置を上.1応して居る。

人車卷は一般に複肺再幼q采削きオヅ瀏炯山迫祥1此皎酌

大きく越定し、鋼索の安、ヰ材士苗Mf_卓に上J110以_上にと

るをマ粉面とヒて黒'乙'を1'喰'は推商1'ι卜15り米科安を

鯲空主し運搬と人車卷を鞭ね大ン途_1寸洩1こあってば、二段

史i」し女14)i克、苓〔1iξ耐1{茂をイ吏 HI{_人!1・'を jざく、↓シf卜1士'E.j1笈、をイ氏

迷但11{C切1典ヘて遜轉吋'る。气人竿冬Uリ削のも山は卷下し_

(こ珍'し豆秀彗ι1石:!珂1昼女4)仏上iξ、jH則五【迫1イ10{tイ挿 11二{y上り、・＼旦斤計、1子港

1じ'捌重力御1符゛、方五七に上りj巡M寸、るもわも恋 Z、

(4)衛覗口一づ土し遂上椴

11而王異口一づ i七ほフkJ1三方τ匙t'又1土玉爰1峨奈1の村〔j'f;こ、E J・＼して、
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の重呈がてより常にー・定に保持されて居る。而してM駆器

劃ルづーの上下運動を利用して浮動開閉器を作動させ油

ボンづの自働趣軸そ行ひ卷上桜の運轉中は常に蓄聾器内に

座油を保有する士共にシリンづーの上昇及ぴ降下の位置を

市郎艮して絶對に畷油が缺乏しない様になって居乙。若し

萬一何小の故障で電重城が運輔辻開始しない場合ぱ直に
非常制動を行'、安至奘置も県備して居る。

氣歴操作装置

本装置は油ボンづの代りに第28圖匪示す如き小型の本

氣巫縮機及ぴ室氣樽を備ヘたもので、捌動は重錘にょり

弛綏は氣座にょり行はれるものと、之と反對1て制動は氣

唾にょり弛緩は重錘にょり行はれるものとの二っの力注

がある。前者は制動の際衝染を伴'プCめ制動筒にぱ緩衝

壷を附して軍錘の降下述度を調整する吃、要があり、叉後

者は室氣の璽縮性よりして制動の際の衝瓔は少ないが梨

駆低下の場合制動力不足にょる危儉があるため斯くの如

き場合は重錘にょ乙非常制動が行ばれる。

本装置忙於ては室氣槽の墜力は室氣が放出されるに從

ひ墜力が漸次低下tるため最低燮力を定めて置き、制動

機は此最低墜力の場合に於ても充分の制動力を發揮し得

ろ様計盡せねぱならぬ。次に墜縮機は室氣樽に取付けら

れた駆力開閉器にょり自働j璽轉が行はれるのである。即

ち室氣榊には運株用座力開閉器及ぴ非常用歴力開閉器の

2個を取付け、運轌朋座力開閉器は室氣槽の座力が7kg/

Cm゜に逹すれぱ歴縮,機の運樽を停_止し、座力が 5kg/

ユ 1 '

、

第ΠⅡ章 主坑道、_斜坑道及竪坑用巡搬機
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、

第27圖油麼装置蓄麻器及制動筒#515N
.

Cm'低下すれぱ駆縮機を運轉する。若し萬一座力が5

1熔/cm'以下に低下しても向墜縮機が運轉せぬ場合は非
常用座力開閉器が作動し非常制動を行'、方式巴なって居

る。

(3)接子

接子は卷胴刺1と卷胴の連結を保つ重要な部分であって

噛合型按子、圓錐型摩擦接子、帶板型摩擦接子、圓盤型

摩擦接子、齒車型接子等種々の枇造のものがある。

噛合聾牙妾子は硴實性はあ乙が航合が厄介で且鋼索の延

ぴの細か山調亀が出来ない缺勵があり、叉圓錐型摩擁接

子は矧蔀N余容昜であるが大容量のものには使用出來ない

當赴は中型以上の卷上機にば主として闘盤塵擦型接子及

ぴ齒車型接子を採用し、操作は手動叉は油!雁及ぴ氣駆に

より行つて居乙。

圓盤型摩捧按子は鋪ι9圖及ぴ第30岡に示t如く制動

輪に取村サられた摩擦板③を摩擦面に木片を張ったクラ

・,チ板①②にて爆《狹むととにょり貝的を逹するもので

クラッチ板①②は側1占共に廻株するスライダー⑨の左右の

勅きにょり励レト⑫を築内1して軸方向に侈動し摩擦板
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③との雜合が容易に行はれるのである。

本接子は以上の如き擶造なるため誹合が敏速容易に行

はれ、且鋼索の延ぴに對すろ微細な調秩を行'、ととが出

來る。叉摩擦面の雌力を適常にして置けぱ過負荷衝曝を

受けた場介摩擦面にて沸・りを起し,桜體及び鋼索を保縦ナ

る特徽を有して居乙。尚1削蛾又ぱ氣腰を以て操作す乙場

合は硫贇性を有せしめ乙ため軍錘により捌介し,、油駆叉

ぱ氣唖にょり航脆せしむる如くし、何」制動機主互鍵せt

めて制動の状態でなけ加"ぱ接子びX靴介ぱ行ひ得ぬ様にし、

て尻,ろ。

次に齒車型接子は第 30 1樹に水す如く噛介川リ妾子の・・・

極であ乙9 噛合刑占同様に接子の離合にぱ不便であるが

磁!贇1生があり、叉齒の eツチを小さくするととにょり或

程麼迄鋼索の訟W惨も行'、ととが忠來乙。然し齒中のーつ

のぜ,チも卷胴表面にては相常の長さとなるので、此測

ぱ銘索の微細な調敷を要せ中、且頻繁に部介を行'、必、雲

のないものに主として使朋されて居る。

(4)非常制動機と安至装置

非常制動機ば非常の場合に敏速に制動作用を行含、月的

で主制動機.ぱ別個に電動機か,予ルづ軸上に設け乙の

が普通である。本.機は制動は重錘により弛綏は抑上機叉

は電磁石にょつて行ひ電宇よ的安至歩'置と關聯させ、下記

の場合は直に非常制動を行ひ車故を未然に防止tろもの

である。

1 通速度の場合

2 過卷きの場合

3 過負荷の場介

昭和 18年8月

゛一

→1:
電 機 19 卷第 8 蹴

陥

、

第30 岡

世待又剛摩擦接子

4 91遜のづ易合

5 電氣的故障の場合

6 蓄嘩器叉は本氣樽が無雌又は嚇力低下の場合

7 配管内無駆の場合

8 抑上機叉は電磁石故障の場合
゛

以上は卷上機の主要部分に關し大略誘明したのである

が、電氣轟゛池に各種安丕ギ'置R開してば別項を御參照願

度い。
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4.卷上機用誘導電動機

一般に確仙用誘尊電動機主して契求さ東る最大の蓼繊

は運轉上の信'輯度が高い事であ乙。將に卷上桜は餓山に

於て最も軍要なる機械のーつであるので、鐙捌触の性能

の優劣、故障の有無は直ちに時局下妓も重要な埒蓙能力

に至大な乙影響を與ヘるのみなら中、最悪の場合には尊

き多數の生命を夫'、危険さヘ往々にし,て生ホる虜があ

る。

されぱ餓山卷上護用誘導竃動機の'没計に當つては電氣

Bり千芋1生詑ぴに桜械的強度ば勿論のととであるが;確山の

駄態を充分に認散して取扱ひ簡單でチ捌徐千入に便利な型

式並ぴに構迭を避定し、故障なく素人でも、容易に取扱ひ

得.る様にするととが肝要である。以下卷上機用誘導電動

機に就て考慮tベき黙を述ベる。

ア、型式

卷上桜用誘尊電動桜は負荷の性質上於大回棒力 250%

以上を要求され、述慶制御或は逆相制動等を要tる場合

もあるので一般に卷線型を採用し、型式はそれぞれの据

イ寸場所の耿態に應じて下祀のものを使用して居ろ.

(D 防'嘆型集電瓔付開放型
゛

(2)防晦型嚇乳範理付防滴型

(3)防廩型集電畷村閉鎖通風型

(4)防廩型集電畷付水切型

(5)防堕型集電瓔村至閉外被通風型

(6)防爆型集電環付閉鎖通風型

(フ)防爆測集電環付水切型

(8)防爆型集電瑞付至閉外被通風型

(9)防爆型至閉外被通風型
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之等の型式は何れも集電装置を電動機本体よ畔柄籬して

遊ぴ側肘軸受の外側に取附け、之に防塵型集電瓊擾叉は

防爆型集電毅援を鮒けた所謂オーパーハンづ型集電瓊附に

なつて居り、下認の如き長所を有し,て居るので、暗山向

けとして推奨に値tるものと思、はれる。

(1)集電装置を電動機本体と隔雛してあるので絶縁

に有害な刷子及ぴ集電環の粉末が固定子線輪並に

回轉子線輪に附碧tると主無く絶縁に對tる信頼

度が高いとと。

(2)集電装置の組立及ぴ分解が容易にして勵檢、揣

除手入等が簡單に出來るとと。

(3)集電装置を肘軸受の内側に取附けた型式に此し,

て軸受中心Π那柄が著しく短くなるので、桜械的彊

度が頗る大と力り、卷上機特有の振動、術曝に對

して極めて安至なると主。

イ、防爆構造

金劉鉱山に於ては蛤U叟'1生瓦斯の介1モはラをづ老ヘられな
'

いが淡坑k於てはメタン'瓦斯及ぴ崇馳の存在を充分誘慮

tる必要があ乙。防爆型電氣機器の織造の不備から往々

にして坑内爆發の栫事を生じ、多數の人命に災害を及ぽ

した例は少くない。されぱ電到桜の防爆構造に就ては特

に矩重を期し爆霞性瓦斯の存在の有無、危儉の度合、ちじ

内の通風設舗リ芋を充分に検討ヒて据付場所の状態に適地

した下記の防爆符江北を避定すべきである。

(1)防鴻セ型集電瓔付鱸動機

集電装置を電重城本体より潮際此て肘軸受の外に

出し、別゛111受に氣密に耳対寸けたアダづ夕一と軟鯛製

麗凸にょり符閉して防爆型となしf選動機本体は

据付場所の駄態に應じて閉鎖通風型、水切型、或

は至閉外被通風型を採用し,何れも安系埒防爆拙浩

になつて居る。

(2)防爆型電動機

集電装置、電動機本体共電動桃全体を防爆拙造に

したものであ乙。

禦轟,は至ベて商工省令に依る防爆檢定織匙遍逐抓

用して故障の絶滅を期して居ろ。猫防爆織逃の計

細に就ては第Ⅶ章を參照さホ唆ι、,

ウ、設計製作上考慮すべき駄

、

,ノ

弟Ⅱ11_駈 主坑遉、 斜坑道及竪坑用漣搬機
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舳山忙於ては概し,て素人が多い關係上電氣桜器の操作

取扱ひが・一般に街L暴である事は_止むを得ないととろであ

る。加之卷上機用電動機は負荷の特質上起動及ぴ停止が

頻繁であり、過負荷、過速度、逆轉、急停_止等運戦9伏態

が非常に苛酷であるので、電動機の設計及ぴ禦作上特に

解意すべき二三の黙に就て述ペ乙、

(1)絶縁の優秀竹

龍動機にしつて絶縁の故障は正忙致命H勺'6あるので、

親輪の形耿、卷線方法彼ぴに絶繰施行には格別の考慮を

暫する。叉容量の大なるものは高唾、低座を問はホ型卷

線輪を使用し、髄氣的特性を多少犠牝にしても絶縁完至

えして信頼度の商い修理に便利な様に誘慮すべきであ乙

急凱輪の絶縁拓對し"て於も有筈なものは猷氣であ乙。之

が對策占しては防礁絶縁ワニスの含浸並ぴに乾燥作業を敷

回入念に練返し,て、諜氣に對ι,ては勿論のと凸・一部の浸

水等に堂1{して治充分忙安桑ならしめるととが肝要であろ

爽に固定子線輪の劣削智部は市凱輪支持瓊を以て頑丈に支持

{_急激な過負荷、逆榔等の場合に線輪端蝕部に加はる六

きな機械力の爲、線輪の饗形或は絶縁の損傷等が起らな

い様萬至の策を講じ、絶繰の故障より生ホろ不慮の災害

を未然に防、止すべきである。

,(,2)頑丈な回轉子靴匙

卷上桜運榔に際し,ては竃動機に加はる電鉱的並に機械

げJ衝染の大部分けm件沖子に藥中1_、往々1写して故障損傷
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を起U排ちであるから回抑子の設計棚乍に當つては特に
、、

下記の諸黙に考慮を拂'、必要がある。

(a)パインド絲施行に際しては材質、配列、卷数、絶

縁等に考慮を拂ひ過速度、振動、衝曝等に充分に

耐ヘしめると同時に速度捌御等の場合に生凶排で

ある渦電流に依乙過熱を極力防_止すべきである。
ノ

(b)ファン、回,享子引出導線等振動、衝藥を受ける部
、、

分は材質、形状、構造或は取付方法等に注意を拂

ひ破損、接地、相問短絡等の故障が絶對に起らた

い様にすると主。

(3)集鼈装置

集電装置の設計製作に當つては特に下祀の諸顕に智意

し故陣の絶減を期tベきである。

(a)集電環の負荷耐蚤の決定に際しては仕様條件を

充分に含味すると共に、刷子及ぴ集電瓔材質の越

定に當つては特に其の馴み性の良否に對して深苔
なる考慮を拂はなけれぱならぬ。馴み性が不良の

ため往々にごて刷子及ぴ集電暖の開に過大なる磨

粍或は温度上兄を生じじ使用不能に至つた例ぱ少

くない。

(b)淡坑の如き獣気、駆峡の多い所では集電環の絶

縁が吸洪劣化して相問短絡を生ずるととが少くな

いから集電瓔の絶縁の避定に際しては絶縁耐力の

優秀性は勿論特に吸爆性の僅少な機械的張麼の大

なるものを吟味すべきである。猫完成晶の絶縁部

忙は萬至を期す乙ため防群塗料を入念に塗布して

絶繰の信頼度を商めるととが肝要である。

(C)如何に優秀な製品も使ひ放しで保守乎入を放置

tる時は遂に故障發生に至るのは當然の事である

集電瓔廻りには解氣、駆壊、刷子粉末等が累裁し

勝ちであるから使用者側に於かれても桜會ある毎

に極力捕除手入を勵行されて、故障發生を未然に

防止されろと占を釖望して_止またい。

5.卷上機用制御装置及安全装置

卷上機用制御装置凸しては直流勉動機を使用したワード

レオナード方式、イ1レづナー方式等優れた方法があろが、設

備費の安い卷糾づN誘導電耐触の二吹抵抗制御力式のもの

が墜倒的多く使用されて居る。との力式に於て制御装置

は之力井居付場所即ち坑外か坑内、叉金屬抵抗器か液体抵

抗器に依ろか等で種々異るもので設置する卷上桜に適切

なる制御装置、安釜＼装置を避定t可きである。完至な制

街鞁置占機械各部の優秀な拙造.にょり始めて圓1骨安至

・なる運轉を行'、事が出來るものである。

ア、卷上機用電動機の電氣酌制動法

誘導電到峨の鼈氣的制動力法には種々の力式があるが

餓山卷上被.に利用されて居るものは逆相制動、發電制動、

回生制動等で、卷上始めに於ては誘導電動戯として普通

麺轉を行ひ卷終り及卷卸しの際に礎電制動、回生制動を

260

、゛

34

・i

利用する。複胴卷では回生制動は餘り利用出來ない。逆

相制動は速度制御には餘り使用せられホ僅かに停止時の

制動法占して用ひられ乙事があろ。

(1)逆相制動

電動桜の回轉磁界の方向を逆にして逝方向の回轉力を

與ヘて制動す乙方法で、此の制動回轉力は非常に大きく

電動機の二吹抵抗を加減して電封桜の最大回轉力に等し

い制動回轉力を出さしめ得る。此の場合二次抵抗が少い

ど遜流は共しく埒加レ制動回轉めは却つて減少す乙小ら

ι、す棚當量の二次払U亢を挿入せねぱならぬ。至電嘩逆相

制動の際入力は至負荷の際の2倍以上にもなり頻繁に行

'、主電動機が過勲する纓れがある。

(2)發確制動

運轉中の電動機を交流電療より切航し固定子に直流を

通じ發竃機として制動を行'、もので、二次抵抗を加減し

て制動回榔力を加減すろ事が出來る爲、停止過程中常に

最大制動回軸功を出t様にt乙事が出來る。電動機の至

負荷鼈流巴等しい直流で勵磁した場合、最大制動圃轉力

は電動機至負荷回轉力の70%程産である。本制動方法は

低速座に於ても六た乙制動回抑力が得・られるから極めて

師滑なろ述広制御を行ふ引が出來乙が、別に直流電藤を

唖す乙事が六なる缺黙であ乙。此の方法ぱ卷卸の述慶制

符似こ廣く用ひられてゐ乙。

(3)回生制動

電動機の速慶を同期速慶以上とし誘導發確機として電

力を電源に趣還せしめる方法でじ那_胴卷上裟に於て加速

後鼈力卷卸しを行ひ本制動を利用する。併し此の方法は
同期速愛以下では条烈池駁勿であ乙。

イ、金屬抵抗と液傑氏抗の比較

体誘禅電動機の制御要素た乙抵抗体に就て金屬抵抗と液

紙抗を比較tる爲液体抵抗器の得夫を次に述ベ乙。

所
1、Ξ

(1)抵抗の堆減が金鰯抵抗器の如く段昭泊りでなく迎

續的である爲関溺'な起動及速度制御が出來、卷上

起動時にづレーキの使用が減ホる爲之による電力

損失が僅少となる。

(2)液休の此熱は金礎に比ベて荘だ大で熱容量大き

七急激に多量の消賀電力を吸收し、過負荷による

破損の心配がな仏。

(3)抵抗液の温産及ぴ濃麼の加減により脳範圍に抵

抗価を堕化せしめ得・る。

(4)火花發生部分なく防爆上優れて居乙。

(5)暢?迭簡單、ンf型で据付面菰少く運搬容易である

短所

(1)液の抵抗が非常に不安定で温慶、不純物、蒸發

滞洩により1尉亢値が雛化し抵抗の最六最小の比が

小さい。

(2)抵抗液の爲衡触作用が起り壽命が短い。

(3)温吹上打,の制限範圍が狹く例ヘぱ金屬の許容上
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昇温慶の 250゜C に比し 65゜C 程慶であ b而も冷

却効果が著しく少い。

(4)移動器具巴しての取扱ひが出來ぬ。

以上の如き缺黙を有するに拘らす液体抵抗器が餓山方

面に於て大いに利用されて居るのは、適當なる砥造と取

扱ひ忙より其の缺黙を最小ならしめ寳用上差支ヘないか

らである。即ち抵抗液の濃度を適當に加減し一定範畷内

の高温廣にて使用tれぱ、抵抗価の塗化は少く、(使用

前に抵抗液をヒーターにて加熱tるが又はづレー千を締付

け電動機忙僅かの電硫を通じて温める等の力法もある。)

水の蒸發量は少量であり、液のi勵洩、抵抗の最大最小の

比を堆t事等は適鴬なる構造により解決出來るものであ

る。寓触作用は材料の避定により或程度防止出來るもの

で、長期問使用の爲電極面上に絶縁陛皮膜を生ホる事が

あるが、扣Kの如き場合は之を繊で擦り落すか叉は電極

を取換ヘれぱよい。冷却効果を玲す爲には水叉は宅氣冷

却器を取付け乙。液体の陛質上移動器具占しての取扱は

出來ぬが、移動回数の少い卷上機には問題でなく叉運搬

に、際しては抵抗液を排除すれぱ郷量となる。

以上の如く{佐匙取扱上注意丈れぱ安心して使用出來、
適切なる制御運軸、を行'、事が出來るもので、金屬節約辿、

須の際特別の場合以外は確山卷上桜用.しては液休抵抗

器の孫用を推奨tる。

ウ、制御方式及び器具

卷上機用電耐北御ネ凡て可逆制御'C坑外設置のものは金

屬抵抗器、坑内設置のものには液休抵抗器を一般に使用

するが、液休抵抗器は上述した將徴を有す乙爲坑内のみ

ならホ廣く抗外にも使用されて居乙一制御力式には郡:々

ゐるカミー般的なものを金泌発U亢と液休抵1亢とを使用する

場合に大別してその使用器旦を示せぱ

(1)金舗抵抗の場合

(a)油入制御器に依ろ方法

(b)電磁按觸器式主幹制御器に依る方法

(2)液休抵抗の場合

(C)直接式液体制御器に依る方法

(d)電磁接觸器式主幹制御器に依る方法

等に分けられ何れの場合にも電源用士して配電盤叉は

配電凾を使用す乙。

(a)油入制御器に依る方法

卷上電動櫨の容量が 20OHP 以下位の場合に使用され

制御器は横置型で油樒炉ヨに一次切換、二女抵抗短絡開閉

器を設け之にて抵抗を順次短絡する力法であ乙。使用頻

繁なる爲一次二次の接觸子は熱容量を大きくして燒損を

少くし黙檢に便な乙様油面計、油樽呉.降装置等が必、雲で

ある。第36岡は註河辻標準 FM・14 型を示t。

(b)電磁按觸器式主幹制御器に依る力法

之は大容量のものに適當で一次倶ルこは氣中遮断式電磁

接觸器、二次側には電磁按觸器盤及ぴ之等を制御する主

幹制御器主を組合した1、ので、直接一次切換、二亥短絡

^

第 1Π1 章 生坑道、斜坑道及竪坑用運搬機

.、

を行ふものは電磁接觸器で各々に治弧装置がある爲頻繁

に使用しても油入制御器の様には燒耗しない、操作は主

幹制御器で行'、爲輕く制御出來疲れ乙事がない。二亥側

には限流加速繼電器を取付名爲運轉者が誤つて主幹制御

器を急速に高述ノッチに進めても必、中豫定の速度迄上昇

して二次電流が減少した後次の抵抗を短絡し起動電流の

過大主なる事を防_止する特徴があ乙。本装置の例を第37

圖に示す。之は350HP複胴卷上機で炭車人車の2段速

度卷である。次に本装置に使用する鴬社標準器具を述ベ

る。

一次側電磁接觸器くF工一915 聾D

三極氣中遮断式電磁按觸器2個を頑丈なパイづ、づレーム

に取付けたちので、弭力な消弧吊"靭及ぴモールド製弧光

除けを有し、叉兩方同時に閉路出來ぬ様な機械的、電氣

的聯動装置、橋絡弧光による短ホ制呆護装置を有tる。第

37圖中央はその一例で定格 3,50O V 125 A であろ。

二次側接觸器盤

第 37 圖右側に示すもので次の器県を取イ寸けて居る。

電磁接觸器、限流加速糎繼器、イ氏竃藥保纖梱電器、制

御回路用二極双測開閉器及ぴ安至可熔器

量幹制御器

レパーハンドル式ドラム川蟠川卸器で動作正磁"堅侠で接觸片

は充分餘俗ある様設計して居る。ノウチ數は馬力に應じて

異り最小 6ノッチを燥準として居乙。(1朽39 陽D

(C)直.按式液休制樹曙"に依る方法

鼈血泌渋の容量が 30OHP以下位の場合に使用されるも

ので、一次切換、二亥短絡開閉器を油幣内k納めたドラム

型切1剣鋼閉器と液休抵抗器を組合せ、之を同一把手にて

操作す乙液体制御器を使用す乙力法であ乙。液体抵抗器

は擶造上、恕立界易で取換作業が簡單な事、極板や液の

駄態が隨時監ホ旦出來且衡触に耐ヘろ様頑丈にする事が必

要である。抵抗液として使用されるものは食鹽、苛性ソ

ーづ、淡酸ソーダ等で、食塵は手經に得られるが鹽素ガスを

裂生し鐵類を腐触する爲避けた方がよく、苛姓ソーダ、

及ぴ淡酸ソーダは共に鉞類を傷めろ事が少いが、苛性ソ

ー,は衣類を傷める事があるので一般には炭酸ソーづ、洗

智

第36 鬪 FM・14剛油入市11御器
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謬ソータを使用する。濃度は淡酸ソーダで 2%、洗濯ソ

ーづで5%位が適當である。次に鴬赴峡液体抵抗器に就

て述ベる。

液体抵抗器

之は起動用及ぴ述度制御用に分ける那が出来る。共に

同一織造で後者は室氣叉は水に依之冷却装置を備ヘて居

る、圓筒形鐵樽内に3相の固定鼈極主3個の可動鼈極が

相對して一本の操作棒により上下し、兩極開の抵抗を堆

減tる樅造で各相は磁器絶繰筒に包まれ之等はtベて上

部カバーに取付け黙檢修理に便ならしめてゐる。冷却挟

を水榊の内部に設け之に冷却フkを通中る様にして居乙。

極板や溶液の耿態を捌師見出來乙様液面計、覗孔を設け、

冷却水の不純物を抜出す孔を下部に設けて居る。述喫制

御用冷却力法は小容量ゐものぱ室氣自冷式共他は水冷式

を標鄭泛して居るが、・水質の懸い所叉は冷却水の得、られ

ぬ所では別に冷却器を設け張制垈冷式'主す乙京が川来

る、本器は匂吋奥開閉器上液体抵抗器を切解して据付け

レバーにて連結して使用し得る。從て運棒台上には切抽

開閉暑畠のみ据付けれぱよい。第如岡は本器を示t。

(d)電磁接觸器式主幹制御器による方法

一次側に電磁接觸器、二次側には液体抵抗器の抵抗を

最小ならしめた後短絡する短絡用電磁接觸器及ぴ之等を
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操作する主幹制御器とより成るもので、大容量のものに

使用される方式である。坑内に設置ナる」昜合は一次二女

の1却獨器は防爆型とする。本方式では(b)項に述ベた如

き限流加速装置を有しない爲、運轉署の操作誤の場合過

大電流が流れ圓滑なる加速が得難い危儉性があろが、後

述の油歴操作機關を以て運郷tれぱその危険性はない。

本機關を設げた場合は之により液体抵抗器及び主幹制御
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器を操作tるものである。

本装置に使用す乙標準桜器を次に述ベ乙。

一次側油入電磁接觸器凾

防爆の立、唖ある場合に本器を使用t乙。按觸部分を油

人占した電磁接觸器2個をアンづル・フレームに相對して取

付け之を凾内に゛夕めたもので、黙檢修理に便なる様凾内
より引出し得・る織造とし、按觸部分1力過激な使用に耐ヘ

る様特に篭流容量を安至にとつてゐ乙、第 41 岡に示t

定格 3,50O V 120 A であろ。
安

エ、制御用附屬設備・

制御用附舗設備として確源用の遮断器及び保安峽置を

取付けた配譜用器其、制御器の附屬桜器及び制動機用設

備等があ乙。遮蹄倦昂は後述の安至裴置と聯動させ運轉準

備完了せねぱ投入ぱ不可能であり、安至・装置力q動けぱ遮

岡欝は開路し非帛'制動力効ハ、乙奘置上なつて居る。以下

常赴鯲磊.に就て述ベ乙.

(1)配確盤

第38岡左瑞に示すもので其の取付器其を下肥に示す。

油入遮陶避、1恐心計、電兜論ト、私1工'力計、標示燈、

過負荷キ識繼器、低鼈畷〒園心器、堕流器及計器用饗嘩器

(2)配透凾

本器は狹陶な坑内等で使用する爲形肱を小さく輕量に

手荒な運扮類刈吸0'忙耐ヘる、様戯固な鐵凾巾に至器男、Li 、

を取付け厳靈な防媒俳造占して居る。上部狹隙防爆下部

油入防爆の蒔お詔分より成り完至に防爆的{て仕釖られて居

る。遮蹄恬倖は油中にて開閉せしめ火花發生部分は油面下

130 粍以上あり、券'列坊爆室は繼流計其他の器具を收め

る所で上部カバーに金驗狹陳を設け計器前面は10粍厚さ

の硝子板を置き、ケース・カパーの接合面は器半目品の仕上

金屬面を以てU坊爆上造憾なきを期して屑る。本器の定

格は 3,50O V20OA で標準 LM-102X 型の取付器県を

次に示す。

油入遮断器、確流計、表示燈、過負荷引外線輪、低電

墜引外吊弼倫、奨流器、包装可熔器付計器用奨壁器

等で本器は以上の取付品の他に二極熱動過負荷糎電器

を取付け直入起動器としても使用する。第 41 圖右端は

LM-152X剛で上祀器具の他に裁工符翌力計を取付けて居
る。

主坑道、斜坑道及竪坑朋迦搬機

y

染40削液体 1川御器
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鎗43岡操作機閑

、

築41岡 左より採竹揚對網朋電磁開閉器凾"55073

高熊可熔器1嫡一・次側確磁接觸解両

LM'1訟X測貢嘩琶1西

゛モ、ーー

第421河 LM・102X配晒嘩諭嫡夕"杉岡

第42岡に LM・102X 測の外形寸法岡を示t。

(3)油駆操作様開

液休制御器は漣粧的に使用され運惇者を疲れさせぬ様

其の操作の輕快主云'、事が苔だ重要覗されろ。液休抵抗

器の容量が大きくなると可動部の重量も増し手動操作で

は重くなる。此の4X訓C本機開を使用するもので凾内に

曲車ボンづ、崎動纏を設け油卯沈 eストンに途り此の動き

を以て透,極を操作す乙もので、その動きは捕寸乍把手の動

にき追從す乙繕造で、此の装置のーつの特徴は自勧起動

が出來乙黙でシリンづーの油の入口の弁を邁常に加減して

置けぱ運袖渚'が如何{口急激に把手を運縛位置にとつても

抵抗器は或限時を以て起動t乙。向本奘置が故障の場合

をも考慮しレパーにより直按操作し得乙惜造主して居る

第43固Hと本機を示t。

(4)室氣冷却器

液体抵抗器の設置場所が冷却水の得挑いづ易合、叉は坑

〆
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内天然水を利用する場合にも泥土其他を含有tる不潔水

である時は冷却効果を低下せしめる許りでなく冷却器そ

のものを腐触せしめる爲、漸次水冷式を止めて室氣冷却

式を採用されろ傾向がある。本器は冷却器と途風機をー

体にしたもので高温の抵抗液をボンづにより引出し本器

に導いて循毅せしめるもので、冷却管は冷却効果を荘大

ならしめろ爲U フイン管を使用してゐる。凶フインは普

通の一粍徑の銅線を外徑13粍、 eツチ3粍の螺線にして

數個絡み合せたものを冷却管に接着したもので熱抵抗を

低下せしめ熱移動量を埒加せしめろもので、從來の鍔付

管より心非常に優れた性能を有してゐ乙。第 44 圖は本

器を示,、。

(5)水冷却器

大型の液体抵抗器で冷却水の得られる場合に設置する

もので金弼管を多數並列に竝ベ、此の中に商温の抵抗液
冬

を通し外部を水にて冷却するもので、冷却効果最も良く

比較的小型である。第 45 岡は本器を示t。

(6)計器塔 、

電沈汁、回轉計等を取イ寸け運轉Xの見易い所に設置す

あろものでる。(第46 岡)

(フ)油座装置

油厭制動をなt場合は蓄駆器用.して 3HI'3相誘導

第U岡空氣冷却器

菱 電 機

電動機2台を設備する。内1台は豫備用で各々に電磁接
觸器を設け自動的に運樽する爲浮動用開閉器叉手動運轉'

の爲に抑釦を取村サ、蓄唾器が無曝の場合の危儉を防止

する爲制限開閉器を設ける。本装置の電源用として3極

油入可熔器凾(第41圖)1KVA3相饗厘僻 1台が入用

である。

オ、安全装置

安至装置として要求される黙は動作の正確な事、縱持

上手數を要せぬ事等で、以下當赴標準安至装置の種類、
作用等に就て述ベる。特に非防爆型と指定せるもの、他

は總ベて完全なる耐座防爆織造である。

(D 非常制動用電磁器

油巫制動の場合に於て遮薗傑開路の際可動鐵心及び重

錘を落下し油座弁を操作して非常制動をかける役目のも
ので、(2)の開閉器と聯動せしめる。本器は OB-1型を

使用tる行程50粍索引力 5kg で電源用として3KVA

單相縫座器を要tる。
俵

(2)制動把手用聯動開閉器

前記非常用電磁器上に取付け非常制動がか、り重錘が

落下tれぱ本器は開路する。此の際運轉者が制動把手を

制動位置に持來る時は再ぴ閉路Cて六の運轉に備ヘるが
若し制動把手を弛め位置に放置する時は本器は開路の泰

＼となり遮薗"の投入を不能ならしめる。換言tれぱ非

常制動がか、つ九際運樽者をし,て辿、す把手を制動位置に

持來る様インター0."クしたものである。

(3)非常制動用フラスター及聯動開閉器

遮劇'譽開路の場合鼈動機のかりシルづに作用して非常

制動を行ふもので、本器故障の場合遮蹄常昂を開く爲聯動

開閉器を附属させる電唖用主して 5KVA 3相堕厭器を

腰す。

(4) GL 型卷上安至器

本器は過卷、過速防止粂用の安至装置で大型卷上機K

は缺ぐべからざるものである。從來主として設備された

ものは過卷にあつては深度計の一端に制限開閉器を取付

け、過述忙あつては商速剃耐都て遠心力開閉器を取付ける

ものであつたが、之等の方式は黙検修理に不便で叉機械

部分の振動の爲誤作動を起し易い缺黙がある。本器は之
等の缺里古を一帯する爲過卷、過述兩要素を一体としでー'

機織内に纒めたもので運轉上最も便利な位置に据付可能

1てして卷胴との闇にはチェーンを以て連絡する故振動が

傳はる事なく叉不断の黙檢調製が極めて容易である。本

器は第47 圖に示す如く其の主要部分はカムホイール、フライ

ポール及ぴ之と關連する2個の開閉器、弊鈴等より成る。

次に作動を誘明すれぱ、

(a)卷過卸過の場合

カムホイー1レは卷上機の至揚程に相常する回轉角麼を有

tる回轉圓盤の終端近くに適當なカムを取付けたもので

必、要以上に卷過ぎ或は卸過ぎた場合カムにより開閉器を

開き遮断器を開路し非常制動を行'、ものであろ。

与 550265
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(b)過速の場合

フライポー】レは卷胴の回轉速度に應じ銓敏に作動するも

ので、過速の場合ぱ之力町乍動により開閉器を開き上祀同

様の非常制動を行ふ。

(C)減速時に於ける過速の場合

減速時に於ける過速防止としては回轉圓盤に減速カム

を取付け若し適當の減速を行はない場合は、つライポール凸

減速カムの聯動にょり開閉器を開き前記同様非常制動を

行ふもので、伺卷絡り近くに於ては運轉者に注意を與ヘ

る爲單打ベ】レを鳴らす。

向爰車及ぴ人車象朋卷で電動機を2段速度雌切換ヘて

使用する場合は、極數饗換器とインターロ.,クして運轉台

上にて極數塗換器を切換ヘろ事により2段の速度に作動
'

せしめる事が出來る。

(5)非常用開閉器

足踏式と手動式とがあり何れも運轉台上に取付け非常

の際に之を切つて遮断器を開き非常用制動機を動作せし

めるもので、標準主して六の種類のものがある。
足踏開閉器PX 型

LP 型足踏開閉器(非防爆型)

工E 型手動開閉器(非防爆型)

(6) LJ 型電鈴用開閉器

深度計に取付けるもので過卷に近づいた時本器を働か

せ、警鈴を鳴らし運轉者に注意を喚起せしめるもので、

自動復肺式である、本器の作動後更に卷續ける時は次の

過卷防止開閉器が作動tる。

(フ)工Q 型過卷防止開閉器

(6)と伺様深匪計に取村サ卷過ぎの場合作動し遮薗傑

を開き非常制動をかけるもので按觸部分は早切装置を附

し硫實に開閉を行命、。オ弐器は商工省令石炭抗用機械器具

檢定に合格し直方試驗所条52競を受けて居る。

(8)パッ千ンづ用足踏開閉器

運轉台上に取付け過卷防止開閉器が作動した場合本器

を閉路せねぱ遮閉器は投入出來中、過卷防.止開閉器がり

セットtろ迄本器は閉路L,ておかねぱならぬ、標準として

、
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第49岡 PX測足踏開閉器"51469

次の、のがある'

P文型足踏開閉器

LP型足踏開閉器(非防爆禅D

四)工R型過速慶防止開閉器

卷上機高速側軸端よりベjレト叉はチエーンにて本器を

回轉せしめるもので從來のものが作動不確置なるのに比

しオ曝は鏡敏確寶に作動する、作動黙は同期速度の 110

%としてゐ乙。

(10)' LT 型蓄座器用制限開閉器

蓄墜器が無駆の場合の危険を防止するため油糟に取付

けたレバーにより作動せしめ遮鬪避を開き非常制動をか

ける。

al)制動靴磨減用制限閉閉器

制動靴の磨滅が或程度以上となつた時動作するもので

制動用ビストンの何ξ程,が一定価以上になれぱ本器は接觸

を閉ぢ警鈴を鴫らす、此の場合非常制動はかXらない。

(12)ガイドレー}レ用制限開閉器

スキリづ卷の場合ガイドレールに取付ける過卷防止開閉器

でスキリづ自体忙取イ寸けたるレバーに依り本器を開路し

非常制動を行ふ。

(13)歴力開閉器

氣座制動方式の場合氣卿功{一定値以下に降下{、た時、

本器が作動し非儲'制動を行'、。

6.イルづナー卷上機電氣Ξ測蒲

誘導電動機・を使用する卷上枇は、述度制御の困難と言

ニ、缺黙があるが、經沙泊勺見地から、中小容量の卷上機に

は盛んに使用されて居る。近年制動方式の改良進歩によ

つて容量は次第に埒大し、既に 1,000馬力の斜抗卷上機

が記鋒されて居る。然し高速慶、大容量の竪坑卷上機に

於ては、制御方法の困難、電力の損夫等から、直流可難

電駆制御方式が採られて居る。

ア、イルづナー式巻上機の特徴

直流可塗電墜制御方式、特にイルづナー式卷上機の特徴

39
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のーは、速度制御の確貴、安至且容易なととである。誘

導電動機を用ひ、其の二六側に抵抗器を用ひて速度制御

を行'、ものにあつては、ハンド1レノッチに對する電重城の回

樽速度は負荷によつて焚化するために、制御器占づレーキ

との併用によって辛うじて所要の速度を得て居乙耿態で

ある。イ1レづナー式卷上機に於ては、負荷の如何に開せ゛
ハンド1レノ.,チと速虔とは一定の開係を有し、牛桝て速度訓整

奘置(例ヘぱ調整融磁櫨)を片玲、れぱ極めて正硫な速慶
を得.るととが出來る。力K て加連、及ぴ減速が、安至旦'
確實に行はれるととなり、結局高述運軸を可能ならしめ

るものであ乙。今日誘導電動機を使用す乙卷上機の卷綱

述麼は毎秒5米乃至6米程度でじ最高10米を出ない力文

イjレづづ一式卷上桜は長秒10米乃至15米に途し20米以上
のものも塑H乍されて居ろ。之はイ1レづナー式の安至性を立

證する.ものと着"、ととが出來乙。
J

竪坑卷上桜、牛¥に高速慶の卷上機に於ては、至速運轉

時問は、加速時問及ぴ、減速時問に上ぱ皎tれぱ、割合に

短い場介が多い。「例を擧げれぱ次の通りであ乙。
12.2 平少一定加述時闇

89 手少減喪加速時閥

3.8 手少至述運轉時問

16.6 手少減速時問

10.0 手少炭車入換1呼闇

フ.0 手少デ.,キ換時惜ト

W.0 手少崇車入換時闇

68.5 干少

之は至述運車収寺闇力斧Nこ短ψ例であるが、右し之{て誘

導研四え幾を使用する主すれぱ、加述時に於け乙二次抵抗
器の劃辻して治'費される遊力は、至所契鬮力の40%以上
に途t乙のである。イ1レづナー式の場合は加述及ぴ、減速

時に於けろ損失電力は、誘勢電動機の」昜合に此し極めて

イ革少である。

尚イ1レづナー式卷上桜に於ては、速唆制御範[.が既く、
低速度に,於ても、強大な阿W力を發生せしめ乙と主か出
弓で乙。

イ、電氣設備

(1)卷上用直流電動機卷上用鼈動機は正轉、逆樽
を頻繁に繰返す心のであるから、桜械的に頑丈であろと

主が遭,要である。

イ1レづナー式卷上桜に終ては、竃動機軸は卷上桜軸1て直
結され乙場合が多い。従って磁動・機は低速度主なり、大
形主な乙ものであるから、楡途開係を老慮し、繼鐵を暇

個に分割し、黙檢、補修を便たらしむる,様、州,造に老慮
を捌浴、吃、要がある。

(2)電動發電機電動發電機は、誘導電動機、直流

礎電機蹴磁機及びはずみ車を直結するのであ乙が、'はす
み車は獨立の台床に取村サて挟按手で漣結し、其の弛は

共通台床上に連結す乙。 .

誘導電動機は卷線型回轉子主して二次抵抗に、常り調

昭和 18年8月 菱
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塾器を使用する。滑り調塾器は至自動式巴tろと占が安
、

至且便利であ乙。

直流發電機に於て特に注意tベき黙は殘留磁氣を成る

べく少くtろととである。此の爲に殘留磁氣打治用界磁

怠制希を設ける等特別の老處を要する。

電動發鼈,機は負、荷の塗動によつて、速慶が雛化tろも

のであ乙から、勵磁機は速度の迷化に無關係に一定謡唾

を保つ様に内動鼈厭調零器を4、堕とすろ。

は中み車は尖頭負荷を抑制するに充分な容量とすべき

は勿論であ乙が、向謡源停止の際に心二、三回の卷上が

出來るととが望ましい。

電動發遜機の急停_止は桜械的づレー千によるものは手

數を要し、且停、止時問も長いが、逆相制動を行ヘぱ手数

を要すると占なく、短時朋で停_止せしめるととが出來る

又硬電制動により急停,止を行'、とともあるが、別個の直

流電源を要し、操作も簡單に出來ない缺黙があ乙。

(3)卷上電動機制御方式

イjレづナー卷上機は前述の通り高述であるから、炭車を

卷く場合と人問を卷く場合占で速度を迷更して、人問卷

の場合の安至慶を埒t様にする。此の場合の人問卷の述

慶は毎秒10米位が井通であ乙。

此の様に高述主低述上三段に釖換入て述縛を行β、もの

では、低述運轉の場合には坑匠及び坑口に特別の開閉器

を置くか、信'琥装置占開聯せしめ乙か、或は此の兩名を

併用して、誤つても高迹逓轉が川來ない様にすると主が

肝陣であ名。

低辿運轉の力法に二通りあ乙。即ち前述の低述運軸朔

の開閉器によって、鷺磁石等を作動せしめて、速塵制御

ハンド1レを途中にて停_止せしめて、夫れ以上の述唆が出な

い様に制限tるか、或はハンドjしは高速の場合と同様に

動くが制御用抵抗は低述に相常す乙所までぱ迷化す乙が
夫れ以上にば鎚化しない様にする力法上、獲鼈機の界磁

畠黙倫の按續を雙更t乙力入或は制御器の抵抗を適常に奨

更して低速を得乙力法とである。前薪は闘述、低速共に

加述度は同一.であり、後者は低速の場合忙は力IH虫産も小

さい。

(4)保護装置誘禅鱸動機による卷上枇の保縦奘置

主異な乙ものぱ、直流主回路過負荷保設製置と、卷上確

動桜の不足勵磁に對する保纖装置主であろ。前Xは氣中
遮断器が作動すれぱ主回路を開放す乙ととなく、適冨の

抵抗を殘す様にして、非彬'柳1動を行ひ、、此の1」秒亢を通じ

て發遜制動を行'、様にする。後Xは卷上電動機の界磁確

流が・・・定価以、下になれぱ非常'制動を行はせる。

非常制動は原因の如何に拘ら中、發電機を無蹴磁にし

て礎電捌動を行'、主同時に、桜籾舶勺に制動ナるのが并漣
である。

ウ、イルづナー卷上機の賓例

國産イルづナー卷上桜は極めて少いが、當赴が三菱鉱業

會赴の御註艾により製作した、 1,550 馬カイjレづナー卷上

+ー___.ー』」ご'
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機の電氣設備の要目を場げて參考に供し慶ψ。

電氣設備要目

卷上用直流電動機

電厭出力 1,550馬力 0~釦0 ポルト

回熱數 0~4スフ長分 連續定格

至重量約,70噸

主電動發電機

直流發電機

電畷 0~600ポ」叶出力 1,300千口ワ,"ト

回縛數 750長分 定格連續

誘導電動機

電座 3,300 ポ」レト出力 1,100馬力

周波數 50サイクル 定格連續

勵磁機

出力 35牛口ワ',ト 電墜'220 ポ1レト

回轉數 750姦分 定格連續

はホみ車

WR゜ 35噸米゜ 重量約35噸

自動速度調整勵磁機用電動發電機

直流發電機

出力 0.5千0ワット 電墜

回轉數 1,200毎分 定格連續

直流電動機

出力 1馬力 電墜 220 ポjレト

回轉数 1,200鉦分 定格連續

補助電耐触

主電動發電機起動用軸受座油ボンづ電動機

軸受滑油ボンづ電動機

制動機用室氣啄縮機電動機

制御装置

配電及制御盤 1組

1組直流遮断器盤

自動滑り調整器 一ιヘ1 口

發電機界磁制御器 1,個

電動機界磁開閉器 1個

非常用開閉器 1個

其の他制限開閉器、計器、補助電動機用起動器類等で

あるが、尚詳細は三菱電機舗17卷第3琥(昭和16午 3

月)を參照願ひ度い。
＼

フ.斜坑集團ベルトコンペヤの電氣設備

從來は抗内から坑外ヘの石炭運搬力法として斜坑卷上

機或は竪坑卷上機によるものが普通であつて、ベルトコンベ

ヤは切勿、片盤或は撰淡場等に於て、此岐的短距籬問の

石淡運搬用占して使用されろに過ぎなかつたのであるが

數年前から之等卷上桜に代つて、斜坑集團ベルトコンベヤた

よる力式が諸所の淡坑で採用されるに至つた。

科坑集團ベJレトコンベヤは、多くの場合、淡車をエンドレス

或は電車等により、、各片盤から斜坑坑底のボケット上に

運びチ,,ララによつて髪車内の石淡をボケットに移し、次

にボケット下部のシュート及ぴフィーづーにより斜坑最下

部のベルトコンペヤに積み、六第に上言例則ベjレトコンベ卞に移

し、最後に、避炭場ボケ四卜内に途り込む方式である。

又坑内には至然炭車を使用せホ、各片盤にべ}レトコンベ卞を

阜

、
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使用して、石炭を直ちに斜坑ベルトコンペヤに積み込むと

占も出來乙。

斜坑集團く1レトコンベヤが、從來の卷上機に此して、大

なる特徴とする斯は、運搬能力が極めて大なるととであ

るが、尚次の様な利博古がある。即ち

a)自動趣轉化されるから、人件費を減じ得る。

(2)織造が簡單で、取扱が容易である。

(3)淡車を使用せぬ小ら危険が伴はぬ。

(4)運轉勃ξ合理化され、負荷率が良好ιなり、竃源

途電系統に悪影響を及ぽさぬ。

等である。.ーカ建設費の黙に於て、他の運搬設備より多

少高債となるが、前述の特徴は此の缺黙を補つて尚餘り

ありと云ふととが出來る。

動機電ア、

ベ】レトコンベヤの所要起動回轉力は、大体、運轉回棟力の

130 乃至250 %主されて居る。普通科坑ペjレトコンベヤに

使用される出力100乃至・200馬力程廣のものに於ては、

所要起動回轉力は、運轉回轉力の180乃至200%位を要

するのではないかと考ヘられる。一般に電動機の定格出

力は、負荷の所要入力の120%前後に撰定されるから、

電動機の起動回轉力は、其の至負荷回轉力の]80%あれ

ぱよいととになるが、贇際趣轉に當つては、豫想外の起

動回轉力を要するとともあらうから、電動機の起動回轉

力は、其の至負荷回榔力の最大250%位を出し得・るもの

が安至である。

此の様なべ」レトコンベヤ用誘導電動機としては卷線型、

籠型の2種がある。箱梨誘導電動機は信頼度高く、制御

装置簡單で、且故障率も少いが、直入起動を行ヘぱ起動

回轉力過大の爲に、起動時の衝動の爲にベ1レトの壽命を

短くする。一般に集團ベルトコンベヤの場合には、互,奥隆

及ぴ豫備打.の關係から、例ヘ各ベ1レトコンベヤの所要入力

部異つても、電動機の定格出力を1種叉は2種とするの

で、、或るものに對しては荘だしい起動回榔力の過大を超
來tる。從つて小型のもの以外は、起動回轉力を自由に

調整出來るものが望ましい。との施型誘導遜耐餓の起動

回軸力調襲法としては、 Y△起動法、單卷雛睡器袖償起

動法、、一次回路に起動抵抗又ば、起動りアクトjレを使用す

る法等がある。此の内、 Y△起動法は、起動1可轉力が、

Y結線と、△結線の2種に限られ乙ので贇用偵佃オξ少い
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單卷渉歴器補償起動法は任意の起動回轉力を得るとし

が出來るが、切換装置を要するので、多少複雜となろ。

一吹回路に起動抵抗、叉は起動りアクト1レを使用する法は

起動回轉力の撰擇も自由であり、装置も比鞍的簡單であ

ろ。

卷線測誘導電重力機は、之に時限式加速装置を附聯せし

めろ主、如何なる負荷駄態に於ても、圓Υ骨な乙起動を行

'、と主が出来、ベ1レトの損耗も少くなる。此の場合の起動

抵抗器占しては、加速力法殴ぴ、防爆の黙から電動操作

式液体1謝亢器が適常して居る。液休抵抗器には冷却装置

の膨i墾はな込が、至負、荷起動の場令にも、激回四連糸鮎起

動に耐ヘろ容量を有するヒとが立、唖であ乙。

鼈動機の保詮力式としては、剣・坑坑内に便用すろもの

であ乙から、防爆型主しなけれぱならない。浴しが瓢甕陛

瓦斯が至然ない所ならぱ防爆剛の'、蓼はないが、淡喫が

獲生す乙ので、至閉型叉は至閉外被通風川功ξ適常である'

イ、制動装置

斜坑集團ベjレトコンペ卞に於てば、その逆勧1を防,止する

爲と、叉至ベ】レトコンベヤの一独イ亭止の際、仕様及ぴ負荷

耿態の異る各ベ1レトコンペヤを略同一・時闇内に停_止させて、

繼R シ1ートに石炭の堆裁す乙と上を防ぐ爲め、鱸動機

軸に制動装置を設けなけれぱならない。捌動装置主して

は、電磁づレー千或は油座づレーキを使用するのが井通で

其の制動回轉力は、菰城石淡の荷重1てよって逆榔すろと
上を完至に防止して、確贇に電動機を靜_止の状態に保持

し得れぱよいので、急停止をR的としたものでないから

卷上機等に比ベて小さいものでよい。若し過大な制動【可

轉力を、電列戯が無電駆になる主同時に、急激に作動せ
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第53岡坑内斜坑ベルトコンペヤ

しめると、ベ1レトは菰載石髪の償性で過大な張力を受ける

ととXなるから、制動回轉力左逝轉を防止し得る最低に
撰ぶか、或は作動時問が調整出來ろ様にして、徐々に制

動を行'.峡にすろととが望ましい。

ウ、制御方法及び監覗

集團ベjレトコンベヤは遠距寓倒てある多數のべ】レトコンベヤを

唯一人の運轉者が、一組の抑釦によって、安至に、自由
に制御し、各ベ1レトコンベヤが如何な乙状態にあるかを監

覗し得ろと主が吃一唖で、個々のべ}レトコンベ卞には常時特

定の監覗人を唖せす、隨時見処りの稗安で差支ヘない。

之が爲に運軸審主各ベ1レトコンベヤ問には完備した信琥共

置と、韮字報艘置とを要し、又各ベ1レトコンベヤ相互陶を竃

氣的に聯動せしめ乙と占が必唖である。

染剛ベルトコン弌卞の制御上監覗の力法には色々の力式
があ乙が、坑内叉は力tタトの適當のj昜,πに}逐,専室を五父け、

此の逝"宗にはホ噴卸、及ぴ1監ル県忙ι、要な、あらゆる信枕

燈、巻件R電鈴、抑釦開閉器、共VX也必・要な鞭電器類を取
付けた制御盤を耀き、各ベ1レトコンベヤの起動、及び運轉

に直、要な電磁制御凾は、夫々の機械座忙置くのが普通で

ある。蓮轉室の制樹1盤ぱ照光盤を粂用せしめf他の信琥

及ぴ弊報4や置占共{て、現場の駄況を明確に監覗し得る様
にする。尚此の制御盤k篭流計を取付けて置けぱ、各

ベjレトコンベヤの負荷の}伏態おも知るととが出來て便利であ
る。

各ベ1レトコンベヤの制御器異としては、断路器、電磁捌
御凾、速度開閉器、シ1ートスィッチ、操作開閉器、警報電

鈴、及ぴ信琥燈等を喫tる。此の中操作開閉器は、綜合
運轉、停_止及ぴ單、1難玉轉の切換ヘを行'、もので、單獨運

轉は常該ベ1レトコンベヤのみの運榔1行,ひ、停_止は綜合運

抑の場合には、非常停_止を意眛するものであろ。

集團ベ1レトコンベヤの制御の方法は、數台のベ1レトコンベ卞

と 1台のっイーダーを有tる極めて簡單なものと、各ベ1レト

コンベヤ毎にワイーづーを有し、各々が一定の信琥によつて
任意に運"を行'、、極めて複耕なものとがあり、簡單に

述ベると主は出來ないが、次に共通的な一般事項に就て

述ベるととにする。

(1)起動。起動は石炭の流動方向と述の方向に順序

起動を行'一即ち最上部のベ1レトコンベヤが起動し、或る

、、
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時問を經過して、次のベルトコンベヤが起動する'此の場

合適當な時涌を持たしめ乙爲に、時眼装置が広、唖であ乙

が、'其の方法としては

(a)電動操作主韓制御器を使用tる方法。

(b)限侍鞭謡器による方法。

(C)電動操作主幹制御器と限時後霊器とを組合せ

る方法

(d)ベ1レトの述産蓼素を取り入札る方法

等があ乙0 "セの中(b)の一力態占して、ベルトコンペ卞の

敷の如何に開らす、唯2飼の限時線"器を使用する力法

があ乙が、簡單で敷個の限時〒腰艦器を使用した場合上同

様に作動し、何等遜色がな゛。

(2)'1懐片;停_止。ベルトコンベ卞は4むコンベヤを・一聾停_止し

ても、名、ベルトコンベヤの惰走距艇の相異は佛少であ乙力'

ら、ベ1レトコンベヤ綴月シュートの石淡」他裁は、六抵の場合

大した問題でない。勿而、停選或は非常の場合は、至部
或は一部のベルトコンベ卞は一齊停_止を行'、のであるから、

繊目シユートぱ茂分大きく作り、多少の石崇堆筏は贇用

上差支ヘない様にして置くのである。然し平営の停止の

場合は成乙ベく順序停止を行ひ、根目シュートの石淡堆
稙をなくし、ベ1レトコンベヤ上の石崇を少くして、次の起動

を樂に十る方が、あらゆ乙黙から考ヘて得.策であ乙_即
ち起動主は逝に於下部から、石炭の流動力向と同力向に

順次停止せしめる.時限奘置は(イ)の場合み同様であ'
ろ。

(3)一齊停止。必蓼の場合には全ベルトコンベヤを一齊

に停止せしめる。然上坑道の途中等で至ベ1レトコンヤをー

主坑道、

'

鳥
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齊停止せしめる必要はあまり起るものでなく、多くの場
合は或ろ特定のベ1レトコンベ卞をΞ欠に述ベる、非常停止を
行ヘぱよい。

(4)非常停止及ぴ再起動。綜合運轉中ゐ或るベルトコ

ンベヤを現場に於いて停_止したい場合、叉は異状を認め

た場合には、所舗の操作開閉器を停止ノッチに入れ、共

のベルトコンベ卞を非常停止せしめる。此の時石淡途込側

にあ乙機器は、至部一齊停_止せしめて、途中に於ける石

炎堆積を防止しなけれぱならない。此の様に人爲的に非

常停止したベルトコンベ卞を再起動する場合は、操作開閉

号最を再び綜合ノッチに入れ乙ととにより、自動的に順牛

起動占同様{C、・河起動を行'、。故障の場合には保護装置
により、自弱頂勺に上紀と同様の非常停止を行はしめる。

此の場合の再起動は故障除去の後、當該保護奘置を手動
復舳せしめ乙か叉ば押金川判豹器主の並用によらなけれぱ
ならない。

(5)單獨運榔。他のベルトコンベ卞とは無關係に、畔珂闘
に運桝吃行'、立、要がある。此の場合は運轉室と連絡を執

り捌御盤の匂H典開閉器を單獨に匂"典ヘた後、現場機械座
の操作勗町躬器を、軍獨運軸.ノ.りチに入れて、揮轉を行'、
様にtる。耶、獨運熱は頻繁に行'ゞものでないから、操作

上多少の不便はあつても」示Eの手段を執り、膿りに集團

ペ1レトコンベ卞としての秩牛を街Lさない様にするととが望ま

し加。單獨迎軸.の場合も、保靴奘置が作動すれぱ、運轉

を停_止せしめ乙。

(印監税。架團ベ1レトコンベ卞、'避淡機等多数の披器を

様合運縛する場介の艷覗は'憾めて亜要な事項で、殊に集
團ベ1レトコンベ卞の場介には、數古或ぱ十数台のベ1レトコン

ベヤが速距寓企に亘って配置されて居乙ので、各機器の状

六隣は、一人の監覗人にょつて知り得乙ととが肝要である

監覗事項の主なるものは、(a)順序起動凖備完了、(b)

順¥起動中、運榔冲、順庁;停_止中、(C)非常停_止、(ω

單"お迅樽中、等であ乙が、(C)のづk曹停、止ば力所可なる原

因にょり停止したかを知り得.乙ととが望ましい。とれら

Dと占を監覗人に了解せしめる鴛には、信琥燈、野帳電

鉛等を使用する。
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信競燈は、色別、明滅、照虚の鱸化等を利用し,、弊報

は電鉛、づザー等晋色の述を利用し、或は叉、之等を・適

當に組合せて監覗を行はしめる。叉各機器の耿態を一目

膝然たらしめる爲に、術併卸盤を.昭、光魅に粂用せし,めろ場

合が多い。

昭光盤はベ1レトコンベ卞及び其の附屬設備の形}伏を表徴
せしめると共に、共の配置を成るべく寳際に近くし、且

つ石淡の流動方向を明暸ならしめろ様に誘慮しなけれぱ

ならない。

エ、保護叢置

集團ベ}レトコンベヤのj迅轉中忙起る故障中、保護装置を

,必要とtるもめぱ次の如きものである。

(1)無電卿ξ保議。ベ1レトつンベヤ自身の故障ではないが、

運軸冲に電源が、低電駆或は無電唖となれぱ、至部・・一齊
.

停、止を行ひ、篭源復活後抑釦を押して、再起動せしめる
(2)電動機の過負荷保護。或乙ベ】レトコンベ卞の選動・機

が何かの原岡で過負荷となつた」昜合は、夫れ内身及ぴ石

炭途込側にある機器を至部一亥停_止せし・める。過負荷根

電器としてぱ、數動繼電器が適當である。

(3)ベ1レトの滑り又は釖断保護。集團ベ1レトコンベヤに

於てベ1レト主動車間lq竹りが生中れぱ、ベ1レトを傷め、共

の奔命を短縮し、或は根目シ1ートの石淡堆積の際因とな
'

るが、荘だしくなれぱベ1レトを燒損するに至る。之は運

縛方式にょると士であろから、附りを最小k保っ様に改
良する必要があ名が、伺或る程慶以上の滋りを生じた'動

合は、直ちに其のベ1レトコンベヤを停止せしめろと共に、る炭
途込但Ⅲてある桜暑冬をー・齊停止せしめなけれぱたらない'

溺・り保護としてぱ遊車に速度開閉器を取りイ寸けて、運

榔中遊車の回樽速度が或ろ限変以、下に低下すれば、直も
{て此の速麼開閉器力q乍動し、ベルトコンベヤカq亭止す易傭Hこ

する。上記の速度開閉器の代りに、動卓上遊車の川轉の

差を利用し、此の差が或乙限度以上に大きくなれぱネ識'

器が作動する様にtろととも出来る。後判は回熱数のぎ

を利用し、回轉速慶を利用するものでないから、調業・ル

を要tろと主なく、動作も硫贇で信蛾変が六であ乙'

運抑中にベ1レトが切断した場合には、直力に共のベ1レト

コンベヤ及ぴ石炭途込側の桜器を一聾停止せ1 めたけiリ士

昭和 18年8 打 j武 里1 式,
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ならない。此のベ1レト切断保護は前述の洞'り保護を其の

ま、象用せしめ乙ととが出來る。
゛

(4)樋貝シュートの石炭異常堆積イ籍欺。運縛中のベ1レト

コンベヤの繼目シ1ートに、坑木其の他石炭上共に投込ま

れた障害物が引掛、り、石淡の流動を妨げて、異常堆積を
圭するととがある。之に對し、,ては桜貝シ1ートに制限開

閉器を設け、或る量以上に石淡が堆積すれぱ、此の開閉
器が作動して、石淡途込側のべ}レトコンベ卞を一齊停止せ

1_める様にする。

オ、操作回路に就て

染團ベ】レト3ンベ卞に於て、以上に述ベた様な制御及び

監覗を完至に遂行す乙爲には、操作回路が複雜になり、

運1噂室と各ベ1レトコンベヤ朋の操作吊喫の數が多くなろが、

遠距籬に亘ろ坑道内に多数の線を張ると占は、保安上か
らも經滅上からも、好ましからぬとどである。とれは元

令な仁撒戈鞁吊、酪帆装置及ぴ保護装置を装備すると主と

七質的に矛盾を来tもので、設計に常り於も苦心を藝t

る處である。

"イ乍山11各の礁y雁に就ては、其の吊"各の遜畷郡羊下に對し

で峨重な老慮を、唖し、稔に最f御揣に設置される鞭電器類
'對して、確蛾降下の爲め不作動を起さぬ様、注意力瑚干

唖である。此の鸞雌降下、或は前述の操作線數の見地か

らじ遍磁按淨1器或ぱ鞭電器類は、成乙ベくベjレトコンベヤ

現塲の機械竃に設置するととが得策である。
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各種工業の生産土場と同様1て越淡場設備に於ても、ライ

ンシ卞フトに依乙ペ1レト拙・け運轉方法は艇に其の跡を断ち、

疑近では大部分の避炭場が各機械註の各個運轉を行つて

居ろ。此處数年來更らに世んで所謂總括運轉装置の採用

が月覺しく進出して來たと主は注月に価t乙。との謝簀

ぱ近来・に於け乙人件費の節約、合理的利學的運轉方法に

依乙能率埒推等の見地から常鼎河委逹tベき運命にあるも

のであつて、今後更らに機械設備、電氣設備に薪桝軸を

鵬すであらうと想像され乙し<叉さ弓あろべきと主は技

術者の責務であ乙。

避淡物各秘桜械の原動機としては殆んど誘禅鼈動機で
、あり、僅かに亀対芬分敵用として直耐語甕電機を立、要とt乙

ととがあ乙。ボンづ、途風機、クラッシ卞一を除いては殆ん

ど減速電動桜を使用すろ。此處では坑内用と異なり防爆

の北、要なき故其の織迭も一般工場用のものと同様{てて鄭

支ないが淡嘆に對しては特に考慮を拂はねぱならたい'

避炭場總,括逓轉装置に就て特に老慮tベきととは制御

装置を可及的一個所の配電室 G遜轉室)に集め、廩堤多

き現場と礎割して其の故障率を少く tるとし、而して現

場と運惇室左の信發連絡を完至にし、至工場の運榑をー

人の運抑手の術嚇卸下に在らしめ乙ととであ乙。叉各原動

機の順序起動、順序停止等の運樽方式を石炭の流動系絖

に合致せしめ可及的無用の起動停止の機兪をゆくt乙と
"

モカξaz、要であ乙'

總、括運轉方式忙は一般に照光盤を附舗せし,めるととが

常識とされて居り、誓通之を半装飾的と考ヘらる、傾向

があるが之は大なる誤りであつて數十台の機械の運軸以

帳を一見明瞭ならしめ、以てあらゆる場介に敏述に處置

を剰ゆ能率的、合理的ならじめるために是非地'要な乙屯

ので一工場の生産工程の科學的管理を行'、場介に非常に
役立つものである。唯現今贅犲的見地に鑑み照光雛も鶴

第 V 章 選炭及積込用設備

コノ

用本位主し徒らに夕"現を良く tると主の弊を,止めねぱな

らない。

2 減速電動、機

楡造は第Ⅲ章2節の減述電圖触の項を參照願'、とと主

(、此處には減述電劉触の寳際使用例を示t とと主す

乙 C

機器誠に専用の電動桜を設けて運轉する單獨運轉方式

が、大奔量の鱸動槌にて主軌ばり調帶にて運捧する集剛'

運惇方式より優力、て居乙と主は今更云'、までもなく衆知

のととであ乙。

起淡場に決ても子"児にミ十inされるものヰ殆んど單獨運
熱力式を採用され、既詮のものも本方式に燮更され乙駄

態で、從つて電動機の容量ぱ上ヒ岐的小容量のものが多く
^

又低速運轉を立、亜占tるものが大部分を占めて居る。

ベルトコンベ卞一、バケットエレベーター、フk洗機、チッづラー、建
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バケヅトエレベータ運劃1中の 20'蠣力

胎同轉ノ甚分減速篭動機
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'一毛

j

バウム水洗機に使用中の7.5'傷力

33阿科V鉦分減速電動騒
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雫、

ベルトコンベヤー使用中の 5.弼力

33阿執伶1分減迎鼈耐彪を
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菱

^

」二.

ベルトコンベ卞一に使用中の 35馬力

30回轉/鉦分減述鼈動機

白
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第 5 岡石炭積込装1避に使周巾の7.5.瑪力

30回惇/征分減逹篭動機,

淡機等で共の奔量は 3 馬力~35 馬力の30山W画籬分1立が

採用されて居る。之等に普通の電動.機を使用するととは

經費の黙や据村寸昜所1で於ても非常に不禾1ルなるが、減速

電動機を使用tるととに依りかXろ缺乎古を除去t乙と主

が出來乙。
、

叉本機は至閉外扇型を抓用して居るので淡晦及ぴ謬条

多い避崇場叉坑外に使用しても電氣的に何等故障を起す

様なととはない。 G釋逃第Ⅲ章減速謡機を參照のとと)

最近某淡坑の避炭場は完至に電化され然も系絖立つた

綜合運轉に依り大いに能率を上げて居るのであ乙が、其

處に使用されて居る選淡諸桜械や其の問の輸途・機類の原

動機には至部減速電劃戯が使用されて居る。

爲眞は避炭場及ぴ坑外に於て使用中の賓例を示す。

3 選炭及積込用誘導電動機

淡坑に於ける選炭及ぴ菰込作業能塗の良否は直ちに至

炭坑の増産能力に影響する所頗る大である。然るに避洗

炭場には爆氣、塵峡或は崇廩等が存在し電動機の操作及

ぴ保守上の條件が非常に劣悪なる故、特に信頼麼の高い

故障の無い鼈耐戯を使用して作業能率の維持向上を計る

べきであろ。

ア、型式及ぴ特性

選洗淡場に使用される遜動機は普慰100馬力以下の小

46

、

〒

^

第 6 岡

一'

ー、ー^

1

炭車引上奘置に使用中の5'傷力

妬回棚ノ征分減速電動機

第、7 劉エンドレス卷として使用中の 20馬力

30 阿側b毎分減辿篭動機

型であり、運軸.並びに保守上の簡單を期するため籠形直

入電動機が使用きれ乙。直入遜動桜の設計上特に老慮を

要する問題ぱ下詑の諾淫よである。

(イ)起動電流を極力少なくす乙と主。

(")起動回轉力を負荷に合致せしめ乙と上。

←→運轉時の特性を惡くしないとと。

之が解決策としては負荷の性質に應じて回抑子瓣造を普

通箱形、深満尋堕戈ぱ二軍銚洲央芋.し設計_上格別の工夫を

拂'、此、要がある。

型式は据村場所の駄態に地ヒて閉鎚通風捌、水切型,

至閉外被通風型等が使用されるが、'便tるに据村場所の

状態に適應した型式を避定すろと主が鯱動機の保守上最

も肝蓼である。

イ、設計製作上特に留意すべき駄

(1)絶縁の優秀性

避洗炭場には線輪の絶縁に有害なる洪氣、、翠峡或は爰

喫等が存在t乙故輪輪の絶縁施行には特に考慮を拂ひ、

絶紙の大敵である防爆對策としては防洪絶縁ワニスの含

浸並ぴに乾燥作業を數回入念に繰趣して完壁を期すべき

である。

低座用拾込線輪の端曲部は往kにして相問短絡等の故

障を起し勝ちであるから、線輪端曲部の絶縁強化には特

に老慮を拂'、必興があ乙。叉線輪端曲部は頑丈な線輪支

持毅を以て張固に支排1、,起動電流に依ろ振動、衝曝等の
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從つて、石淡の'動力向と逆に、一定の時悩怯玉に次々に

順序起動せねぱならぬ。停_止に際してぱ至部同時に即ち

一齊停_止してもよいが、威乙ベく隣接機器朋の鞭目に於

け乙石炭の堆裁を避け乙と主占、Ξ允の起動を樂にすろ爲

に、石淡の流動主同方向に、一定時隠厩に加i序停、1ト.を行

'、がよい。

運轉室内で避淡弓y企1本の總、十舌制御を行'、爲には、至桜

器の運縛、停止共の他の状態を知乙と主が必契である

が、此の杖な場所に運槫宗を設け乙と主は場所的に無理

であり、立体的に配置された多数の縦器を」個所から監

覗すると主は、荘だ困難であろ。'此の鴛に避淡場至休を

平面的に前都笥し、石淡轍途經路を県休的に支現し、循燈

を以て機器の運榔、停止の}伏態を一Πして明膝に知るこ

とが出來る様{てし九照光俳を設ける主便利であ乙。照光

盤に電劇J機の運縛、停'止、故障停止、或は單、獨運轉等の

駄況を、'鼈燈の色別、獣減等にょり爽示せしめろ占、運

博手は之に應じて、直ちに適當な對策を誹じ、'雌淡場の

運轉を岡滑に行'、ととが出來名。

照光盤は覗覺によろ監ル児装置戸あるが、靈聾事項に對
しては聽覺にょる監ル見装置、即ち名サ長装置が吃、要であ

る。警蛾としては鼈鉛、づザー等を用ひ晋色及ぴ断綻等

にょり警轍事項を匪別するが、尚信挑燈との併用にょり
,

一府明確な弊報を與ヘ、注意を喚起tろと共に、對策に

問述ひのない様にtる。

イ、選炭場の電氣設備

避炭場の機器駆動用霊動機は飽型電動機で、直入起動

を行ふものが六部分を占め、特に途風機等で200馬力以

上にもなれぱ、卷線型電脚朧を使用する。

電亟力機の容量ば、 3 馬力乃至20 馬力が最も多く,、クラ

ツシ卞、其の他に 30 馬力或は 40 馬力、ボンづ、途風櫨{C

30馬ガ乃玉75 馬力、或は夫れ以上の容量のものを使用

す乙。大部分の遮動於は低駆であ乙が、容量が大となれ

ぱ高駆電動桜を使用tると占は一般工場等主同様であろ

避淡場内の繼動機用制御器県は、全部一・緒に翻,めて、

運轉室内に設置する。之ぱ多數の撚作絲と、大きな配鱸

線を、廣い避炭場内に張り翅すより虚に經が池勺であ乙。

運樽室内に設備tベき確氣設備一_てぱ、
<1)受鼈盤 q呆安製般県備)

(2)低雁霊動機用雛弧器俳
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(3)述炭場内繼燈刷雙叫擧X搭

(4)一遮船用配注親ミ

(5)商啄確磁按觸器盤

(6)低雌靴磁按觸器松

(フ)制御盤

(8)、照光魅

等であ乙が、卷線ナW"劇於使川の場令にぱ其の起動器及

ぴ抵抗器を翅楠.室内に置くととが多い。

各機器現場にぱ駆動用遜動機の外に ＼

(1)現場用捌御凾各系統様に一個

谷繼動"機既に一個(2)操作開閉器

等を備ヘる。

ウ、選炭場^息括制御の賓例
J

避淡場總括制御の寶例として、第 13}岡に搦げた迦博

系統圖に就て誘明して見よう。岡の通り電動.幾總數 37

台で、内高唖6台、低畷31台であつて、至休を4系統に

臣分すろ。即ち

(1)逸淡系統#1、ヰ2、郭

(2)避髪系統#4、#5、#6、#フ、ヰ8、#9、ヰ10、#11

#12、#13、キ14、#22、牝3

(3)水洗系嗣t ,25、羊26、#27、牝9、#31、#諦、祁5

,36、牝8、#32、祁4、#30、製3、#U

才45、#46

(1)裁込糸統#37、#38、#39、判0、#41

であろ。然し之を制御の力式から匝分すれぱ、途淡系統

避淡系統、水洗系統の3系統とし、積込系統は水洗系続

のー・都上おへて・准支ヘない。又途炭系統ぱ何れも現場に

づ51761
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35

拠て單獨運棚を行'、ものであるから、除外して、選炭系

統と水洗系統につき詮明す乙と士 Xt乙。

河ゞ装運の自動運轉の力法としては、親井舌運轉、世崇運

博及ぴ水洗運轉の三っがある。雜片寄迅轉は至系統の鱸動

機を運惇し、避炭運軸は水洗系統が故障共の他、運轉忙

支障を生じ九場合、抗内小らの途咲を停_止するととなく

避淡系統に屬t乙電動機のみを迩轉し、フk洗趣轉は避挨
系続が故障共の他のりXNこ、水洗系絖に脱する電動機の

みを迦轉tる。運淡運縛及ぴ水洗運轉は何れも、水洗原

淡ボケツトの貯択能力にょ峨迅〒期寺朧Mゞ制限せられ乙。
エ、總括運轉

(1)超動の準舗

各鼈重力櫨所驗の操作締閉器を総合運軸ノッチに入れる。

各系統(避淡汲.ぴ水洗)の現場用制御凾の切換開閉器を

綜介ノツヲ忙入れたる後、起動要求打1釦を抑す。そうt

ると、運榔室の制御盤の系統所弼の白色信琥燈と現場用

梱伶゛凾の白色信競燈が黙燈し、運轉室の弊叛電鉛が鴫乙

邦釦を放てぱ、瞥蛾電鉛は鴫り止むが、白色信驍燈は

黙燈のま、X殘乙.述熱室の系統所屬の愈答用打釦を抑せ

ぱ、現場の應響用電劉肋ξ鴫り、共の系瑞の起動推備はる
く完了t乙。

(2)起動

運轉室に於て、郡帳'鈴力蔀!',り、白色信枕燈が各系続

主も黙燈tれぱ、制御盤の切換朋閉器を綜合運轉ノ"

に人れ、起動抑釦を抑す。そうtる主、運軸宝の制御盤

及ぴ各現場用制御凾の赤色信琥船が黙鳥北、同時に現場

各系統の郡報電鉛が鳴り起動警帳を行'、。約 10秒後警

帳電鉛が鴫り止むと同峰に、水洗系統の山重力機#40、及

ぴ#41 と、避淡系絖の篭動機#12、#10、#14、及ぴ#23

が起動し、以後命 13 岡に示t通り、約7秒証にj腰次各

系統毎忙起動t、水洗系続は約80秒、越淡系翁ぱ約 38

33
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イi縱流動力珂
琶"優託,,1:.勺!'

子少色辺動を終jtる'

( 3) 1順ljイ亭,止

運轉室の停、1吋Ψ釦を押せば、述軸、竃の制御盤汲び各現

場用捌御凾の赤色信枕燈は消燈しじ心動桃ば各系統厩に

起動.は逝の順.芋に、順井イ辛'止す乙。此の際フk洗系統の

クラツシ卞郭3及ぴ#34 辻限時ネ園選器にょり約2分問後に

停止する。之はクラッシ卞内に被粉砕炭を窪さぬ様にし

て、ジぐの起動を容易に,、乙鴛である。 亀工

ターポ途風機#43 及ぴ#製、ボンづ#45 及びキ妬ぱ何

れも現場に於て適常の時に起動、又は停止を行'、。

(4)チ感昜停_止及ぴ再起動

或乙竃動機所鰯の操作開1松器を停_止ノッヲに戻せぱ、

艾の遜動ι礎及ぴ之に開聯立乙、石淡浴、込但N>心動機はー

勢停_止する。然し石淡逸込仙でモ、クラッシ卞郭3殴ぴ#34

ぱ内已の捕ゞ乍開閉器にょる外は、約2分朋佐でたけれぱ

停止しない。操作開閉器を再ぴ總合運軸ノッヲに入れ
ぱ、停_止した鼈重力機は、再ぴ1鵬字起逐力を行'$、

オ、水洗運轉

(1)起動の準備

現場に於けろ起動の準備は總Π心"七岡オX1であ乙。

(2)越動

水洗系影NP白色信琥燈力理厶燈し_弊轍遜鈴力創略れば、

述縛室の切換開閉器を水洗運樽ノッヲに入れ、起動押釦
を抑す。此の机嘘Πは*削舌運抑の場合の判垤Πと同じもので

うする主制御盤の水洗運榔の赤色信競燈及ぴ現そあ乙。

場用制御盤の赤色信琥燈が黙燈し、水洗系絖現場の弊報

遜鈴が嶋り起動弊畿を行'一約 10.秒後警報電鈴が鴫り

、止むと同時忙、電動機#40 及ぴ井41 が起動しヘ以後總

1爵迅轉の場介主同様に順序起動を行ひ、約 80秒で起動
を怒乙。
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(3)順序停止

運諏窒の停止抑釦(總括運愽の場合と同一のもの)を

抑せぱ、制御盤の水洗系統の赤色信琥燈及び現場川制御

凾の赤色伝轡誹金力り省燈し、心動機力新廼序停止すろど主ば

罷す,F誠轡の場合の}順片H辛止主同オXであろ。

し1)現場・停_止及び再起動

1見斗ιイ/CIL1灸U:11.槌耐j1士示忠1舌ヨ靈INソ)リ1f?上 bⅡ'1'if ある 0

カ、選炭運轉
、、

(1)起側N>凖備

現,j'-1卜け乞 J1芯砂,のバ,1縦;ば〒゛,!エ.沌誕ι.'1司が、でめ乙.

(2)起動

、讐炭フ予予τ4)!打舟イX11北t謡力惑リdl",、"ニモが心上jl;力U ンえLイ士、

巡;純史お,JI,:U獣貯}器を剛1鄭』ヅ再ノツチ凡入オL、 RΞ垂力」11川

(糾ヰ武小".のりンn.上蔀トーDもの)を判ト,七、凋印.金の巡

淡途卜踏4)・六Eイ1;封リ澁1之ひ1、現J牙X11制び北武の.玉16L1袿li野迂力叉
里古鎧t ι、、父難万171モ;・τ王,U.リι,d)了f+1<、{C'介フ11゛:,りリ fL上しJ ご子醗く d【 f丁

'、。約 W 1少後芙f繊,弐鈴力びルリ 11二む主同 1峅に、'動桜
#12、ー]3、キH 及び台23 が起膨ル、 1ソ、後總1舌迎"・のi勿イ>
と同桜1に!映j子起軸を行U、、杓 38 nで起動七隆る0

(3)蹄↓ly停_止

述述辛の停_止判1釦(總.1吊近轡yy牙介主同一の勺D)を

抑せぱ、1,讃郡理UX讐炭糸刷N)赤色伶蛾}涯及ひ、、現ヲJ用刷

狩仙喰のg示色イ、1彭t躍1力'1打1二↑1/、"1弐耐j1幾力託二L」寸舌フ玉十ゞヅ)、牙「?才)

雛リj;停、1に.同易Xこ停1にする。

(4)現、リ^停!上及び内・起軸

現場停止及ぴ晦起動ば器ヰ彫極暫y)ニン介主同様で必ろ0

キ、單獨運轉

i式:御i主唖ILq)タト,↓X、,yi(C搾(じシ L )女るt殘Z二を li{1支]了1,1轡ly '艾し、

時は、共の永統の現場用制御凾の切牙述唱閉器を小・"・j運M

ノッチに人れ、磁膨j機所嬬の操作1鸞剛繋を單獅イツチに人
、

れる主、共の1茂器のみ單搭に運"すろ。

現場片W'御凾の切挨開閉にを邸J鴇ノツチに人オ1,る上、

趣轉竃制御型散刀所厩系統の線色伶統船.力腹沽.雁{<心列がf
釦の回路を開き、綜介趣Wを不能なら{ノめる。然し蓮"

室制御畔の切押開閉器を他の系統の池輔にUjり換ヘる
UJ り j11・＼ら才しブにフΥ;市t1太1舘゛力j地1'、力ξ:1」1iE、ξあ乙。1

'主二、

ク、保護装置 、

(1)無"饗保'i4

或る系統が揮惇中に、 1立唖が丘U゛艇父1よ無心四辻球札

ぱ、運抑中の桜器は一壁H亭_止しじ,恐娠山1復後は起動"、鋤

を判1さなけtU士、111、辺垂}JI、ない。然し蹄1珂1舌j亟巾に匁竜虻W{

昭利 18 qΞ 8 ナ1

嘩

' 1.
f打

ノ

機

圧なつた」牙介は、繼四鑁所匁ιの操作開閉器を停止ノツチ

に戻して置かなけれぱ、鼈顔回復主同時に不時起動t乙

(2)過負荷保匙ι
宇

紺動桝が過負荷とな心ぱ、峡過負、荷キ園"ニニカf動イ乍し

て、停止ナる。勿論停止ヒ,た機別黙こ獣何鎌ある石炭途染側

の桜器ぱ・ー,_y立止ナる。少打場介叡過負.荷畿遮需所屬の
、、

i謎酒茲J妾j邸夕や冉={こじ1 厶 1三'轡t躍にhξ平古'笈1す'る、・火i鹸j』、1、j〒1、、L二、÷

の往PイH士手戻であ乙。

ケ、運轉の切換

1翌h1舌;冨市小寸」;1ι'難些ξξ{工方トーξ 1予_11tNリⅡを一1!ヲ L 二二なく、

り片ゞ心W卜器にょって、フル先迎欺,に切染を行ヘば、避族示

どU-1畷ヰyど1卜し、 ylくJι系鵡祝よJtq),:＼1心梱を洛がナる0 'C

d)'丁匂j1糸"旦ly]にを、!{jか、キf1イ'1、j小_十曾、ノッチ;こ 01ヨ主1士、巡'ΣノてフR

ご、ぼ捻・瓣.ド1令を也らし、鄭i,f起動をイ1'北

父UPU心NH二によっ・C、進咲運1,工こ七リ1典をhヘぱ、フk

・先ゞ子'N士!11・1晢イ01ト.し、イ貝イト,苧独一7b!凡上ぱ、/k1兀ガー冗ぱ峨i

If1記重力を子丁3-

監 f見コ、

イ〒'ゞ、;・'、のly'ル見は卯並一、宝に咲寸ξ、{枇光aえ、市11紺11墜ノくひ、、

る北PW男yヰ{こ上つてh'一即力大ゾX扱り之あ乙。

;1・1 荏゛ t繞

上E !E}J リ圧ン1く二¥;tl;jリ{ば弓虻{f、イ1_f"1'}ニ}:、1リ31:、、U生lf二'・ΥIY

二長1 1モ y'i l、噂'惣lt?1、ιΞ."竹IEιf、i厶il'土1上曼1!ilt1全

フk11,巡14,ゾ長色'i丸制治11点:y'y}く i/11,、i 干バ

N品 1ウιヨ1i l'!, N111矣叫11t噂"三fLI,i封ιj急三,古ザ'1

j、三え1、、,斤鮭U11{fゞ・ 1,勤けPす"りリ1上;、1i 玉'ミ1?;1_

}'リj、 C女!ト. 1U'1;'ゞ'f+1 ノ

1越角荷イ4_止'ジt介り卜縦

'乞

'動機述M .所W照光窓辨i埒

オ"剤寸宍イ門:!1二 NI'1打瓣・元,七、i"1ザ

途Xk井み1触"b,;P

1!C膨}1於越'゛',獣C.;';沙ιWJ,け、ゞ

リ>1弓1},女fo:、1L 当条E七1'・i空!f止イミ{1リi'1{↑

祿色及白色栃競1音糾,治現'牙'仲_止

通負倚池1卜緑色及白色研盤船黙墻

IEιず射讐処;郡彰製こ於て、 1只1昜k11上1之ひ・j盤f1イ"Π亭_止ヅノ1会ぱ

リ1V)繼動桜所嬬の信挑熔のみ、様色及ぴ白色偏弦燿が糾.
j子'!と 1し、L 1鎌!Elf.:{ト1,ブに'、U4サ;{幾!、j1亀子fl,i村ご,tl!士、市大'、イ.,

珍kHjのみ麩墻、上る。
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1.概

前章迄に,思述した事項は概ね石崇の運搬工程を主休ι

L・たもので、之に蓼ナ乙諸機械器具の北、要性、共の保壱

すべき牛予性等の柁邪各であつたが、炭坑には此の運搬工碧

D外に附帶動力設備とLて坑内の死命を制す乙重蓼なる

ものが二三あり、本章に於てば」比等に就き詳論し,たいJ

習、'、。

111帶動力設舗北して於も重要なるものは通風機とボンづ

'6あ乙。共に坑内に於ては絶窒"夬ぐベ小らき乙ものて、

假令休日の場合作業を中止するととがあっても吐の兩判

ぱ絶對に停止を許されないものであり、艾5誇廼り午巾処

休の動力であ乙。

通風機は言'、迄もなく抗内の換氣を行'、もみで、坑内

作業判の生命を預るととは勿論恐るべきメタン瓦斯の局

部的停濡防_止に膨Kベからざ乙ものである。一般には坑

外適當な場所に六容量の捌集途風機を置き坑内を入氣側

排氣但"て大別して至坑内を一体主して循暖通風を行'、晢

ので、容量としては 1,000 馬力、 1,400 馬力程産のもd/

も珍らしくない。併し此の主途風機のみでは坑内の先端

部特に片盤坑道掘雉端や切羽等迄充分通風が行はれない

虜れあ乙ため、カハる場所に於ては牛芋に小容量の運扮吋居

付1こ便利な小型扇風機(普通局部扇風機一稱す)を夫々

設置して萬至を期してゐ乙。

ボンづは坑内自鼎洲bkを排出tるもので各淡坑の地質に

依つて千差萬別であり、極く僅かの動力で足りる場所も

あり、叉一方抗内出7k非常に多くボンづ運轉に莫大な勞

・力と資材、電力を消費してゐ乙處もある'

ボンづの全自働運轉方式も古くから行はれて居り人件賓

節約に役立つものであ乙から、之に適した條件の場所に

於ては成可く自働運縛を推奬し慶い。ボンづは叉坑内炭摩

發生防止のため撒水用として使用す乙晢のもあ乙。

通風機及ボンづの原動機としては髄形誘導電動被が信

桜匪の黙から尤も適常であろが、六容量の主通風機では

同期電動機、大容量のボンラでは卷線型を採用すろのか

適當であ乙。

次に附帶動力設備とし,て電力及ぴ室氣力が"、蓼であり

電力は士地の駄況に依り猫立の自家用發電所を設備t乙

處もあ乙が多くは買電に依つてゐ乙。

室氣力には専用の室氣畷縮.機が絶對{こ立、蓼である。数

百馬力の大容量のものは同期電動椴駆動に依る二段往復

式で、坑外に設置する。小容量のものには回判江ヤとして

坑内に設置t乙ものもある。畷縮室氣の主な乙用途ぱ釖

羽コンベ卞一及ぴ採涙機械にしてフル先披用及大型卷上機制

＼重繊置にぱ夫々獨立の駆縮桜を設置t乙のが誓通であ乙

2.鑛山用通風機、

通風機は鉱山の保安上最も繁要不可缺のもWで必リ

第Ⅶ章 附帶動力

12-0 1リヅ(

畉丘力急激なる*崖討'盡の Rこぢ訂勺雀氣の訥柴紀富し炎

坑蛤薪甕の豫防'1ど、或は又人'鵯及ぴ枇被の作業能李の向上

に至る所の鴫山に其の使命を果しつ＼あ乙。其の剛式も

從来の膳史a勺存1匠である、キ卞弌ル、ラトー、ワードル等主盲

、す、色iや刀ものより贅材の少い効井{よいものに改良進歩を

經て蔀.々の織迭剛式のもJ)がぢ条せられて使用場所の瑞

嶢に熈じて削U、られて居る。候山に於てぱ抓掘が進むに

從つて殿初の條件が次築に塗迷するので、通風」弐抗、1輔

凱は六第に多くなり、完至な乙通氣の計・鄭は將来を豫沖

とて愼璽な乙計砥0下に行はなけれは'如何に優秀な通風

機でも効率忠.く不經洗な運轡をしなけれぱならない。從

ごつて力1の王里す向占j凾風機の'陛1捲二芋を充分＼に理j界して之.に窒J

嘘すべきである。以下常靴に挑て生y乍し標鄭j化せるもケ,

tこ9尤いて延Eベ乙。

局部通風機ア.

使用場所より六別して局測分血風桜主主通風機に分っ。

(1) FP刈小児!紬流通風機

築]制に示t通りシ1レミン製羽根車を電動機軸端に直
浩させ、此等を剛筒風鴛ヤ訓こ納めて通風機肖体が判栓風

子

一,
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管の一部を形成し、小型郡量で運搬耳対及に便利である0

効李及び特性も多翼.型に比し轟かに良く可逆運轉及ぴ數
個の直列運縛も至極簡單に1ど來る、電動機は防爆型で流
線形をなし其の前後に於ける蹴流少く 50サイク1レ釦サイク

}レ何れも使用出來ろ。其の外形寸法及ぴ出量は第1爽の
通りである。

(2) FL型軸流通風機

此の埋」ぱ遜動機を吸込口圓僧j部1て於て支持させ風の流

入損夫の於も少い構迭としたもので、電列j機軸端に勿根

車を直結し、其の先に勿根車から唾出された風東を誘導
tる固定築内羽根を付けて居る。從つて高風歴局能率で

又電動桜の黙検修理に便であろ、藝巨及ぴ外形寸法を06
2 夫に示t。

^^^^^^^^^

昭和 18年8 打
主. ^ニ.

(3)オードナンス型及シ0ツコ型

此の型ぱ何れも主通風機として使用されるが、小型の

ものでは、局曹疫迅風用として用ひる。從つて特に狹隣不

便な場所に使用するととを目,標に電動戯と組合せた共沌

台床の上に一体の擶逃として持運ぴに便ならしめて居る

オードナンス型では興ば禽眞に示す通り軌1の方向に數回の

波駄をなし、之と直角の力向に更に哲曲したもので此の

波の山及ぴ谷は一種の案内板の役目をなすもので、吸入

口より突入じ來れる索氣は速妾分布の相異により中央部

が速いから周然ポスの近くに片寄り羽根車出口に於て風

速の不均一・を生中るので、之を聖註流する役目をなし、其

の結果効李良く張産を堆し騒吾低減に役立って居ろ。特
性もシロッコ剛程の不安定な部分もなく並列運轉も可能

である。

シロッコ型はオードナンス児Uて此し其興数が5 割位多いの

で、遠心途風機の内で容祐効率(通風機一回轉に排出さ

れる風量と羽根車容裁の比)が一番大であり、此の事は

機体が小さくて多くの風量を出し得乙卓になるので、共
の特性及ぴ効率は餘り良好とは言ひ難いが、資材が少く

てすみ形が小さく価段が安い等の爲めに時局向きとと、て

一般に廣く使用されていろ。

'

,

第 19 卷'第 8 競

^、

^^^^^^

型式 1風弓高守釆1条゛1;1 E1驫lt11 馬力 I A I A<.、1A 旦、.1_AC I_<9
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第 2 圖

要

第 5 岡
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FI"型軸流癒風機
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イ.圭通風機

(1)大型朝n流通風機

軸流通風機ば過去數午問の翼理論に依り設計され;鉱

山にトンネ】レに船舶,に此の型の使用を願つて來たが、色

色の難黙の爲めに他の遠心途風機に比し其の利用尋効辻ヒ

較的少い。併しエロホイルの探用、高い揚力係數を井つた

熊贊地に適合した室氣力學的な至体の織成により、低い
玉

刷速麼で騒冒を低減し、しかも高風墜を出し得.る傭語艾計

製作に努力して居乙。原到j機との組合せ要領は第6圖及

第7岡に示す通り種々有ろが、大別して電動機内装式と

外装式とが有り、第8圖は内装式を示し第9圖は其の特

性を示せるものである、外装式では、直結叉は調帶述轉

として抗内の諸條件が縫つて風座風量が塑更されても電

動機或は調車を饗ヘて新條件に適合せしめ乙ととが出來

る叉風墜の高低により勿根段數を1段或は2段3段とす

ろととも出來乙。

第8圖に示tものは非常に狹艦な場所に据付ける爲電

y

第 V1 箪 附 ι井 動 力

動機を中に納めたもので、高揚力の郷合金製 10 枚興の

勿根車を軸端に取付け、 11枚の案内貿.ば電耐触の支持

脚を粂ねたもので、ケーシンづ兩側に適當なる人孔を設け

黙檢注油に便ならしめて居乙。從つて同一一容量のもので

ぱ、他の遠心途風被に比して其の容積は殊にて足り効率

は、20%堆加して居る。叉逆回縛して流れを反對にtろ

ととを考ヘると、逮心途風機で'はづンバー或は補助ダクト

を用ひなけれぱ此の捕ゞ乍は出来なψが、軸流では此等の

装置はその叱、要なく單に回轉方向を逆にtれぱ良いので

單に進動被の久イッチ結線を町吋典ヘれぱ東足りるのであ

U0

(2)三斐FFD型蝉蛾通風椴

本機は主通風機として計鍛したもので、通風機番挑

NO.50~NO.220 まで 18 種ありJじの容量は風墜 25 粍

~300 粍風量 50 立方米~6,200 立方米誠分迄を標準剛

七し,て屑る。

此のメW'6は第 101品ルC示す通り工4は後向きをなし、ター

ポ、ファンの分瀬に聯するもので、効率良く其の特性も垂

下曲釈,となり、不安定な部分なく並列運郷も可能で騒晋

も比岐的少い。入力曲線は無質荷特性を示し其の構造は

大体第 11 岡に示t如く、扇車は珂財反製の側輪忙黛.を鋲

付け或は熔接とし其の中央の板を扇車殻に鋲付けしたも

の'6 ある。

扇車鐙は鯛板と山形鋼とを鋲付及ひけ祥按にて渦卷型と

なし爾吸込或は片側理そ込として上下に分割し扇車の出入

設
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を"が易ならしめて居る。切躬の進行或は通風弘U亢の鰄動

山Nしい所では速慶那持キも峨範園ならし"めろために、謝

帶運軸五七士他の雛速装置を附して駆動1 て居る。百丸2織1

ぱ本罪川メキ除を示す。

(3)オードナンス型及シロッコ 1W通風機

心機は大寒吊のものは主通匝U炎主して用ひら肌小"が.
山ものは前述の通り、局部通風桜七して用ひられる。 X

心織i告、興の形状も六体小梨のものを村・1似.擴大したも山

'ξ、片吸込或は兩吸込主し、て居る。併し FFD型に上U

風1艇低く 100粍程.度迄で、101轉.數も低く、調帶運轉或は
.

低速鼈動機占直結して運榔する力が有効な使ひ力であ乙

肌逃及ぴ工作も上記に此して簡單で厨車及厩卓筐共可

及的癒板を使用し重量及ぴ寳材を節約して居る。從って

低厭で大風量のものでは派債短納翔と言'、黙で一般に職

く使用されて居ろのであ乙。第 13 圖は FOL-90型、第

' 14 蝿1ぱ FOL-100 60or.P.m.の場合の特性を示t。

昭利 18年8 お 菱
j 昆,
1

1-」 桃

3、ボンづ用電氣設備

刷フk没舗iぱ"t力τに於けるj伎も軍1蓼な'施'艾の 6 ヂ ーノ)

て、坑内鼈力の六部分を中非水ボンラ 1rよイ)て泊"1"、C居

る所も少くない。

坑内判,水ボンづぱ地下蝦、内'米乃至千數百・米山坑匠万・ら

山揚水を行'、ものであ乙力辻ハ其の揚手呈は 100 米から

300 米にも及び、揚フk量も此岐的大きなものが使用さオ}

る。局剖續勺に使用される心のは、俺動機容量に於て5燭

力乃至 30 馬力程塵のものもあるが、」遮里的條件から、

禹フk量の多い所では、 500,1牙力以上にも及ぶものが司j女

り多く使用されて居る

動機電ア.

ボンづ用電動機としては、防爆織逃と、信蛾奥の黙から

髄形電動機が使用されるがf赴原の關依上100馬力位ま

で＼、夫れ以上は卷線形電動機が使用きれ乙。何れ!,階

爆型にするととが此、要である。

イ.制御装置

籠形電重朏の場合の制樹1装置は"樋めて飾單で、U剣雁山

場合には切躬用確磁開閉器を其の或＼使用す乙こ主が多

、<、叉油入開閉器を使用するとともある。過質了削呆護主

してぱ數過負荷繼電器が適當である。之等起動用開閉器

の前に、油入叉ぱ氣巾遮断梨の断路器凾を設けると、が

望或し、Lハ。

商爪鎚汗宏艦動機の場介の起動閉閉器としては、.11ら心

＼

谷染8挑

气、
、'.
礁

第 10 鬪 FFD劉瓶風機協東部分
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入開閉器が使用される。

高駆卷線形電動機の場合は一次側に、油入開閉器を使

用し二六側起動抗抵器占して、液体抵抗器叉は金屬抵抗

器が使用される。金屬抵抗器の場合は從來防爆の黙から

油入起動抵抗器が多く使用されて居た。之はドラム型叉

は表板型起動抵抗器を油中に收めた型式のものが多い。

ボンづは他の機械と異り歩頁繁に起動、停_止を行'、ととが

なく、叉速度制御の辿、要もないから、起動抵抗器は少型

のものでよい。、液体抵抗器は熱容量大きく、偵格低康で
、

寳材の量も少くて演むので、ボンづの起動抵抗器として、

適當である。然し此の場合には集電毅に短ネ各装置を附す

ろか、或は液体抵抗器に短絡用開閉器を亜tる。

ウ.自動運轉装置

排水ボンづの容量は坑内の湧水量により決定されるも

のであつて、湧フk量とボンづによる排水量とを一致せし

めるととは不可能である。從つてボンラ座には湧水量に

應じて適當の永溜を作り、其の水位の高低を監覗し乍ら
、、

ボンづの運轉及ぴ停止を人爲的に行'、のが普通である。之

を若し自動化tれぱ人件費を節約し得る占共に、無駄な

運轉がなくなり、電力の節約占もなる。

ボンづの自動運槻共置で、最も大切で叉最も厄介なもの
は滿水装置である。小型のボンづには所謂自吸式と稱し

滿水装置を要しないものがある、叉堅型ボンづ等にてボンづ

自体を水面下に置く様になつたもの等は滿水装置を要し

ないが、坑内判1ワkに使用されろ中型以上のものは、滿水
、

装置が是非叱、要であろ。

巨劃

V1 武t 1村

嘉

鳥学 幼 力

坑内排水ボンづの自動運轉方式は滿水の方法によつて

次の二通りある。即ち

(1)呼水装置に眞室ボンづを使用tるもの。

(2)呼水タンクを使用すろもの。

である。

呼水装置に眞空ボンづを使用tるものは、フk溜の水位

が一定の高さに昇れぱ、先づ眞室ボンづを運鄭して主ボンづ

を排氣し、滿水せしめた後、主ボンづを起動寸る方法で

ある。

第 15 圖は其の・一例を示t酉畔泉圖である。冰溜のフk付

が一定の高さまで上昇すれぱ、浮動開閉器#1が閉路し、

電磁接觸器牝が作動して眞室ボンづが起動する。之と

同時に電磁弁が作動して主ボンづの排氣を行ひ之を満水

する。主ボンづ涌ンk後は水は眞室ボンづに吸込まれて、

其の排氣管の末端にある駆力開閉器の座力室に這入込む

此の駆力開閉器は眞室ボンづから室氣が途られて居る闇

は作動しないが、水が這入れぱ接觸を閉ぢる様比なって

居辺。
ノ

墜力開閉器が閉路すれぱ、高墜電磁接觸器#1が作動

して、主ボンづ用電動機が起動する。此の時高畷電磁接

觸器#1 の補助接觸によりf電磁接觸器牝力U匹勵磁占

なり、眞室ボンづは停止tる。主ボンづの運轉中は赤色

信琥灯谿灯して運轉中なるととを表示する。

主ポンづが運轉してぢPkを行ひ、水溜の水位が或る高

さ以下に降れぱ、浮動開閉器#1 ぱ開路して主ボンラの

運轉を停_止tろ。
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主ボンづが運轉テろも、何等かの事故の爲に排水を行

はない場合、或はボンづは排水中なるにも拘ら中、湧水

量が墳加した爲に、水溜の水位が堆々上昇しメざ昜合等は

水位が或る高さ以上忙なれが、浮動開閉器牝が閉路し

て、電鈴を鳴して警報し、叉信琥盤に故障を表示する。

電鉛は坑道の主要個所叉は現場係員の常駐tる場斯に置

いて應急措置を採らしめる様にtろ。

此の滿フk法に使用tろ眞室ボンづは、水を吸込む心何

等支障を生じない形式の込のでなけれぱならない。

呼水タンクを使用tるものは、自動吸水式の小型ボンづ
を使用した呼水用タンクを設備し、永溜のフk位如何に拘

ら゛此のタンク内の水位を浮動開閉器占齒動吸水式ボンづ

主により常に或乙範圍内に保つ様にし、主ボンづには底

弁を附して、呼水タンクにより漏水を補給して滿水駄態

にして置き水溜の水位が上昇すれぱ、浮動開閉器によつ

て直もに主ボンづを起動ぜしめるものである。

'凌'j三'弓ト.1海

電

4.横型室氣歴縮機

當赴力井黄型の六型室氣厭縮機の製作に培手して以來數

年になる。製作開始常時には外國雙品が相當に輸入され

て居・り。國産の此の種大型機もi斬く製作されん士しt居

たが大型桜の性能が現在の域に注するまでには技術的に

相営研究を要する間題が多々あつた。是等に就て二三述

べて見るととにする。

横型2段往復働複働歴縮機ア.

今簡單に機械の擶造を詮明*る。第17 圖及ぴ第18岡

は断面圖で内部の機織主其の朧逃を示す。商蛾氣筒と低

座氣筒とは夫々品噺固のワレーム忙よつて取付けられ、クラ

υク軸の中問に同期電動機の回轉子を取村サて直結運轉

をする。中間冷却器を兩氣筒上k踏がらせた横型2段厭

縮の複動式である。機械の高さを出來る丈低くし、叉各

部分の構造も至極簡單にして取扱ひ黙檢等が容易に出來

ろ設計であ乙。

室氣は低駆側氣筒の下剖はり吸入され室氣弁を經て低

凱糸筒内にて歴縮され吐出弁より出る。との座縮作用に

よって熱せられた室氣ぱ中問冷却器中で冷されて高雁側

機
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機械の断面制

秀

r .

^セ'ー',

第18岡機械の断而圖
.

氣筒の上剖はり室氣弁を通じて入、り、此處で最後の座縮
を受けて後吐出弁を經て氣筒の側部より出る。中問冷却

器は2個の管巣を有し冷却フkは管内を流通する。管には

數亥換率の良い叉不銹性の高級なる黄銅管を使用する。

尚冷却器は取り外し掃除黙檢等が容易なる様此の俳造を
避んだ。宅氣弁は高座低座側共に同一術造の蔀板形のも

のを採用して居る。弁に相常な作動を行はしむるため數

個の發條によつて弁板を弁序に岬しつけて居乙。

嘩縮機は同期遜動機に依つて運樽されるから、その圓

棟述慶は一定である。'從つて室氣の出量制御はとれの使
用暈によって塗化す乙室氣糟の座力の上下を利用した配

唖器の,巧好な機織による。即ち室氣樽よりの唖氣を各氣

僧Πて装備し,てある街噺卸弁に途り、とれを作動せしめ分と
/t 「こより!躍糸宿父又ヨミ1士氣.11i4)クト浩】(こi艾け六三 Z)zg惜]{て才甲しj入

められ餘分の室氣を外ヘ判W'し"ない襍な力式にしてあろ

との方式は同期確動機直結運轉にゞ佳も適當で瓢熱勧杯徐贇,

に且均一に出來、動力の饗動を此岐的小さく出來るので

機械の運軸功q周1骨になろ。ーカ氣僧jタト1月の室闇に抑し込

められた嘩縮室氣は eストンの徳動の際 1ネ1レギーをとれ

に與ヘるから損夫が少く動力が総が泊勺に利用される。

機械の始動の際遜軌喪の過負荷を防止tるため負荷輕

減奘置主してアン0ーダー弁及びレリーフ弁が備ヘ付けて
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あろ、ビストンリンづは最小の張力で室条の洩れ止めの役

をナるのが望ましいので、りンづの織治を外側と内側の二

部分巴し外側のものは鄭ら眞圓形を保たせ氣筒内墜に箱

着させる。とれに比岐的小さい価の張力を有tる内側

リンづを組合せ乙と主に依り充分目的を建せしむると占が

＼出來乙。即ちビストンの一満中に 3 本を 1組としたりンづ
を採用して居乙。

クランク部分の潤滑力法は磁簀且簡單な肉征対蚤上げ配油

方式を使用して居る、第19 圖の嶌眞はとれを示す。クラ

ンクチスクの下端がクランク室の油溜中に浸つて居て機械が

回轉すれぱチスクの圓周に附着する油は上部の掻汲器に

よつて各主要部分に分配される。潤1骨の役割を果した油

は再ぴクランク室の溜に戻る。

氣筒給油はクランク軸によつて山下傳せられるものと機

械の往復運動をクランク及ぴ 3チ1介機織の介在にょつ

て回轉運動に直して行'、ものと何れかの力法にて商座油

ボンづにより各氣筒に適量づ＼注入される。

以上が本横剛堕縮機の桜幟の大略であつて、との様な

機械の性能曲線は第 20 鬪によつて示されて居乙。

イ.空氣弁

室氣弁は唖縮機の主喚部分をなして居る。枇械の迦轉

縦持費を少くす乙にはとの弁の能率を商め、とれの破損

李を小にせねぱならぬ。一般に廣く使用されて居る那井反

型の自働式のものが本桜に抓用されてゐろ。機械が大型

にな乙に從ひ室氣弁も大型になるが、カハるものを醐溺

に働かせ乙ためには弁本体の構造占室会瓢電路の工合及ぴ

弁の材質が非常に大切であ乙。との畷紺肘茂の生命主も見

られる室氣弁に就ては不断Jメ牙力と研究を軍ねて来た。

鋪 21 圖の爲眞は弁板と導仮を鋲にて判"立たるものを示

し第 22 岡は室氣弁の組寸1永血岡であろ。

禽眞の上部の板は導板で、中心曹側こて弁悴に締付けら

れ下の板は弁板で抑き板に鉄鋲にて懸垂せられて作動tる

のであるが、作動上から見て弁板は何"矧てi耐える叱、要が

あり、導板は疲勞に對し1耐クJ牛に富むものではなくては

ならぬ。從つて材'質をよく"味し、衝染又は疲勞に耐ヘ

ろ適當な組羅に調質されたものを使用してゐる。特に導

板は耐疲勞の對策として仕上は植如f喰にし纏裂發生の起

勲1奈去に萬至の注意を拂つて居る。

鋲は適當に調贊された牛拶朱鋼る用ひ生絞めし,てあ乙'

赤熱絞鋲t乙ときは打1角調質された鋲が調質処効にな乙

のみなら中弁板導板は其の凱を受けて局部的に組織が發

1
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島

るので勲敍めは禁じて居る。

材質の避定には製多のものを試作し、之等を贊際使用

中の機械に耳町寸けて成粘を調ベて見た。其の結果弁板導

板及ぴ1彪亭は何れも牛努朱鋼即ち Ni-cr 鋼とし、共の部

分の役割に應じて含有淡素の量を謎ヘ適常なろ数處理を
施してを乙。

弁崖は鉾造命f6であるが絶え中弁板よりの衝染を受け

るのでパーライト組羅の商殺鉛諄勿とし.、之に適慶のM處理

をして指定の硬吹とし、耐炉片モ1生を與ヘて居る。

製作開始鴬時には弁板聾板a¥淑よ良質の外國饗の材料
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を使用したが、早くより弁の材料壯手近に得られるもの

にtろ必要を感じその研究に着手した。現下の時局に鑑

み至部國産の材料を使用してゐるが好成績を得・て居ろ。

叉更に現在では時局の緊迫化と共に一眉弁材料の特殊鋼

に就ては吟味し種々の代用鋼に就いても研究を暹めてゐ

る女第である。

ウ.墨縮機の氣筒

座縮機に要する動力の約9割までは氣筒内で消費され

るので、との動力を最も經濟的に利用するには氣筒の設

計及ぴ加土が非常に大切である、故に各部分の織造には

周到な注意を拂って居る、氣筒に最高能率を稜揮せしめ

るには女の諸黙に注意を要す、、即ち

(1)ビストン速度占各部分の材質

(2)室氣弁と室氣通路の關係

(3)適當な潤滑方法

ビストン速度に依つて機械の重要部の寸法が決定される

が、此の速度を定めたろに當り先づ考慮すべきは各部分

の材質であろ。特に氣筒は織造複雜で、運轉中は常に

亡ストンが内面を摺動tる。之がため摺動面は潤滑油とよ

く親和し得.ろ材質のものであつて且永年の運轉に耐え乙

耐麼粍隆を、のでなくてはならぬ、桜關の氣筒に適常な
る材質主しては幾多の女献忙記載してある如くパーラ介

鉾鐵で適當な硬度を有す,るものが於適とされて居る。と
のパーライト銚鐵はづラつアイト分布が微細で.且均一である

之は鉾鐵の合有崇素の或ろ一定量が淡化織となり瑛部の

炭素がづラファイトとして析出して波駄の細.織をなすので
ある。顯徴鏡嶌眞第 23 圖は上詑鎌論災の組.織を 50 倍に

擴大したものであろ、づラファイト分布H犬態が明かで、伺

との一部分を300倍に擴大した爲眞が第鉾岡で波駄の

パーライト組織が明膝に看取出來ろ、か、乙波駄細.縱に油

を施せぱ比較的軟かな部分のづラファイト占良く親和して

潤滑が圓滑に行はれる。又第 24 岡の白い硬い部分は淡
化鐵で受座部としての役割をtる。尚バーライト鉾鐵で

は析出したづラつアイトが微細で比較的均一な組,羅をしてゐ
るので、との組織の冶のは張度の高い鉾物力新尋られ乙。

との様な鋳浩品を完至に作り上げるには高級鉾雉技術を

要するととは言を俟たない。、

大型機になると材質均一で而も一様な硬度を有tる大

型鋳物を製作tるととは客易ではない。そとで大型氣問
の構迭に就て種々檢記した結果との種のものには内側の

、一

昭和 18年8月 菱
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電 機

氣筒壁と外側の氣筒主体とを夫々別個のものにするとと

にした。即ち外側の複雜なる氣筒主体のものには強力鏘、
物に適tる材質のものを選ぴ、内側の氣筒壁には組織的

゛

に滿足し得る比較的構造の簡單な部分を製作して、内外

別個のライナーを挿入tる方式を採用して居る、此の方
式の利駄は、

(1)大型氣筒の銚造が容易になる。

(2)ライナーを別に鋳造するため容易に所要材質の
選定及ぴ熱處理の施行をなし得・ろ。

(3)氣筒の修理容易且低廉なと巴。

等である。

エ.ビストン速度

氣筒の内壁を往復摺動するビストン速度を決定する上

忙於て種々の問題がある。多くの女献等を調ベて見ても

とれはその機種に依つて異つて居り叉同じ座縮機でも竪

型か横竪かによって異る。叉その時代の禦作技術にも依

る處大で一概托定められない。即ち鉾造技術及ぴ工作法

の進歩或は潤""由の研究等によ扮過夫のものに此較して

最近はとの述度が著しく高められつ、ある。

eストン速度を上げた結果主し、て次の諸問題が誘ヘら肌
0'

乙。

(1)機械至体(電動機をも合む)が小さくなる。

(2)潤滑油及ぴ潤滑方法の改良。

(3)室氣弁の設計。

近來一般に機械の大いさがその容量に比して小さくな

つて居る、とれは各部分に使用されてゐる材質が改良さ

れた黙も多々あるが、同時に eストン速度を早めた結果
に依る處も多大である。電動機直結運轉の桜械にあつて

は從來の衝程のもの辻可榔速慶を上げてゐる。從來の設

計のものを調ベて見ると機械の衝程占回轡速度及ぴヤ断程,

と氣筒徑の關係は吹の様になつてゐる。

S =a.15~1.20) D

RPM=800~950/ν、

但し S=衝程の長さ叶

吋D=高座側氣筒徑 ,ノ

RPM=軸の回轉数註分

然る處當計のものは次の關係忙なつて居る.

S =(0.96~1.00)D

RPM=四90~105の/1/冒

即ち前記のもの1て比鞍して eストン'速度力珠勺 20%程高く
なつてゐる。

第鋳圖は横型雌縮機のビストン速慶とイ西程との關係

を曲線にて示したものである、即ち横軸にイ西程を叶にて

表し竪軸はビストン速慶を叺毎分にしたものである。圖

のB曲線は從來安至であると推奬されて來たものであり

A曲線が目下の當赴駆縮機に就てのものである。一見す

れぱ明かな如く A曲絲はB曲線には此岐して約 20%程

'K なつて居乙。

駆縮機の亡ストン速産に關しては色々と研究を行つた
のであろが、賓際樋々の條件のも士に運轉し,てその都度
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桜械の運轉速産を塗ヘてみた處、その結果がA曲線とな

つたのであろ。氣筒とビストンの開係に就て見名ととの

速慶で安至に運熱し得る櫨被を製作tろにはラtづ材質を

吟味す乙事である。とれは前に述ベた如くであろが、其

の他各部分の熱庵理kより得られる硬産の關係に就ても
調ベた結果氣筒ライナーはづりネ1レ硬爽数20o h二としビストン

はとれより約 10 麼低く叉 eストンリンづは 10 産高く tろ

を適當とΞ思めた。

eストンリンづの1苛逃は張カカミ均一にな,る打Hて吋訂IEの勿1<

3 本組としたのであ乙が、りンづの張力は氣筒にて耳刈及'、

座力に依って饗ヘ例ヘは'低座但嚇こあっては蛾力力辻ヒ岐的

に低いため餘り強く張らせ乙彪、要なく、'叉之を無朋に強
くtろ時は潤溺を妨げ一方動力を餘分に消費する事にな

る。伺商座側にあつては座力が高い丈にとの側の張力は

高いが、氣筒の徑力珂、さいため摩擦によろ動力の損失は
低雌に上b皎して少くとれも適當に定めて居る。

以上は材質と關連して色々と經驗した結県によひ嫉重

紀定めた速産及ぴ構造であって、今日の如く材質に開す
る研究が進み設計工作等あらゆろ技術が進歩して居る場

合當然の成果であつて現に趣轉中の斐多の機被も何等の

不安もなくその陛能を發1軍して居る。

第26 圖及ぴ第27圖の爲眞は無事運轉中の機械のビス

トンと eストンリンづ及ぴ氣筒との常り面の馴染状態を示し

たるものである。

(2)潤附

潤滑法に就てはビストンが常に高速度で氣筒内壁を往

復摺動する故に注油は寸時心怠る事が出來ない。との

eストンの摺動はー・般に想像tる以上に惡條件、Fにある。

普通の軸受の如く回轉によ乙油の掻込作用は無くむしろ

との場合にばビストンやビストンリンづ等により掻き去られ

る作用を受ける'、即ち潤滑はビストンの重量、りンづの張
力各部の材質油の1生質氣筒の冷却法、ビストン速度、運轉
駄態等複靴な條件に支配される。

注油量は出來る限り少量にてtませる事め鶏1に經が油勺

のみでなく叉室氣弁の過熱破損を防止tる、油の性質は

最良のものを用ふろ事は言をまたぬ事であるが、單に油

の良質なるを以ては浦足出來ぬ、即ち構造各部の材質が

相互に適したものでなけれぱなら中特に磨耗に耐ヘ乙た

、 」

氣筒内面獣態

鳥茸 VI 'ミ 1イj

゛1-'ー'ε一ι

甲i7 動 力、
'」1L

託父 にi

800

.

隻 70

乃0

、

- 650

衝乳

築 25 岡

めiて考戀されメι付料である皐を契する。其の上各吉似ま入

念に如工しビストンの受墜面裁を埒加し油を最も効果的

に名部に行きわたらせる様な擶造とせねぱならぬ。

育訂竒内墜に連村扣勺に完至な油膜が保たれ得.る打汁こした

県体的構造又は特列1加工としては、つtづ eストンリンづの
張力を洩止めに玄妾と謄、はれる於小価巴し、.締逝は少々

複雜ではあるが桝恬巳の通り 3 本 1 組とした。叉低墜側

氣筒は室獄を下側より吸j込み上側ヘ吐出する開係上特に

六物になると上割凡個所の注油孔のみでは完全に底部忙

行き亘らない傾向があるので上部の外、下部にも注油孔

を設けた。

ビストンの加工には井に注意し仲jず水ては適當な勾配をっ

け或は下部の受墜画ぱ特殊加工にょり氣筒内壁と約 70
廣程驚坊する様にした、扣K の如く沼斯骨に就ては萬至を

拂つて始めて良好なる逓轉が得られ乙のである。

オ.氣筒潤滑に就て

氣筒凋1骨油には次の1生質を有する油が適鴬である。

ナワテン性'パラフイン性

枯慶(セイポルト法) 38゜C 260~妬0秒 250~如0秒
蔆留淡素分 0.10%以下 0.50%以下

凝固黙 ・15゜C以下・2゜C以下

引火蹴 190゜C 以上 205゜C 以上

a久
'n;

0.10以下 0.10以下

'上記の1生質を有するものには從來外國製のヴァ千ユーム油

DTE へビーメデアム.叉は國産油では田中源太則牲リ由の

GTC2265・A等が良く用ひられて居プ4 併し目下外國製

1
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侶.は入手不能となり叉國産油が続制されて來た現駄では

使用可能の油も極力制限され、常靴の調ベによれぱ石油

共販會赴の出品袖釜及内燃機油第2琥が現在では最む適{

て居ろ様である。

氣筒氾肘骨に腰する油量に就ては締々の疑問がある様'ξ
.,β

此の黙について述ベて見る。

油の消費量をビストンが氣筒内踏を裁分摺動する面積
によつて表はせぱ、各注油孔に對し毎分池1滴が 50 牛

方米の表面を潤すととにして適當と考ヘられる。油1油

の量はまちまちで多少異ろが、テ註分1滴は 10時開に

0.05 リットルとして計1工tオ1ぱ油量力新尋ろ。

油の消安量は夏と冬で異り叉嚇厶室氣の耿態にもよろ

0で一概には云ヘない、上祀の油量は機械がよく馴染み

台った耿態で氣筒内に充粂な油膜を保つに彪、要の最少墨

であって塵芥の多い室氣或は爆度の商い季節には適常に

最を増す。向桜械力辻凱皎的新し仏閥は當分上祀の2倍の

仙量を使用して桜械がよく馴染合つて籾めて徐々に減ず

ると好い。近來油の陛質がとかく低下した傾向があるか

ら少々多C使用する方力ψ子い様に想、はれる。

以上の注油量を次の容量を有tろ機林.に就て讃明tr、

ば F記のカルくであ乙,

2段唖縮複働機

噺蹴側 160mm氣筒徑低駆側 740mm

155mmi西程

クランク軸回轉数 231R.P.八1.

との場合低盤側の射筒には注油孔上下托各1個所をイイ

1_商座側には上に1個所のみであ乙'
互

eスルが毎分摺動す乙面積は
低座側 0.74πXO.455×231×2、490Mりmm

各注油孔の浦數 490/50=9.8浦V分

高座側 0.4釦πXO.455×231×2ψ訊)2Mvmnl

注油孔の油數 302/50=6.03滴/分

10時問此の桜械を運抑するに蓼tz,油最ば、

9.8×2+6.03=25.63 打断/分

25.63 ×0.05=1.28 リットjレ/10時問となる。

以上當赴にて過去數午闇償型の大劉室氣駆縮被四試作

開發して得た主なる經験の二三を述ベたのであろが斯,様

な諸勲を充分老慮して始めて今日の如き安至に旦糸望浩納

迄永年の使用邇榔に耐えるものが出來たのである。

5.室氣座縮機用電氣設備

同期電動機ア.

同期電動機が工業用鬮動機として誘導竃動機忙優る脚,

は、力率調整の自由な蹴、運榔特織の良好な黙であるか

起弱乃寺性に就いては誘導勉動機に少1、く及ぱない。勿論

誘導電動機の持つ起動特陛占同期電動機の持つ運軸X制牛

上を細.合せ、起動特1生運轉特陛共に優秀なる遜動機も種

々誘案されてゐるが、債格の埒大、運轉操作の複靴化は

更血ない。然し、て現祢本獄鳳縮機用電動桜主1 て葬求六

』
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れる起動回樽力の範圍内では、一般に用ひられる普通枇

迭同翔電動機に若干の工夫を施す事により充分滿足され

るものであ乙。從つて室氣座縮機用電鬪触占しては同期

電動"機を採用し"、雌縮機クランク軸に直結させ軌受を裟

き保守を容易ならしめ損失を少なからしめてゐ乙。

同捌電重殿は主陸固定子、軸無し回轉子、固定子移動
用装置より成り、回樽子勵磁用としては別箇に分卷直流

焚電機殴ぴ誘導電動機より成る電動礎電機を眞ヘてゐ乙

此の固定子移動用装置は固定子を軸方向に移動tろ事忙

よ射居付黙檢を容易ならしめ乙ものである。

叉電動桜は起動の際無効電力を出來るだけ小にし所調

起動能率をよく t乙様にし起動 kvA に對して著ろしく

起動回轉力の蠣加を計ってゐる。能李曲線も概して他の

電重力機に此して著るしく良好である。

本氣雌縮機ぱ一般に一回轉中に不規則な同榔力の饗化

あ乙爲竃動機の電機子電流に航動を生中乙。此の電流の

縁動をなる可く小ならしめる様叫榔部分の著勢輪効果を

遥定する彪、要があろ。此の確流の脈動は一般に 70%以

下なるべしと日オ式繼猟工藝委員兪標準規程(JEC35)忙

規定されて居る。之は勿論隈度を規定して居、るのであつ

て出來得れぱ相當の餘裕を之れに持プと辻た力が好都合な

のであるが、蓄勢輪効果を大にtれぱ起動時問が長くむ

り運榔上樋々の不利益を生ホ。従って適當な蓄勢輪効果

を電動桜の回郷子に持たせる様にした。此の場合電動桜

の回轉子内体でぱ蓄勢輪効果が不足なので鎌M淡製蓄勢輸

を回製〒刊で極めて製領よく取りイ寸け資材の節約場所の節

約を圖つてゐ乙。

以上述ベた如く垈氣哩輸古機削鸞動機としては蓄男坤鞭W

同期電動機を楞匝餐に採用し總,ての部分を激しい使用に耐

え得る様に機械的に極めて頑丈にt、出來得・る限り簡單な

凧造にし、据付修理黙檢に便なぢしめて居ろ。

第羽岡は當赴標準蓄勢輪型同期遜動機の外形圖を示

す同岡右側に見られろ鎖線で轟むゐてある固定子は固定子

侈動用装置に依る移動限度を示して居る。第凶圖は固

定子第 30 岡ぱクランクの刺1に取付けた地N鄭子の爲眞を

示す。

以千稲N爪包動機の二三の問題を取り上げて簡單なる諭

明を試みよう。

(1)幣勢輪効果主竃機子、急北脈動との開係

室氣雌縮機の如き往復動機械を蓮轉する場合にはー・・回

捌中忙回抑力の饗化あろ爲電桜子電流に脈動を生ずる車

ぱ既に述ベた所であろ。從つて回轉部分に適當な蓄勢輪

効県を與ヘる事に依り此の電流縁動を千均定格出力に於

て 70%以下にし,且つ單獨運軸め場合其の周期的最大燮

位角を 3゜以下に成らしめろ樹汁てせねぱならぬ。當赴の

室氣座縮機は二段復動で、低座側と高嘩側のクランク角が

90゜異なつてゐる故クランク軸一回轉中の脈動回郷力は

一回轉中に 2サイク】レ繰返す。此の回轉力の塗化を第 31

岡に示t。圖の横胸挑まクランク角を角度で表したもので

クランク角広に依酔唖雜た回郷力の篭化をなす事が示され
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此の場合クランク鞁の榎N唖力 f(しはーヅE部分即ち平始

指示回熱力 1印と同朝的に塗化t乙部分F(t)より成立
t乙と考ヘられ乙。從って各瞬闇に於て次式力新号.られ乙
f(t)=1川十F (1) (1)

平均指示回轉力絲と回榔力曲線とで包まれる城大面積

に寺しい勢力を蓄勢愉が内在に供宗合しなけれぱならぬ。

そして此の時の電流の紛く動が 70%以、下其の刷朔的最
大難位角妾が 3゜以下にな乙様にせねぱならぬ。

一般に垈氣墜縮艘の要求tる回棚力占電動"撥の供給す

る回轉力が相等しけれぱ、此の電動機は定速蓮縛を鞭紬
t乙0 運轉中の遜動機の回勧.力の平衡ぱ次式で爽され乙

・1 d6 十 ISO ・・f (t/ ( 2)
^^^^^

d{

茲で 1=回轉部分の1則生能李

0'同期電動・俄の機織角発でJ一力動搖殉

、1d^=制動回抑力

ISO=同期化力

(2)な乙微分方程jw)解ぱ容易忙水めら心る。即ち似

ノ
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七520U

÷トノj程工七D下W朱阿子占,台鑁をり゛と謄きオニ乙1践ラトフjチ呈、七山・

般解との利として輿ヘられる。

前Xは此の振動系の損柳1振動を爽し後料は内由張動を

爽t。此の場合蓄勢輪効果ぱ振動系の強制振動に依り附

加すべきものであろが故に張制振動のみを老イ＼れぱよい
圭

嚇となる。で郡祭の場合は f(t)な乙回樽力ば条 31 岡に

示す勿K非常に複雜なる璽化をなす故に、此れより千.均_

指示回縛力を笙引いた F(t)な乙回熱力を適常な力法で

調波分杤を行ひ各高周波に對する強制振動の解を求め、

是を加算tれぱよろとい。此の時高調波は無限に器Kが
第4高調波迄取れぱ贇用的に充分であろ。

詰局此の解ぱ次の様な凾嫩形と老ヘZジ嘔が出来乙

0"=」'φ(1、 1',1, a,, b,, nΩ, nΩt)
コ」

GD"

4R

Gly、=詰勢輪劇上巣 kR-nf

g .・9.81 tivsec'

a"、正弦'凾田tで表 L オこ n ヲく「窃言周波の紘紳嵒

b"、・余弦1凾暇で子1ιた n 次高調波の,辰φ品

S Sは一分1剖の回轉數

β',ぱ鯱動朧の動搖角なる故此れに T,を乘ホる占回紬、

り0

納 31 例

、
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力を表す事になる一然して一定なる平均回惇力で割れぱ

%で表した回熱力となる。換言すれぱのは%で表した

回轉力を表したものと考えて差支えない。更に一歩進め

'て考えれぱ%回棒力は規凖を雛ヘれぱ定格電流に對する

%で表された鼈硫の脈動を表す事を知る。

從って上式は電流の肱動と GD゜即ち蓄勢輪効果との

關係を表す事になる。即ち福流の脈動を或る価に決める

と其れに應中るGぴは上式より容易に計算出來る。

蓄勢輪を電弱戯に附與した場合とせぬ場合とにつき電

流の脈動が如仰井染に燮化するかを、500 馬力 1875担N專

厩分なる同期眠膨触で試験した。此の結果を第 32 岡築

認圖のオ',シ0づラムで示し"たが何れも至負荷時に於ける

ものである。

此のオ.りシBづラムを見ると蓄勢町瑜を附與しオが昜合は附

與せぬ場合に比して電流の肱動が少なく 28.2%から5.4

%に減少して居る事が分る。叉刷朝的於大難位角麼は鷲

勢輪を附與した時は電氣角度で 1.8で附輿せぬ場合け
2.フ゜なろを知る。

要すろに電劉戯に適常な蓄勢輪効果を1村與して電流舸(

動を小にし其の結果繼源の媛風を小にし機械の運軸を圓

滑ならしめ且判i勢輪を極めて手極よく附與してある爲何

等据付面積の堆大を來さない。是れが蓄勢輪型同期電動

桜の非常なろ利黙で、室氣座縮機用同期篭動機の禅準に

蓄勢輪型を抓用してゐろ所以である。
'

(2)起動回轉力と速麼一回轉力仙線

同期電動機が誘導鼈動被に此して劣る墜鹸ま前に述ベた

如く其の起動回軸.力が少い獣である。然し室氣唾縮機は

其の性質として無負荷で運軸出来るから'其の要求すろ

起動回轉力は小さく如%もあれぱ充分である。1雄つて

普通擶匙の同期鱸四市獄て浩干の工夫をなせぱ充分1界足り

、) 0

一般に同期遜列j機の回轉力は制動卷線に依ろ回軸力界

磁卷線に依る回轉力渦鼈硫に依乙回轉力の和と老ヘる鄭

が出來る.。制動卷線に依る圓轉力とは髄梨誘課鼈動機の

回轉子卷線に依るもので此の制劃脇線に依乙阿轉力が辿

劃ル可轉力の主要部である。而も此の制動巻制WX捌亢大な

る力が起捌ル可轉力が大なる東功ゞ知られ.てゐるが故に運轉

中の同期化力の小なる事を犠牲{てし,て抵抗大なる材オ斗を

用ひ而も共の配列を工夫し起動山W.心力を堆す.襍1岡つて居

ろ。又起動に際して界磁卷糾1閉路すると非常に商い節:

川を誘起t乙ので普通是を放電抵抗を通じて閉路すろ耶

にしてゐ乙。是に依り室牙が璽縮機の曝求す乙起動回縛力

を充分出ヒ得乙様になつて居乙。

前に述ベた500馬力同朔確動機の全電啄起動靴磁同路

を放電抵抗を麺ぜホに閉路した」昜介の速産一回轉力曲線

を姉 34 圖に示す。此の岡では回轉力速嘘共に定恪価の

%で表して居る。即ち%回抑力とは至負荷時の回愽力を

100%としたものである。此の場合起動時に流入すろ突

入電流は定格電流の 4.1倍であろから電源さえ充分大き

けれぱ至電應起動は何等差支えない様にたつて居ろ。而

1(H) 0'

62
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も此の際遜流に依る過熱も充分お慮して居る。叉同期化

忙要す乙時'闇は約5秒であつた。

然し乍ら寳際室氣鄭縮桜を使用する場所の鱸i1臣界量小

なる時に此の突入靴材ジX西撃が他に悪影響を及ぽし叉は

電動機其れ自身ヘの給輿繼墜が急に降下し起動を不能な

らしめろ場介も老慮する'、製があるので、豫め起動補償

器に依り至鼈蛾の 65%電延を加えて起動せしめる方式

をも採用してゐる。起動耕1償器を用ひて起動する占規定

電墜の筋%電墜が電弱峻に給與されるのであるから突

入電流も季譜駆起動式の場合の 65%古なり従つて電機

?0
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子の過熱も小さく成る。從つて同期速廣附近で至電唖に

切り換ヘ以て直流勵磁を與ヘ示刀めて、同期電羽触として

運縛してやれぱよい事になろ。

以上述ベた所に依り至電墜起動式に比ベて起動補償器

を用ひる方法は幾分操作の複雜化は免れないが電源系統

への援観が少なくて濟むとい'才艮本的の利伶1がある。共

れ故操作が喪分複雜になる事を犠牲にして起動市桝賞器に

依る低電駆起動方式をも抓用して居る。而も大体起動回

轉力は給與電墜の自乗に此例するから規定電墜の飾%の

電駆を給與した場合も起動回轉力は充分である。

(3)牽入回轉力

以上述ベた如く同期電動機の端子に給輿電駆を加ヘる

と同朝電卿触は誘導電到触占して起動せられ除々に速産

上昇し誘導電彰峨として室氣畷縮機の要求する負荷に相

當する溺・りで運軸.を繼續tる事になる。其の時甑加滋回路

に直流を流tと適常な乙回轉力が硬生して運郷するので

あろが正回榔力の作動するのは用・り'刷波數の前半で溺町

周波数の後半になると負,回轉力が作動する事になる。換

言すれぱ溺・り周波數の前半で加速されただけ溺'り周波嫩

の後半で減述する事になろ。

從つて溺,り周波の前半で同期速慶に達しなけれぱ線路

電座と永クdて同調しない耶Xてな乙。
、、

此の場合勵磁鼈流を流した時に線路電墜と同調tるK
要する回轉力が所謂牽入圓轉力と稱せられるものである

而るに前掲の第 34 圖に示された速度一回縛力曲線は

外部抵抗即ち放電抵抗雅_〔に依り共の形が饗乙ので従つて

牽入回轉力の定義が困難となろ。日本電氣工藝委目會標
、 "/1

準規程(JEC 35)でぱ普通同期速度の 95%に於ける回

轉力を表tと定鞍されて居る。此の定義に從ヘぱ上記

500 馬力で牽入回轉力は約印%程度な乙を知ろ。

従って蓄勢輪効果を電流の縁動どい'1'と同期牽入を

容易ならしむ乙とい'、黙言換ヘれぱ互に相反する性質を

嵐重に考慮し最も適當なる蓄勢輪効果を回轉子に持たせ

ろようにして居る。

(4)脆出回轉力

同期電動機で起動回轉力、焼出回轉力と共に今一つ重

要なろ回轉力がある。即ち脆出回槫力がとれで定格電駆

一定勵磁で同期運轉した場合の電動機の負ひ得・る最大回

轉力である。此の駄況を知る爲に出力一粗差角曲線を第

35圖に示t。此の圖は縱軸に回轉力を%で表し横軸に内

部相差角を角度で表してある。岡より脆出回榔力は 1釦

%で其時の内部相差角は80゜なるととが分る。叉至負荷

運轉時の相差角は 33゜な乙を知乙。

以上同期電弱戯の運轉特陛を知る爲に重要な種々の回

捧力{てつき稍詳細に詮明したのであるが、當耻製室氣璽

縮機用同期電動機の優秀なる1生能のー・半は之と以て充分

窺われるであらう。

イ.制御装置

當赴忙於ては、 200.嚇力小ら 750馬力程産迄の室氣座

縮桜の機械部分駆動電動機制御装置等一切を一括して饗
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第35岡同期筵捌惜その則劃ダJ・一相差角曲線

作して居る。次{て之等の制御装耀に就いて述ベる。

(1)配 11武

前にも述ベた如く、同朝鼈弼艇は一般忙制動卷線を利

用して舘形二次誘導鼈動機上して自己起動す乙のである

が此の場合鼈源の容量、所要起動回轉力共他の條件によ

つて至鼈墜起動を行ふか或ひは起動補償器を使用して減

雌起動を行'功功ミ定められる。掘室氣座縮機は起動の際

にはアンローづによつて殆んど無負荷で起動す乙のが井通

で、起動時の負荷としては各部の塵擦損と、此較的大き

な慣性能李を有tる回抑子の加速に賀される勢力のみで

ある力,ら、起動回惇力は此岐的小さくてもよく、叉一般

に1折疑の塞氣墜縮機を使用する場所は電源容量が小さく

て起動1恐流を制限されるものが多かつただめ從來は起動

補償器を使用するものが廣く使用されて居た。然し至電

座起動を行'、ものは資材の節約操作の簡單とい'J'から

最も好ましいものであるし、今日に於ては此の程慶の容

量の同期電耐俄を至電墜起動用として製作する事も容易

であろから埼源容量の瑜大と共に今後は至電座起動を行

'、ものが益々埒加するものと考ヘられる。

第 36 岡は開放型、第 37 圖は閉鎖型の起動補償器付

の標凖型配竃盤を示し、第 38 圖は此の場合の接續圖で

あ乙。開放型では起動袖償器は外援村の床置型とし、盤

の背面の適鴬な位置に設置する。閉鎖型では各種制御器

具は勿論起動補償器迄・も内部に收納して居り極めて纏り

よく出來よつて居る。向取付計謬類は必、要な最小限庭に

とどめた。操作は資材の節約と標準品使用にょる生産増

加とい'、目的から、 tベて手倒ゆ矧乍を標準として居るが

自膨井桑作のものも製作して居る。以下手動の場合の操作

を簡單に詮明する。(第 38 圖參熊D

先中電動勵磁機を起動し勵磁機の界磁を調整して電墜

を規定勵磁に相常すろ値に調熟tろ。次に室氣座縮機の
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アンロータ・パルづを開き無負荷と,、れぱアン0ーダ・レバ忙聯

動ずろ抑釦が閉じ油入遮鬪郡の鎖錠線輪は勵磁されて鎖

錠を解きとれで利めて起動運轉油入遮断器の投入可能に

な乙。起動運無油入遮制傑主は起動用、運棒用各1本宛
の操作把手を有tる4極双投の油入遮蹄傑であつて、操

作は先づ起動側を入れて減駆起動し、電動機が相常加速

すろのを待つて起動側を開く.同時に運轉側を投入して

至電座に切換ヘるのであろ。伺各操作把手問には機械的

に巧妙な聯鎖機織が施されて居り、起動側が入つた後で
なけれぱ逓轉側は入ら中、切換の際に切換が迅速に行は

れぬときは運軸判は投入出來ぬ様になつて居る。'叉切換

の際起動側と運轉倶ルが同時に閉路すれぱ起動補償器の,
卷線を燒損tる纓があ乙からし、中起動側が切れてから運

縛側が入乙様に考慮されて居乙。叡至鼈駆に切換後更に

相當加速して同期速麼に近づいたならぱ界磁閉閉器を閉

じ直所酬勤磁を與ヘて同期化せし'めた上でアンローダ.バルづ

を閉じ負荷す乙のである。

抑釦操作の場合も操イ乍は大体上記と同様で手働繰作の

起動運縛油入遮薗郡の代りに油入電磁接觸器主限時栂電
器叉は特砕補助繼電装置士を使用し"、起覗ばり直流勵磁

迄を自動的に行はせろのであ乙。但しとのゴ昜合もアンロ

昭和 18年8 児

季

ヲヒ 電

ーダ・パルづの操作は手動による。

減墜起動、至電嘩起動何れの場合でも1粟t仰型の配電儲

に使用して居る油入遮鬪傑は操作を容易にするためとな

ろべく小型輕量にす乙ためから遮断穿量 20MVA 稗度

のものを使用しとjL以上の遮断容量を亜求きれ乙場合に
は最近獲津した高遮断容最を有す乙デアイオン可熔器を併

用tる。即ち通常の回路の開閉及過負荷の遮断は油入遮

断ヂずで行ひ、事故による六電流の遮断のみデアイオン可熔

器によつて行'、のである。かくtる事によつて遮断奔呈

巧OMVA 程慶迄を要求され乙場合にも標耳塑型の配電躯

をそのまX使用tるととが出来一々大型の油入遮断器を

使用t乙のに比ベて寳材納期費月リ亭に於て著しい縮少を

可能占すろのであろ。

勵磁電源としてば、常赴の標準器は別に小刑の電動勵

磁機を設け、勵磁桜の界磁の調整によりnⅡ接に勵磁電流

を調整tろのを立前として居'り、主界磁瓢a整器は附屬せ

し,ないとと X していろ。鼈動勵磁機は特砥な設計になる

分卷發電機であって 45V~ⅡOV の朋の鼈抵調牲器が可

能である。尚定格卿驫を鼈雌は 95V である。直流電源か

得られ乙場合には電動勵磁機を省き主勵融訓川路に主界磁

調整器を挿入して直接に界磁の訟槫キを行つてもよい。

(2)起動補償器

起動補償器の結線は從來中小睿量のものはV結線じ大
1〒

容最のものはY結線が用ひられて屑プこ、周知の如く V結

線は利用率が 86.6%であるから卷線容吊の 86.6%しか

利用出來ない。即銅材は逆に約 15%餘分に必蓼な事に
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力

なる。 V希市Rが有利な場合は極めて小型で導体の切口面

裁にt材谷があるりX誠こ限られ乙が、小容量の霄動機は近

午凡て至電啄起動される故并通起動補償器を使用tろ場

合にはか X乙場合は殆んど処いと老ヘられ乙。從って鴬
所士に於ては打ギ熊設計にば凡てY結線を採用してゐ乙。

起動袖n鴇呈は勵磁も短時問負荷も同時にあたへられ乙
故電沈密度及ぴ磁東密座ぱ述續定桃のものに此ベて相,
大きくとるととが出來乙。例ヘぱ 3 相 50~150okvA

1分問使用の起動補償器に於て今假に篭流紳1度を5倍
1る茲述符慶を 15倍にとつたとtれぱ、 200』亀'

RVA の連續定格の塗墜器女同一・の戡心を用'、れぱ所要

、の短時問定格の縫嘩器が出來乙譯である。然るに叉起動
納償器は卷線の容量の駄から更に小型な鐵心で定ろと上

になる。今桧傘鴛タッづ50%飾% 80%の場介に就て誘明
tれぱΞ欠の如くである,。

今第,39 岡の如く Y結線四・一相分を

10OAX65V=6.5RVA
亀

とtれぱ 3 相分では

6.5 RVAX3=19.5 kvA

卷吊良の容量は

20VX98.4A=1970VA

15VX65A=975VA

65VX38.5A=25(川 VA

・卜

、

ι所

籍

同期電動機出力

第如制

^^^^^

11 1

670-・ー・・・^'

第

HP

200

300

400

500

600

750

650kvA起劫袖償誹外形制

3 三、

起式袖縫器

故に定格負荷に對する耀雌器の等債睿金は

、^・360^→

即起動補償器は前例 3相 50、 150okvA 1ラN切定格

に於て 50-65-80%タツづとすれぱ約 84kvA の連續定

格の燮墜器と同一の鐵心に入れれぱ最も經濟的な設計ι
なるととになる。當赴に於ては便宜上此の逝を行って 1

分問定格、 50-65-80%タッづのものに就ての暢U隹猫即ひに

入れ得・る於大客量の補償器を計算し之を各定格時問に對

してその容量を決定して使用すろと主にして居乙。

叡室氣嘩縮機用起動補償器の標準は第3表の如くであ
1

つて練準仕様は次の如くであ乙。

タツづ 50% 65% 80%

帛戻 Y結

定格 1分問定格 50/60~共用

定格界冕怖%タッづに於けろ界量を以って呼稱

する 50%タツラに於ては夫の約 60%

80%タツラに於ては夫の約 150%であ
^

る。

冷却力式自冷

第如岡は之等の外π引団の一例である。

6.鑛山に於ける霞電設備

鑛山に於て使用される噴動力は、殆んど總てが電氣で

あ乙。鉱山機器の中には、例ヘぱ坑内に於ける揚フkボンづ

室氣駆縮機、或は通風扇の如く一瞬なりとも停止を許さ

れぬ重要な枇器が存tる故に、之等の電源は絶瑩拍勺1で信

頼し得・乙ものでなけれぱならぬ。從って一般に鋤i11Nこ勝
ては、内家用の發電所を井ち、自分の手で荏電tる事に

依り至停電に對tる危険を防いで居ろ。

叉採掘された石炭は出來乙だけ多く市場に途り出す事

が戦時下の今日の急務であり且袈務である。叉過去に於

ても營利的'、唖上、出來るだけ粗惡炭を利用して於も能

率よく發電する事が、金笈山に於けろ突電設備の寺長の・ー

つと云.、ととが出來る。

」・般に,甕透所設置に常つては、各那の'、堕條件を考慮

して場所の携定を行'、のである力辺笥山の總てが炊井斗以外

の篠件を完備して居るとは云ヘない。大体に於て宗合フk關
係、冷却フk開係に於て不滿足な事めミ多く、從って衾鼈所

計盡上不利な鸞が茜だ多い。斯かる條件の下に設置され
乙機器は、勿諭'設計上獨特な計謎を要tる。

291

尋、キ=

415

650

650

860

1 360

1360

kvA

65

2) 5"5
2723VA

即一愉分2.72kvA 3 相分で1ま

2.72 × 3、、"8.2 kvA
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蒸氣關係ア.

燃料の供給に對しては他の如何なる霞遜所よりも有利
な地位にはあるが、概して友分、水分の多い粗悪炎を使

用する故に、、餓の能率は惡い。從って出來るだけ能率を
擧げ乙爲め忙は一般に微粉炭燃燒法を推奬するのである
而して從來水分の多仏石淡は概して石咲粉砕機に於け乙

獣故障の原困と成り勝ちであったが、現在の技術では、

回路中石炭を豫め煙道ガスで乾燥せしめて斯かる缺陥を
打破し得たので此蚊的界量の大なるものに對しては倣粉

淡燃燒法を採用し、小界量のものに對しては、ラtづ石淡
の水分を豫め除去せしめろが如き特種な給炭枇燃燒法を

採用する傾向占なって居る。叉徴杉)淡を祖貝にした冶の
を用ひて、机貝のものは 0スト1レ上にて燦寸尭せしめ、倣

粉炭はパーナで燃焼さすが如き混合方式をも誘ヘられて
居る。要は斯かろ粗惡淡を最も能率よく燦池包せしめる方
策に過ぎない。

タービンの能率を上げる爲には、蒸身剣蛭力を上昇せしめ

る事が彪、要であろ。一般に現時の發電所は高温高嘩の傾
向にあるが、鑛山に於いても近時高嚇蒸掘を抓用すろ向
きが漸六埒加しつ、ある。

斯くの如く、出来るだけ少量の石崇で而も市場Kは途
り得た仏様な粗悪炭を用ひて、所蓼電力を磁H呆しなけれ
ぱ,ならぬ。

現在は鉱山機器の殆んど總てが電氣力叉は室氣力忙成

つてしまったが、抗外{て於ける多數の徒業員の生活に對

し、叉一部の機器に對し相當多数量の蒸氣を使用するの

が通例であ乙。從ってそれ等の蒸気をも゛餅捲率良く得,る

爲には抽汽夕ービンを用ひ、蒸氣交換器に依り駆力を低
、

兵

,"ー f

第 41 岡
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00炭破敬篭所納入(62,50okvA)

(3,00O R.P.M)タービン敬篭井曼械
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下せしめて所要の蒸氣を得・る方法が誘ヘられる'

扣】々蒸氣夕ービンの數經演上の損失の内で何が一番大
であるか占云'、と、先づ復水暑昂で失はれる淋勲の損夫を

指さねぱならぬ。石淡の燃焼に依って發生する熱量の

60%にも逹する數量が、復永器の冷去山kに依つて室.しく

持ち夫られるからである。抽氣夕ービンが橘迭上鶚通夕ー

ピンと相異tる黙は、先づ第一に抽出座力を一定に保っ
ι、要があるから、抽氣黙を通って復水器に入る殘餘の蒸
氣を絞介で調整tろ様にすろ。即ち、抽氣所要量が埒加
して駆力を一定に保ち、之上反對に村1身U泉腰量が減少し

て抽氣抵力が上況.した場合は、絞奪を開いて次段落ヘの
蒸氣岳を堆力肌_て判愉ミ唖力を一定に保っ材熊てすろ0 所か
斯様に抽氣獣士復水器との聞で仕事をする蒸氣量に瑜減
があれぱ、忠力に埒減が起る事は勿論であるから之を補
'、爲、啼力調幣装置と聯羽旧勺{て調整介を作用させて、蒸
氣流入品を埒減させ、出力を一定させろ様な織雉にして
居ろ。近時此種夕ーピンの發逹は顯著であって、抽出蒸
氣量を多量に抽出した上安至に運榔出來る様に吐った0
イ.電氣闘係

汽挑が高温闘蛾区なり劃膨J李を上げると同時に、ター

ビンは商述運穂にして綜合能率の上昇を計った0 夕ーピン
獲電機に於ても同様、ずE速運轉の禾雌側士絶大なものであ
るから、 2 キ4機となし 3,60o r.P.m 叉は 3,ooor.P・m 1て

て安至且硫贊に運靱ル、所要竃力を確保してゐろ0 一概

忙高述運縛と稱しても獲遜機にあっては、其の回轉子軸
材及ぴ俳懲に於て技術上簡單な冶のではない。以下少し
本問題に就いて述ベろ。

(1)回轉子軸体
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恒悼事が埒大し且出力が堆加する忙從ひ、軸体に加

はる内部應力は非常に墳大する。従來大容量機の軸

'材としては、最譜益女品たるニッケルク0厶鋼を採用 L、

その大なろ抗張力、伸ぴ等の特性を利用して轍の主

徑を堆して居た。然るに戦時の今日ニッケルの入手

は困難となり、之に代る軸材の研究は緊急問題と{

て熱心に努力か續けられて居乙。斯か乙大型の鍛逃

物、就中夕一じン發電機回郷子調11の如き特睡擶造を有す

るものに於ては、決して簀驗室結果のみにて滿足出來な

山のであ乙。その質量効果を充分老慮せオ醐士ならない。

即ち軸材内割蒔且織に生中る偏析或びは不均一朝i謡等、衷

面に深いコイル騰を切つた回卓曳休とミ、てはヅU てゆるか

せに出來ない1見象であ乙、

(2)栓古

斯か乙軸材を探用する1て當っては下祀山如く厳車な需

檢査を行つた上、其等に合格せ乙ちの、みを使用す乙の

であつて、危除防、止の爲には常赴に於ては下紀の如き試

驗を行ひ根氣張く努力して居る次鋪で立乙'

(a)化學分机

(b)袈慶試驗

コア"ルと稱する試驗片打壮孜工県に依って、半徑力向

軸力向の試驗片を多數忙採り、内部の贇際の彈慶を知り
叉その恨慶分布を磁め乙事が出來乙。特に最も應力のか

、ろ齒の根本部分に於ける掘度分布は充分儔韻の置け乙

ものでなくてはならないから、斯かろ汀託祁に迄注t乙

コアドリ」レに依つて試験片を抓取tる。

表面檢 声

共面を仕上けソd妄に、慨六鈍に依って、太・卿に毎肋征見
はれて居乙か否やを検谷t乙、

(d)硬度測 "ゞ

勧体表面及び各試驗片{こ就き硬獣を刈定t乙'

(e)内感力検枩

内感力が存tる場合忙は、一寸した呈そ血宛f又は鋤角響

の處尓らひゞ劇れの原困を作る小ら弊肢を要tる。砂を

切つてその寸法#の桐異叉はねヒれ等を1則定,て内1航力
の檢杏を行'、。

(f)織心削捌吋飴面の檢贇

織心部の兩端面は内部の粒織分布を窺ひ知るには々・f都

合な部分であって、澁加て以而に硫苗爲眞及油疫法に伝
つて取調ベる。

( g)予11.矛戯 141 j゛

コアドリルでチ采っえこ試'會片'心」ソごコて熱噂、i歓ナ旦トニ依リそVノ利
1・1の状態を調古す乙、

(h)磁氣的檢杏

觸加工後の織心部は磁獄1篇甥器区て証N,心'班を桜戸f寸・
ろ。

中心孔の檢査1ノ

中心、孔を仕上げた1稔、檢孔鏡に依って内部より耳薪藺ベ
'" 0

応内部の強生ノ

毛

第 V{卓 1阿 q; 動 ノJ '没 g'i

第42 胸 00炭儲俄"琶所納め(62,50okvA)

(3,00OR.P.NI)タービン敬還機回劃'子

満プ川工絡f後は、満喧、満雙を屈折鏡に依つて表面よ

りの.愉査を行'ー

以」二の如き複雜な檢支が續けられるが、と才Lに通過し

た贄博子軸は安至を保證t乙事が出來るだけに、叉一面
夫陪す乙ものも多い。此等の駄力野型心機製作者の最も頭

を墻まさねぱならぬ處である。

次1こ回縛体材料で臣要な部分は線輪保持環であって、

從來ニツケ1レクロムモリづデン鋼を使用し、商速回轉に依り

生中乙鱸力に打勝つ抗張力、伸ぴ等を得て居たが、之も、

,岫材同様ニッケル無しのものに燮更しつX あり、將來の

商速發電機に對し何等懸念無い事を確信tる。

(3)回轉子の楸造

商速慶機の回樽子の構匙は、その巨大なる逮心力に劉

tる感力を如何にして於小忙するかι云'、事が基礎條件

なる。又如何にして安至に高速運轉出來る小即ち如f可

桓して回轉子の振動を於も安至を範園に置くかと云'、問

題であろ。

(a)架中愈力を避ける満の構迭①

前述せる如く、タービン發電被の回轉子の内部、に起る機

披的雁力の中で於も重要なもの、ーつは齒の根元に於け

る感力であ乙。此の姪プル所可に依つて出力は制限されろ

即ち機被の寸法が決つて來るのである。此の愈力を輕減

tる事は同一機.械寸法に於て出力を埒加する事になり、

丈同一出力に於ては回諏子軸の機械的張庭に餘裕を持っ

七ミ'、事にな乙。常赴に於ては安至率を低下せしめろ事

たく、不充分な軸材を生かして用'、る爲にも或は材料を

釖つめる爲にも齒の択元に生ずる集中感力の係数を小さ

くする様研究に努力し、餌の一部に適切なる切缺を設け

乙事に依つて其の属的を逹し得たのであ乙。此の爲に淡

素鯛の軸犲の出力範圍は増大し、或は不充分軸材の腹却

を助け得・乙等著し,い巡歩をなtと主が出來た占研!信tろ

(b)回轉子の振動

商速度機即ち2極夕ービン獲電機回轉子の直徑は機械

的処力上から制限される。一般に回捧子を同じ直徑にし

ても速唆が 20%堆せぱ機織械的態力は U%埒す。徒

つて・機械的愈力を同じにすtUま同一奔量に於て長さを

44拓瑜さねぱならぬ事にたる。軌1受朋隔が長くなると振

動牛予1牛が,1寸侠て面倒とな乙。その主なるものぱ紬断面に

於て一極中心及ぴ之に直角な帛釈て開する慣性能率の述'、

場介に起乙現象であ乙。即ち一般の織造では剌1が一師N導

t乙剛に、極中心と之に直角な面ではその挑みが述'、。
其弓"通の臨界速麿の他に之の約半分の速度で臨界速慶

打Υ井辰動が出乙占同時に臨界速度附近では振動井性が不
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安定占なるので、常赴に於てば共の缺黙を除く爲に、軸

の至圓周に亘り等問隔に海を切り、断面の何れの軸に對

しても慣性能率が等しくなる様にし、且磁氣抵抗を堆さ

ぬ捌沙岡の娠物で埋めて居ろ。此の結果はすぱらしく良好

であろが何分にも製作上溝の加工安、坂物の材料能殴び

加工費、叉は工程上等に征々の不利がある。此の不利を

除く事は生産埒張の爲めにも絶對に必、要なのであるが、

之は②磁極に横溝を切ろ事に依つて美事解決されたので

ある。即ち、磁極に數粍巾の半月形の横満を只或る問隔

に入れる事に依つて容易にその目的を逹する事が出來る

此の力法では製作上途かに有利であると同時に断面のい

づれの軸に對してもその慣性能率の大体等しい結果を出

し得る。

以上の如く鉱山に於ける劣性粗悪淡を以て汽餓を焚き

昭和 18年8 打 菱
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電機 第 19 巻第 8 競

高温高墜となし、抽氣夕ービンを使用し、高速妾夕ービン

發鼈機を運轉tる事に依つて至綜会能李を高め、且信報

の置け乙夕ービン發電機械及ぴ其他の礎電所機器を使用

し、絶對の安至感の下に獲鼈してとそ始めて採炭能李が

擧り石挨瑜産の國策に沿ひ得.るもnど繋ぐ信中ろ次第で

あろ。

1.探 炭

三菱コールビックに就て

切羽及片盤運搬

最近の減速冠動機

三菱 BM づーリーモート」レ

主坑道、斜坑道及竪淡坑用搬機

肱山並工業用小型心氣鶚網巨

小型電氣機關卓の戰時設計

150 爲力單胴卷上駐受及電動部分に就て

350 馬力穫胴卷上機及鼈機部分に就て

1,500馬カイルづナー式竪坑卷上機

1,000馬力〒鋤飼卷土機

最近の誘導電動機

1,550.儁カイルづナー卷上機佶蹴共1酷

1,000躬カスキ.,づ卷上駐劉制御奘羅

スキ.,づ卷上機自効運博装置

5,000'暢カイルづナー共1謡用滑り調整器に就て

1,550.弼力卷上督埠琶氣設備

斜坑染剛ベルトコンベ卞一總括制御装置

避炭及裁j厶設館7

選洗炭場總.肱噺卸装置に就て

附帶動力設備

砥山用通風機

砺山用゛価流通風機一・・ー、

砺山用空氣歴縮機に就て

三笠空氣唖縮機に就て

V S 弐!ハンマスク1】ーン

石炭荷役用,地動機の確氣魅騰

防爆織造

防爆型電氣機器に就て

2.

第17卷

第 13卷

第15卷

第 17卷

第17卷

第 7 卷

本

3.
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井上八鄭六衛円

回轉子の齒の根元に於ける應力經減に關する一考察

第 20 回聯合火會豫鴨 120 頁

井土八鄭右衛門

横灘を有する軸の曲げ脚1さ篭氣學會論交染

第2卷第3挑昭和 16年3月

參老文献(既刊三菱電機)
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(昭 18- 5)
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敵を知り己を知ろと云ふ事は、連戰連勝の要訣である

艦山に於けろ敵とは何ぞや。輩剣栗tベき鴻蔀甕註粥女を措φ
て他にない。己とは何ぞや。施設であろ。夫々の施設機
器の性能を十分認識し、而も嫁發性物質の性倩を呑込め

ぱ、百戰して百勝すべく、蜜部寺下堆産の上に後頒の優ひ
を無くするものと云はねぱならな仏。

ゞ

本章に於ては;先づ従來霞生した爆獲事故の統舒を示

し、更にその原因、爆發性物質の陛質を極め、その結果

防爆機器として如何なる性能、俄造を'、要とtるかに就

て述ベるととXtろ。

1.坑内爆霞事故
气

一寸した不注意から、一瞬にして数百の生命を奪'、坑

内爆發事故の寶例は决して少くない。次に從來残表され
た女献にょり、その概略を示せぱ、築]表及弟2表の通
りであ乙。

第1県モは死亡者の多い順で並ベたもので、第1・位と第

4 位とを1粂くと第7位までは日本が獨占する結果となっ

て居り、世界的六爆發の過半を日本で占めてゐ乙と云'、

ととは、特に注意を喚起する直、契があらう。

第2表は、日本に於け乙爆發事故を年代順に並ベた、

のであ乙が、死亡X 30 名以上の爆發事故は殆んど征年

起つて居り、その復蒼には多大の日数と勞力を要する黙

から見て、堆迷堆彈の叫ぱれてゐる折柄、誠に襄心に堪
へない次鋪であ乙。

2;坑内爆駿の原因

坑内爆發を爆發性物質の種類にょり分類すれぱ、ガス

爆裂と淡塵爆發とであ乙が、それ等の暢野委を起t獣火源

にょつて分類すれぱ、築3表の如く、同1鳥'.にその頻唆も
示されてゐろ。

との宍にょれぱ、電氣に原因すろ事故力井Π常多い事が

分乙であらう。歐洲では、電氣に原因t乙事故を極度に

妹つて室氣櫨械が多く使用されて來たが、最近でば紅氣

北

防'

3.4

爆 構

'^

1切 3ユ
36

38.

39、

40.

/

月

第 2 表日本に於ける炭坑爆毅事故

ず一

日

、

地力別

1 1

6.

4.

入

17

24

29

12.

2

1 1

12

砥

23

6

28

15

1 1

張第

北
ノ^1.

J凡

北海

名

'一宅'

J/L

If誇
1",A"r

野L ttν

メ1二 Uj i並
北諏
北彬
凡 IJ

"セ」」

tlj :゛1
ぎjゞ丘

・_"シ
n4 丸1
山奇

ガ'ミ近
ガ'述
女住
よ1:

g〔」ιト

岡
1{打
、ノ'

削

H刀

斜張第

張第 斜坑
ヅモ上忙非買中

菜
^

力
山取i 火

桐 墜f
ヲ'夕井

夕張北上坑及大新坑
そ1ゞそ1ゞ

歌上 y、1
山入

芙唄
七1ゞ
円JU、

山晦
ウτ二

よ打'J'

戸

生
尾
山

"田川
i也
ノ、

新箪 勗τ
,長
力打之

死者敷

第 1'麦各國の炭坑大爆我事故

順位 1 國名 1 炭坑名 1 死者敷^^^

1 1099出 クーU工

1 1.

210

62

36

307

365

91

259

73

267

ユ 16

101

423

687

917

375

35

209

76

75

69

34.1

12.9

9.4

16,5

2.3

3.5

3.5

3,5

12.9

1.2

1 1

」 9.0

1 ユ4.0

10

6

30

13

25

六線のM

北
北
.11'.

' 1 1
.,、Er

JメL

Ibtr

JjL

.仰阿
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J

機械の防爆1生の恂上、能率の商い東、經滅H勺な獣等から

遜氣機械を探用t乙様にたつて来た事ぱ、庄Πtベき牛

'6あらう。

それでは、心氣にょる争:1牧山内譯はどらなってゐるか

む云'、ι、第4夫に示t廼りである'

以上を蓼約tるた、坑内心野圭の約30%は遜鰄iC畷凶

て居り、その中'6もケーづル頒の班故が汎詐井に多い嚇を

,云してゐる。

^'

昭利]8年 S 打

3.爆發ガスの性質

抗内で燃發ガス或は單にガスぞ繕せられるも山は、

メタンを主成分モする方t内ガス 1叩ち坑氣である6 その成

分を調ベたものか、築 5 夫に示されてゐる。即ちメタン

が大部分であり、・一般に90%以上を含んでゐる。その他

酸素、炭酸ガスを含み、/k*は榔0、、,立「1三
ぱ艇K倣量で、 弓1、ブ汁之、

く株に含まれでゐる。

メタンガス稚生の原王堪は、・火山化ι堅力作式によつて知る

*tが撫來ろであらう。セル0ーズは柚物の主放分'6ある。

4C。H叩0,.C,H。0+7CH'+8CO。+3H。0

セルローズ優青炭メタンガス淡酸ガス水

と心等の抗氣は、炭層内に於て生成さ肌、"十禽の鰄雌

を有1_、炭府内に深く世むに從つt瑜力Ⅲ、敷氣1雛乃玉

司壁

ジ二 遜 機

數・十氣座にも及ぶと主がある占三ミぱれてゐる。とれ力ψ'ト

部に出て來乙状態により、池出、噴出、突出、の三様に

分けられる。1世出とは、炭墜至面から一様に出てく乙も

ので、11#にょる主1以小な・1テ郷を伴ひ、,戈はフk氣を含む淡

腎では、づツづツ七小さな氣泡を作ノ)て發生する。噴出主

ぱ炭層や淡盤の龜裂或は断謄等の一局部から機怨舶勺には

發牛.し、峨力の高い時には張六な勢で濃厚ガスを發生す

るものを云'一突出とは、突然叉は短時朋内に僅かな徴

峠の後、・'畔に多量の瓦斯を於生するもので、炭鞭や岩

陛を艸出し、之を粉砕するととtらあ乙。

ガスの成分及ぴ礎生の耿態ぱ以上の'様であるが,次に

塚發した暢介の諾種の將性を、防爆幡造を決定すろ見.地

小ら、.重要なものに就て二三述ベる東にtる。

ア、燃燒限界及び爆霞限界

大休次の範園主誘ヘて大した述む、はないであらう'

/第6太燃焼及爆灸限外

ノ

空氣中の含イi 幟

民 1、- 1-、"下一、、

心

_」_
5 T一

i,

、

0.ユ

イ,7月9 10 n 1之、13 N 15 163

嵳気中ノがス含石量%Ξく拭

弔 1 岡ガスごリ女媒搬Wy川禎吹

0^0.3

Jヲξ

州
、,.

1"

掘

t}区

ストリ

止1」

イ、黙火温廣

ガスの濃1女、琳火1唖共他d刀際件によつて異るので・・・矧

には云ヘないが、凱した衷面により蹴火す乙温度ぱ 650

~750゜C 、見てよいであらう。

ウ、爆霞歴力

捻"愛1雁力を郁々の條件で一様忙はならない。 メタン V/

含イイ・最、'が器の形}伏、獣火源の位ぜ仁享で夫々異る。一例
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を第11剣に示t。とれは球耿容器で球の中央で勤火した

場合である。其の他のπ對伏の容器では、爆座が同時に藍
、

鞭に突き鴬る*功ξないから、とれよりぱ低くなろ。メタン

含有量 9~10占%の時、約 75氣駆を生中ろのが最大爆

厭であ乙。

メタン燃燒の化學式は

CH'+2CO"=2H,0+CO。

上式にょり明かなる様{て、メタンガス 1 容が完至燃燒を

行二、ためには、酸素2容を立.要主tる。最大爆獲ぱその

様な混合割合の時生する譯である'酸素杖室氣巾の容私

で 20.9%含んで居る故、酉金素2容を含む室氣量ぱ95ス界

ーなる。との混合氣休中のメタンの含有量は

1

j+9b7、× 100'9・46%

即ちメタン含有量9.46%のとき最大爆1牽を生中る譯で

あるが、寶際には袖H島に於ける解艇の影響、にょり最大燦

厭の黙は之より少し袖K約 10.15%の所にある。

容器の大さが小さい處では、爆駆は多少低くなるが、

六きい處では、容器の大さは爆啄に殆んど影轡がなくな
る。(鋪2岡)

染 VⅡ
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第 2 倒奔祉爆戰1艇力曲線

エ、火焔逸走限度

癌閉容器の中で鴻師墜を行はしめた時、内部の商1川ガス

は容器の援目を通して外部に逸出t乙。外部{て引火・1牛ガ

スが存在tる11手ぱ、内留仂、ら逸出した高玖ガスのために

引火の危険が生ホる。坑内であれぱ、坑気に剃火し抗内

爆發の導火線となる供れがある。とのり>合、容器の糎目

に於ける逸出鬮問の問際とその奥行の長さをi画當に選ベ

ぱ、外部引火の危険を解消すると占が出來るのである。

とn等の開係を第3岡殴第4矧に示す。
オ、狹隙と爆霞巫力

特1閉*器に於ては、内・部鵺"委にょりH十常に厭力が上昇

爆 t吊

1「、^

0

01 02.05

0 1 10

、

氣厭

H ?0 巳; {气10

1互ノ浜行・'1.)

;二1气?11

火焔逸走限界曲線

5 10 き〕

¥古火

4岡

6

淺} 1〔X】頂"}

4

「-1、1 1、^^^^^^^^

1 1

70100 8060

飴口面殖 mmコノ内窄祉 4

染5例狹隙開Π割絵有する時の爆敬應力曲線

tるが、内部ガズの逸出口を大きくすれぱ、郷ゞ力は當然

Ii噛咸する。第5 圖にその研打系を示す。

4.炭塵の爆發性

ー・時に数十乃至数百の生命を奪'プて觴蛭甕は殆んど全部

が炭第爆灸を伴つてゐ乙ものと見てよいであらう。梨兆

炭塵の蛤甑甕に於ては、多量の一酸化淡素を生中るため、

何等の外傷なくして死に至るものが意外に多い事をW、ヘ

ぱ、、波に1築然たるものがあろ。

一雁にして 1099 名の死Xを生じた・世界最大の爆残た

る佛國クールー淡坑{こ於ては'蠏發ガスが存在せずその

県因主し,ては、發破の不」更にありとされて居り、それが

誘因之なつて、炭嘆の爆喪を誘起したものである。最近

の裂総の例'6は、昭和14年の筑豊六之油炭坑の爆發セ)如

き、兜名の死Xの中、乍轍の 46 名ぱ火傷も夕H錫もなく

至くの一酸化崇素;てよる中・遜死と認められたのであつた

乾燥した淡n'カ{ある謬↓凌で井9又UI」にi子遊する1博は、 i商

'なづ魚娠にょり、鴻野愛を生するのであ乙。抗内に郁ゞナる

炭電の夕浩火熱源として考ヘられるものは、ガス心蔀委、 發

破の火藥過量じ遮氣火花等tある。淡吹の大さは如何な

る程吹から危険主見做さ心ろか主云.、と、米國で,は、

20メシ、英兵卞ごぱ 28メシ以下上されてゐる。徴邪升て友乙

程.危驗H沈U9tととは勿J'倫である。でば室男ミ中に浮遁・司、

る淡壁が力川可なろ濃安にな才U士危儉占なるかと云'、に、

とれぱ石淡の栓質例ヘぱ郷礎分の含有量或はその細慶に

よつて一定しないが、1洛々坑内に存在す乙程安のもので

1 立力米の宅氣中に HO~130 瓦位から危険とされてゐ

乙。尚1劫細なる場介にぱ、 20~30gr/m゜程安'ざ堀發せ
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しめた例もある様である。石炭の種類により爆ぞ更陛が異

なるととは前述の通りであるが、とれは含有する揮發分

1て左右され乙。爆發性を持つためには16%以上の揮發分

を含有t乙ととが必要とされてゐる。叉水分30%以上含

む場介、或は、不燃性物質50%以上含むd易合は爆發の危

儉は非常に減少すると云はれてゐる。

密閉容器中に於ける爆發座力は理論上 5 氣駆であ乙

が、寳際は之より低く6氣雁程度で、メタン防爆機器であ

れぱ、賢際上崇塵に對しても安至であろ。

向抗道に於けろ崇築爆發防_止策主しては、防爆機器を

使用して淡塵動火の源を断つととは勿論大事であるが、

撒水法、或は岩粉注を贇施して、淡堕の爆礎性を減殺し

て置くと主も軍蓼なる力法であ乙。
、、

5.防爆構造のt種類

前節までの詮明により、淡坑の爆發事故、その娠因、

爆硬ガス及ぴ咲璽の諸性質の概略が分つた事と想、'一從
つてそれに適應tる様に防爆術造を製作すれぱよい。と

の目的のために、との方面の専門家が長年に亘つて、そ

の仕様の完成ノて努力されて來たのであるが、未だ硬衷の
ι寺朔{て至つて居ない。然し乍ら近く完成の上發表され乙

事は問述なく、我々防沌畿器の製作者としては、との仕
様忙充分合致したものを製作tれぱ、防爆上信蛾度の高

いものが出來る譯である。茲では、爆獲ガス及崇昭の諸

性質、及ぴ坑内の諸事情より誘察して、如何なる程妾に
,桜器を製作すれぱ、先づ防爆の属的を途し得・るかに就て

述ベて見度いと思、'、。
^

遜氣機器の防暢"苗匙の樋類は、次の6種に匝別す乙と
、、

.が出來る。

(D 耐駆防爆樅造

(2)狹隣防爆枇造

(3)油入防爆榊逃 、、

(4)内厭防爆構造

(5)安至埒防爆織造

(6)特砥防爆構造

ノ以下節を追つて詮明をする。

6.耐厘防爆構造
*

普通の至,密閉排捗では、外部のガスが内部に侵入す乙

,

昭和 18年8月
t

、

3
機

事を完至に防止tると占は困難である。運轉、停止の繰

返しにょり、内部室氣の加熟冷却が繰返され、その結果

長時問の後忙は、伎体の鞭目或は軸受等の間陳から外部
ガスが侵入すろととは必至である。從つて至鞘閉と云ヘ

ども内部に黙火源のあ乙場合には、内部爆發を鴬然豫想

すべきであ乙。との場合の諸對策を煎ヒ詰め座縮tれぱ

次の二貯iに肺tる。即ち、内部爆厭に耐ヘろ強度を枯プこ

せる、とと主、蛤蔀鄭寺の逸出ガスにより外都ガスに引火せ

しめないととである。

(1)僅体の製麼、,

前述した様に、本氣中のメタン含有量9~105%仍侍、

球駄容器の中央で咽'火せしめた場介f最大爆嚇を示すも

ので、その価は約7.5氣墜、然し贊際には斯様な場合ぱ

極く殊で7氣嘩に建しないのが普通である。筐体の設計

に當つては、第7表の内部!肱力が加は乙ものとし,て更に

適當な安至李が加算される故、充分安至麼の闇いものが

設計される。伺、賢際の製轟,には、鐺浩巣或は熔按不良

等も起り得るので、完成後の試驗及検枩が泛、契である。
J

(2)外部ガスの勵火の防止 、

内部で爆發したガスは、非常な高1風度であり、その局

厭ガスは筐体の鞭目、軸受等の闇隣から外部に逸1心t乙

との場合、ガスの逸出ぱ差支ヘないが、とのため外部

のガスに引火tる様な事があつてはむらない。逸出面闇

のn捌導(とれを隙主呼ぶ)及ぴ逸出通路の長さ(とれを

隙の奥行と呼'D を適常に避ベぱ、外部ヘの勵火を阻、止
瓣來るととは前述した通りであ乙。第 4 岡で明かな様

忙、隣の奥行閉粍の場合、隙は1.2粍でば外部に引火す

第 9 表「"1刺肺【11に於ける隙及隙の奥行

0.3
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ろが、隊を 1.1粍に,、れぱ引火しない。然し製作忙於て

は安至性を老慮tろ必要があるので、陳を 0.3粍以下iこ

保うのである。とれ等の価を示せぱ、第8夫及第9表の
通りである。

フ.狹隙防爆構造

耐墜防爆織造では、ガスの逸出問陳はある事ばあるが、

それは内容積に此ベ非常に小さい。隨つて内部爆厭にょ

り瞬問的であるが、相常な高駆となり、遊体自身はそれ

に充分耐ヘる様に頑丈に作乙必要があつた。逸出問隣は

同ヒであつても、とれを多數持てぱ、至体として開口面

裁は増大し、内部の駆力が上昇しな仏ととは、第5圖に

よつて明かであろ。讐作に當つてぱ安至性を老慮して鋪

10 麦の価を採る。

子

条10表狹隙防爆t'踊豈の筐体弧疫

刷口面祉(mm゜) 内部麼力(ザー子)
内容祐(0 kg/om゜

第 VⅡ第 鵬 爆

"声

10.安全増防爆構造

機器の内賣裂ビ運熱中火花を發する如き黙火源を有せ中

而も運簡tる場所がガス或は乾燥浮遊崇堕の少い此較的
,

安至な場所に於ては、防爆楸造を左程嚴重にしなく占も

安至である。との拙造に於ては、普通の運糊サ伏態では黙

火源力U匹いので、外部ガスが自由に出入りが出來、内部

爆發力"ト部に波及する事を防止する倚、1の装置をも有し

て居ない。1足つて、内部には通常黙火源力y延いとは云ヘ

三邑縁充電削M}等があ名のであるから、事故の發生忙より

駄火源が生ホる様なととは、極力防_止しなけれぱならな

い。では如何なる黙で、と訂等の安至策を考慮してゐろ

か、以下具体的に二三述ベて見乙。
、

(1)黙火源

運轉中火花を發tる様な黙火源を持つととは絶對嚴禁

キ砥

の最低油位から危険部分までの距航を充分に取り火花又

ぱ火焔力訪仙面上に出ないととをq、雲條件としてゐる。

尚油入開閉器或ぱ制御器に於ては、開閉の際の電弧か

油面上に出な小事を儀保するために、次の試驗を行ひ、

定格遮断能力を次定tる。即ち油面上にはメタン9%の室

氣との混合氣体或は水素釦%の室氣との混合集体を充涌

せしめ、油の温度は室温 35゜C として運轉状延の温唆に

保ち、油面は油面計破損の場合の最低油位に保ち定格電

壁の下、回路の力率は如%とし、連按加回の開閉試驗
を行'、。その場合、外部に引火せしめざる於大の開閉電

流又ば電力を決定し、短絡竃流を遮断tベき遮薗澤に於

ては、その価の75%以下、,その他のものでは50%以下
i

を取り、定格遮断能力とする。

9.内歴防,爆構造

普通の全鞘閉織造では外部からガスが侵入tるととを

防_止tる事が困難なる車は、前述の通りであろが、'との

構造に於ては、鮭体内部に不燃性ガスを座入すると占

にょりとの目的を達せんとするものである。筐体内部に

、ガスが侵入する事がなけれぱ、防爆上最も安至であり、

理想的であるが、それを磁保する事が中.々面倒である。

先づ運轉開始前に遊体内の坑氣を清掃し、然る後、運

軸を開始すろととが辿、要で、筐体の容積の約十倍の新鮮

なろ室氣或は不燃性ガスで清掃tる事を條件としてゐる

叉内部の墜力が減少すれぱ、外部よりガスカq曼入tる

倶れがあり、との時ぱ警報を發tろか、趣轉を停、止tろ

必要がある。

内墜防爆織造では、之等の保護装置を使用tる事がそ

の性質上極めて必、要で、その爲、管制装置が複雜となる

のは蓋し止むを得ない。

機器の拙造としては、外剖ばり絶えホ新鮮なる室氣を

途り込み通風する風道換氣型とtるか、ポンベ其他にょり
キ

墜縮室氣或は不燃性ガスを常に駆入tる至閉型占tるか

何れかにょるのが誓通である。

111

コ^

10 以上

20 ガ

30 ク
、

40 力

50 力

60 ノノ

70 り

80 0

との解造ぱ、謎体の一部に狹隣板謄を取付けるのが普

通であつて、狹除板相互問の隊は 0.5粍以下隊の奧行は

50 粍以上、狹隣闇滕を作るための闇隔片剛の距航ぱ 70

粍以下主して、外部に對tる引火を防_止してゐる。

8.油入防爆構造

火花を霞生する浜れある部分を至部油の中に漬けてし

まひ、而もその火花が油面上に出るとと力U煕けれぱ、そ

れでも十分防爆性を保つと主が出來乙。、との枇造は、油

入篭畷器或は油入開閉器等に利用されるが、茲で注意す

べき事は、油面上を瞥通の耐嘩防爆挑造とす乙と占が危

険なととであ乙。とれぱ油中の火花にどり油が分解し永
素を發生tるからである。との価は、フk素 66~82%アセ'

チレン 10~26%、エチレン 2.5~4.0%、メタン 4~フタ'と云は

れてゐる。との混合ガスは、メタン室氣混合ガスよりも

爆獲性激しく防爆拙造主しては困難である。從って、坑

梨防爆枇造としてぱ、ガス拔孔を設けて之等の危険ガス

が内部に溜らぬ様にす乙のが普通であ乙。又油面計、排

油装置を付ける事が望しいが、之等の剖紛、から油洩れが

起らぬ事が絶對彪、要である。油洩れにょり火花を發する

部分が、油面に近づき場合にょつては油面上に露出する

危儉が生中ろからである。油面計に焚ては特にとの熟に

留意して、油面計の一部が破損して油が流出しても、そ

」
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であるととは云ふまでもない一從つて開閉器士か、卷線

型誘導電動機の集電環或は直流機の琳流子等にぱ適用出

來ない。

(2)絶縁充電部分の保護

電動機の線輪の様に充分絶縁されてゐろ様な處で1、
外部からの接觸にょり損傷を受けれぱ、絶縁が破壊され

電氣的火花を發し黙火源となる供れがある。そのため外

部から小型の固形異物が侵入し絶縁部を損傷せざる様通

風口共他の開口部には盲蓋或は網目の蓋を必要とtる。

叉水滴が直接觸れても絶縁性を低下せしめ乙ので、防滴

型巴する叱、雲があ乙。

(3)裸充電部分の保護

端子筐の.様に絶縁されない裸冗確部分のある處は特に

防爆上注意を要する處で、裸充確部分問に遜氣的事故の

起らぬ事力絲邑對に立.要であ乙。将に抗内に於ては炭塵、

操氣等が多く、とれがそれ等の部分の鼈梨的事故を助長

す名事になるので、至閉俳造にtろ必嬰がある。

籠形誘導篭玉織の回抑子棒、端斑は裸充電割愉>6はあ

る力ξ、ゲごι五{て好i糸各さ11てf台り、"薪皮1栓薪[、径t弧、ミ芋もー'舟艾

には生ぜぬ故、必中しも全閉愉.造にしなくてもよい。然"

し起動の際、鐵心主回惇子惇との朋の矯伎茎により火花

を發する事がある。斯符ソが昜介は、織・亡と回暫 f泳主を

・ラt^{こ井b枇、→主しめる力.、」曵1才1可十ι、,二f杯ξを1邑キ条すtる力、と"マニ

火花の獲生を防止しなけれぱならない。

』_

昭和 18年 月 三

'

50

一二 電

(4)沿面距離及龜縁問隣

裸充電部分相互問は、羅縁物で絶縁し且つ適常な距跳

を保っととにより、羅縁物の表面を流れる漏波電流を防

止す乙と共に、室間に於ける電弧の發生を防_止し,なけれ

ぱな、らない。とのために必、唖占tろ距誹は第 7.11 夫に

示t通りであろ。

(5)温度上牙・の低下

爆硬ガスは、絶繰部分、非絶繰部分Xて限らす'常に按觸

tろ供れがあり、その島略卜の事故は、直接外部ガスへの

引火の危険があろのであろから、絶縁部分の信頼度は将

に高める叱、要がある。使用温慶が 80゜C を越ヘる』昜合に
於ては、最高使片打盟虚で4翅問の連績試驗を行ひ、その

耐劃締}久1生を砿かめる。又米處理絶縁物は眞室含侵、厭
力含浸、或は充分なろ浸漬を行'、。更に 75kW 以一Fの

機器.に對しては温唆上号.を一般のものより 10゜C 下げ安
奈性を商めてゐ乙。それ以上のもの忙之が適翔されない

のは、大刑のものは据付場所も此較的安至な場所が多く

叉管チ堺も充分行川くからそれ程しなく左もよいからで走
(レ' C

(6)籠形誘染'動.機の許容恂東時闇

施形誘導電動機に於ては、襍の1可熱子怖が直松外鰄に

觸れ乙のであ乙から、1川轉了十4の過熱のため{てそ艇が黙

火i1点となる様な導があつてはならぬ。負荷か范U敷に堆加

し停動卜1レク 1ソ、上になれぱ河軸仁子は拘東駄延に陥り、定

亀
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1

格証流の 4 倍から 6 倍程皮の短絡鼈流を流すととにな

る。とのため、矧jミ子、回聿緊子共tモ激に温度」二男.を姑め

危険状態に陥乙。カハる場介過負荷繼電器を働小せ遜動

機を電源から切離ず'、要があ乙。そのためには、鼈動拠

が拘東ヲLてから危除温慶になるまでの時問士、過負、倚
キ躍"器の作動tるまでの時問とが一致しなけれぱならぬ

即ち、回諏子を拘東し至電墜を加ヘた場介の温度上兄が、

同"子 165゜C、固定子 100゜C に途するまでの時問を許

容拘東時問と稱し、との時開内に電憾から切航せぱよい
圭.

のであ乙。との時闇は10秒以上とな乙様設計・され乙と.

が望立しい。許容恂東時問ば斯測或は算辨にょり銘板に

夫示しなけれぱならない。

(フ)誘導電動機の室隣

誘導鼈動機の室隙は一般純非荒Υ0」、さい。と札か餘り

小さいと、組立不良或は長午河の使用にょる軸受の摩凡

或は椴械的衝没等にょり、固定子主回鄭子とが接觸する

慢れがあ乙。按觸にょ乙火花にょつてぱカスに引火する

供なしとしない。一般に誘導電動椴に對しては、室隣仍

現郡.力U煕いのであ乙が、安至堆1坊沌U赳に窒!しては特に規

凖を設け乙'、亜があ乙。一般の誘導選動機より宰隙ぱ鴇

大し"て安至性を瑜加tベきであ乙.

11.特殊防爆構造

疫術の巡歩は常に_止ま乙處を知らす・生々独展すべきモ

0であろ。防爆俳迭も、上述の耐畷、狹陣、油入、内兜

安釜埒の5'種に限定する立、便はなく、防爆上優秀な乙も

のが現れXぱ、牛"ネ防爆刷池としてi思め乙のが至鴬と考

ヘ乙。との場合、諸、種の防、爆試験を施行してその防爆性

が十分であ乙かどうかを硲め乙ι、蓼がある事ぱ云'、ま'で

もない。
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如きは、拶j沌訂生を f'4}とする許りでなく、街L立忌な耳父1及に

對しても耐ヘる、様、ト分頑丈なものにしなくてはならな

い。,又防爆上重要なる削扮、は、將に資任者以外は開閉延

来ぬ様に老慰す乙ととが保安上望ましい。との目的のた

め{て、重暫部分にぼ鍵をかけ乙。とれを特に錠締と稱し

千"1τ.、例ヘは'牛影ネのスパナー、箔スパナー、或は鋳塗芋を使

場しなけれぱ緩めるととがW,來ない装置を總稱すろ。普

趣の力法ぱ、普癒nの六角ポ」レトを使用し、井}亟のスパナー

が使用出來ぬ様、ポルト頭の刷圍に突起を設け乙か、或は

ホルト自身を埋め込み主す乙力注であ乙,

(2)酬レ子補

端子補ぱ心唖ど心氣桜器との按誠黙であり、との接繊

は現場で行はなけれぱならぬ關係上、特に移動性のあ乙

機暑冬に於ては、吃氣的に種々の沸故を生じ易く、防'爆上

ヅ)躬N古のー・つ占されてゐる。

篭昇註蹴署と1患唄占を按續すろためには導休が琶体鑾を

貫逓する個所がし、す一傭所以上生じ、その個所の防爆性

を如何にして保つかと云'、ととが問題となる。

災の需力式があり、何れも安至埒防爆織造であ乙が、夫
1

々長所短所を備<＼その優劣ぱ俄にぱ断じ1雄い。

ア、ス侃.りド式

絶縁物で被撹した怖導体で防爆餓体を貫通tる力式で

あろ、(第7 圖)

長所、怖導休被概の絶縁物とし,ては、磁器或は石髪酸
佐"片系のものが用ひられ、 M{てよる鑓形等少く tると主

か出來乙ので、防爆上優れてゐ乙。

堀所、絶縁作導体凸導線占の按續はネチ締めされ、裸

のま、仔祢t乙ので、圧剛矣、謬氣のため漏洩譜流が生じ
易、ハ' 章

イ、バ.りキD 式

防爆鮭体を貫通tる部分にバッ千ンを用ひ導線そ筐体、

闇を氣察に保持t乙方式を云'、。(第8腸D

長所、直按導休を能体内部に引込めるから、擶注が簡

單.でdJWに出來乙。

短所、パッ十ンの締め県倉が防爆性に影響し、締めた時

果して防爆性が十分であ乙かどうかの判定が困難である

ウ、固活式

防爆佳体を騨斜功ξ貫通tる部分に部昼を設け、コンパウ

,1
,' t

12.錠締及端子箱

(1)錠締 Wヨウジメ)

坑内に使用される防爆織,造としては、製遍.そ山も四が

'渚種の防爆試驗に合格しただけでは未だ不十分である。

坑内の特殊事倩を充分加畩t乙ととが必孤であり、坑内

に使用して防爆性が怪しくなる様なものでは駄目である

との意味で、切羽等で頻繁{て移動して使用されろ機器の

301
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、

第9圖固着式

ンドの様な流動1生物質を充坂し固着せしめた方式である。

(第 7.9 圖)

長所、パッ千ン式と同様、織逃が簡單で小型に出來る。

向、裸充鼈部分は絶縁テーづで卷く事が出來るので鼈

氣的事故の減少が朔待出来る。

短所コンパウンドをコンパウンド圭に充娠した時、完至に

充城されてゐ乙かどうかの判定が困挑である。
'一

エ、づラ,りグΞ弐;

防爆佳休内に挿込按續装置にょり電流を導入す乙力式で
あろ。

長所、移動頻繁な乙椴器に於ては按急討典ヘが簡單で且

迅速であろ。

短所、挿込按續製置慮身の構迭が複雜で、現場の衣倩

に則した信頼虚の高いものを塑・作tるには、九なりの技

術を要する。

ホ、其他の方式 .

其他にも種々の方式があろが、茲では賓略tろ。

13.坑内用防暴機器の取締及檢定

坑内の塚裂事故の巾で電氣に兆因するものが相常多い

^

イ

、、

菱

ノ

電

ノ

i

機

ノノ

と云'、事は前述した通りであつて、我々電氣機器製逃業

Xとしては、防爆上出來得.ろ限り完至なる製肌.を造乙た

め努力してゐるのであるが、一方淡坑の使用者御ル電氣

機器の佳能を充分i忠識され、その使用を誤らないと凸も
亦ι、要であ乙。

又我々が努力して優良製品の製作に成功しても、餓山

忙於て柤悪製品を携定される樣であつたら、折角の努力
も役に立たす、、亦幸にして優良製品を抵定されても、作

築各が機器の一部を破損しそのま、使用を鞭續する様な
事があろと、往々にして重大な結果を招くととになる。

とれ等の心配を除き我々製迭業者も破山倶N安心して

堆産に邁進出來乙ためには、其處に何等かの取締が必、要

主なって來る。との要望に地{へたも'のが、昭和15午9月

2日發令された商工名令第六十八琥石淡坑用爆梨類及機

械器具取締規則並ぴに商工名令第六十九沈石崇坑用爆築

類及機械器具檢定規則であ乙。

防爆椴器の型式検定は本令の發布と同時に開始され、

商工省の試験所に於ける刑武試験に合格した製品は優良

塑↓偏辻見做してよく、確山但ル安心して使用する事が出

夾ろのであろ。との試騎所ぱ九州では直力市、北海道で

ば札幌市にあろ。

可燃1生ガス叉は乾燥炭墜の存在t乙悦坑は商工大臣が

指定t乙ととになって居り、指定された崇坑に於ては、

型式檢定に合格した製遍.でないと使用するととは出来な

い。叉破損或は故障した製晶は坑内に於てはその使用が

禁じられた。

以上の二っの商工賓令にょつて、我國の淡坑可所帝は卿

化された譯で、近く焚表されんとす乙坑氣防爆仕様・淫の

制定と共に、坑内保安上貞献tる處極めて大なると.を

信中乙ものである。
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